
ACCR Central Rally2020 
参加車両 

 
本ラリーはＪＡＦ公認準国内競技として開催されるため、参加車両規則も 2019 年ＪＡ
Ｆ国内競技車両規則 第2編 ラリー車両規定 第2.5条ＲＦ車両規定に定義される条件を
満たしてなければならない。 
特に下記のＡＣＣＲ特別規則および安全項目に関する規定については、公式車両検査に

おいて確認するので、十分注意し準備すること。 
  
【ＡＣＣＲ特別規則】 
△参加可能な車両 
ACCR本戦クラス： 
1984年までに生産された車両およびその同型車（マイナーチェンジを含む、エンジンも
同型車）で、1985年以降の継続生産車で車検を取得し、一般行動を走行できる車両に限
る。また、一般公道を走行するためには、車両の最低地上高である 9cmをクリアしてい
なければならない。 
  
△車体カラーリングについて 
車両製作に当たっては、クラシックカーのラリーイベントであることを踏まえ雰囲気を

考慮して仕上げる。奇抜なボディーカラー（蛍光色など）は禁止。 
ただし、当時使用されていたカラーリングであることが認められた場合には許可する。 
  
【参加クラス】 
・Vintageクラス	 1965年までに生産された車両 
	 1300cc以下/2000cc以下/2001cc以上 
・	Classic1クラス	 1975年までに生産された車両 
 	 1300cc以下/2000cc以下/2001cc以上 
・	Classic2クラス	 1993年までに生産された車両（1989年までの同型車） 
	  1300cc以下/2000cc以下/2001cc以上 
・	Fクラス	 1993年までに生産された車両の内、年式に拘わらずエンジン 
   載せ替え等、大幅な改造をしている車両 
  1300cc以下/2000cc以下/2001cc以上 
 
全てのクラスでブレーキキャリパー＆ロータの変更は安全上の配慮により認める。 
ターボ＆スーパーチャージャー＆ロータリーは排気量を 1.5倍として計算する。 
＜大幅な改造の例＞ 



・競技車輌として製造された車輌 
・他メーカーのエンジンを積んだ車輌 
・型式認定以外のエンジンを積んだ車輌 
・ミッションケースを変更した車輌 
・オーバーフェンダーへ変更した車輌 
  
✳参加クラスは、車両の製造年度を基本とし、それぞれのオリジナリティを考慮した各

クラスを設定する。 
✳参加車両の少ないクラスが発生した場合は、クラスを統合する場合がある。 
✳チューニングのレベルについては自己申告を原則とするが、チューニングの内容によ

っては再車検を実施する。また、事実と異なる場合は賞典外とする。 
 
【参加資格】 
△全日本ラリー出場経験のある者、又は ACCR Practiceに参加し、講習を受けた者に限
る。 
△ドライバー及び、コドライバーは国内 Bライセンス取得を義務とする。未取得者は速
やかにACCR大会事務局に申し出を行い、取得すること。（JAF会員になっていること） 
  
【安全規定】 
△ロールケージ/ロールバー 
2019年ＪＡＦラリー車両規定 第 2章 第 4.2.1条に沿ったＲＦ車両用ロールゲージを装
着すること。但し、初年度登録が 2002 年以前の車両についてはＲＢ車両として参加を
認める。クルーの保護を目的に参加車両は６点式以上のロールケージ/ロールバーを装着
することを義務とする。オープンカーについては鉄 or アルミ製のハードトップの装着

を義務とする。	

メインロールバーは、車体下部の堅固な構造材にしっかりと取り付けられ、ドライバー

が運転席に着席した状態でヘルメットの先端よりも高くなければならず、かつその幅は

ドライバーの肩より広くなければならない。なお、通常の運転姿勢におけるドライバー

のヘルメットは、いかなる場合であってもロールバーと接触してはならない。 
ロールケージを構成するパイプの仕様は、材質は冷間仕上継目無炭素鋼(引抜鋼管)とす
る。円形の断面を有する継目のない1本のパイプを使用すること。最小寸法は40mm(直
径)×2mm(肉厚)とする。  

✳︎車両の構造上、規定通りに不可能な場合は事前に許可を得ることとする。 
✳︎オリジナル車両がボディ内部にロールバーを内蔵するなど、ロールバーが装着されて
いなくても参加を認める場合があるが、事前確認を得ること。 



  
△けん引用穴あきブラケット 
2019年ＪＡＦラリー車両規定 第 2章 第 6条に沿った けん引用穴あきブラケットを装
着すること。 
すべての車両は、前後に車両をけん引しうる強度/取り付け部分をもつリング状、または
鋼板に穴をあけたけん引用ブラケットを備えること。 
このけん引用穴あきブラケットは、黄色オレンジあるいは赤色に塗られ、明らかに確認

できるようにする。 
また、強度が十分耐えうるベルトフックタイプや、車両に標準で搭載されている脱着式

牽引ブラケットも使用可能とする。 
 
△安全ベルト 
2019年ＪＡＦラリー車両規定 第2章 第2条に沿って 安全ベルトを追加装着すること。
安全ベルトは、ターン式バックル、あるいはレバー式のワンタッチ式フルハーネスタイ

プなど、4 点以上の安全ベルトを装着することを義務とする。安全ベルトは、製造から
10年以内の製品を使用すること。 
  
△消火装置 
2019年ＪＡＦラリー車両規定 第2章 第3.1条に沿って 手動消火装置を搭載すること。
1つ、あるいは 2つの容器で粉末 2ｋｇ以上の内容量を装備すること。 
消火器は製造年月日から 2年以内のものとする。(消火剤の充填期日もしくは前回の点検
期日から 2年を過ぎて使用してはならない)また、ドライバーやコドライバーが速やかに
操作できる状態で車室内に搭載しなければならない。また、クラッシュ時、急減速度が

いかなる方向に加えられても耐えられるように車室内に取り付けなければならない。 
  
△競技車両に搭載する物 
非常用停止表示板（三角停止板）を 2枚、非常用信号灯を 1点、救急薬品セットを 1点、
牽引用ロープ、A３版の ”OK“ ”SOS“ カード (車内の取出しやすい位置に置くこと)	 を
搭載することを義務とする。 
  
△公式車両検査で不合格となった場合 
改造および付加物取り付けなどにより技術委員長が安全でない車両と判断した場合、そ

の指示に従い自車のスタート時刻３０分前までに改善し、再車両検査に合格しなければ

出走できない。 
  
△ クルーの安全 



✳ ︎ レーシングスーツは、耐火炎、防炎性素材生地の一体式であるものを使用すること。
✳ ︎グローブを着用すること（ｺ・ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰは任意）。 
✳ ︎ また、フェイスマスクの着用を強く推奨する。 
✳ ︎ ヘルメットは製造から 10年以内のものを使用すること。 
✳ ︎ 本競技会においては、頭部および頸部の保護装置（FHR システム、HANS 等）の装
着を強く推奨する。 
  
△シート 

シートは、FIA 規格のシートでなくても許可する。ただし、シート及び、シートレール

が車両にしっかりと固定されているものとする。倒れるシートやローバックタイプは

NGとする。 

 

△サーキットブレーカー 

サーキットブレーカーは不要とする。 

 
△タイヤ＆ホイール 

基本的にはラジアルタイヤで、尚且つ下記のメーカブランドとする。 
ヨコハマ	 NEOVA 

ブリジストン	 71R 

ダンロッップ	 ZIII 

クムホ	 V700 

これ以外の場合は、ACCR競技委員まで確認すること。 

ホイールはノーマルに対して縦方向２インチまで UP可能。 

タイヤサイズの幅は２サイズまで UP可能。 

 

△マフラー音量 

マフラーの音量は、それぞれの車種ごとにおける車検の規定の範囲内の音量とする。但

し、旧車両で排気音量が大きい事は理解するが、今まで開催されたＡＣＣＲにおいてリ

エゾン区間の排気音が非常に大きいと、地域住民や所轄官庁より指摘を受けているので、

リエゾンや住宅地街の走行では大きな排気音量を立てない様、十分注意して走行するこ

と。 
  

詳細は JAF規定３種類ファイル①②③を必ずご確認ください。 

 



第２編　ラリー車両規定

※文中の太字斜体部分は、2019年ＪＡＦ国内競技車両規則第 2編ラリー

車両規定からの改定個所を示す。
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第 1 条　総則

　　本規定に定める車両は、道路運送車両の保安基準（昭和26年運輸省令第67号）に
適合し、公道を走行するにたりる条件を満たしていなければならない。

　　車両の部品を変更または交換したり新たな部品を装着し使用する場合には、車両
の使用者の責任において上記の保安基準に適合させるとともに、常にその適合状態
を維持しなければならない。

　　完全なオープン車体構造の車両は、ハードトップを装着しなければならない。ま
た、コンバーティブル車体構造の車両（開閉または脱着可能な屋根を備えた車両）
についても、オープン車体構造の車両に準じた措置をとらなければならない。

　　なお、本規定は国内規定であり、国際格式ラリーの参加車両についてはＦＩＡ規
則に従うこと。

第 2 条　車両の定義

　 2.1 ）ＦＩＡ公認車両（Ｒ車両）

　　　　ＦＩＡによりグループＡ、Ｒ、Ｎ（公認有効期限後８年を経過していない車
両を含む）として公認された車両で、道路運送車両の保安基準（昭和26年運輸
省令第67号）に適合し、本編に従った自動車登録番号標（車両番号標）を有す
る車両。

　 2.2 ）ラリーＲＪ車両（ＲＪ車両）

　　　　ＪＡＦ登録車両で、道路運送車両の保安基準（昭和26年運輸省令第67号）に
適合し、本編に従った自動車登録番号標（車両番号標）を有する車両。

　 2.3 ）ラリーＲＰＮ車両（ＲＰＮ車両）

　　　　ＪＡＦ登録車両で、道路運送車両の保安基準（昭和26年運輸省令第67号）に
適合し、かつメーカーラインオフ時の諸元が変更されていないもの（当該自動
車の自動車検査証の型式指定番号欄に型式指定番号が記載されているもの。た
だし、本編第４章の規定に基づく改造についてはこの限りではない。また、
1997年以後のＪＡＦ国内競技車両規則に基づき、ロールバーの装着に伴う乗車
定員変更のための構造等変更検査手続きを行った車両およびＪＡＦ登録車両規
定第２条２による車両は除く。）で、第４章ＲＰＮ車両用改造規定に従った道
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路運送車両法による自動車登録番号標（車両番号標）を有し、運行の用に供す
ることができる（自動車検査証の有効期間内）車両とする。

　　　　参加者は、車両の主要諸元を証明するための当該自動車製造者発行のカタロ
グ、パンフレット等（新型車解説書、整備解説書等を含む）を常に携帯するこ
とが義務付けられる。

　 2.4 ）ラリーＡＥ車両（ＡＥ車両）

　　　　電気モーター、または電気モーターとエンジンを併用して動力とする車両で、
道路運送車両の保安基準（昭和26年運輸省令第67号）に適合し、かつメーカー
ラインオフ時の諸元が変更されていないもの（当該自動車の自動車検査証の型
式指定番号欄に型式指定番号が記載されているもの。ただし、本編第５章の規
定に基づく改造についてはこの限りではない。また、1997年以後のＪＡＦ国内
競技車両規則に基づき、ロールバーの装着に伴う乗車定員変更のための構造等
変更検査手続きを行った車両およびＪＡＦ登録車両規定第２条２による車両は
除く。）で、第５章ＡＥ車両用改造規定に従った道路運送車両法による自動車
登録番号標（車両番号標）を有し、運行の用に供することができる（自動車検
査証の有効期間内）車両。

　　　　参加者は、車両の主要諸元を証明するための当該自動車製造者発行のカタロ
グ、パンフレット等（新型車解説書、整備解説書等を含む）を常に携帯するこ
とが義務付けられる。

　 2.5 ）ラリーＲＦ車両（ＲＦ車両）

　　　　道路運送車両の保安基準（昭和26年運輸省令第67号）に適合し、本編に従っ
た自動車登録番号標（車両番号標）を有する車両。

　　　　参加者は、車両の主要諸元を証明するための当該自動車製造者発行のカタロ
グ、パンフレット等（新型車解説書、整備解説書等を含む）を常に携帯するこ
とが義務付けられる。

第 3 条　車両の公認、登録および型式に関する定義

　 3.1 ）公　認

　　　　グループＡ／Ｒ／Ｎの公認とは、あるモデルの生産台数が、当該年ＦＩＡ
国際モータースポーツ競技規則付則Ｊ項に分類される量産条件に達したことを
ＦＩＡが公式に証明することをいう。公認申請は、ＪＡＦによってＦＩＡに提
出され、公認はＦＩＡの規則に基づいて行われる。
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　　　　公認は前年の１月１日時点で生産継続中であるモデル、または前年の１月１
日以降に生産を開始したモデルにのみ与えられる。

　 3.2 ）公認書

　　　　ＦＩＡによって公認されたすべての車両の詳細は、公認書とよばれる書類に
記載される。公認書には、そのモデルの識別を可能とするための諸元が記入さ
れる。公認記載項目、記入要領ならびに公認申請要領は「ＦＩＡ車両公認規則」
に示される。

　　　　競技車両の型式は打刻によって証明される。オーガナイザーは車両検査時に
公認書の提示を要求することができる。

　　　　当該車両を車両公認書と照合した結果、何らかの疑義が生じた場合、車両検
査員はそのモデルの整備解説書を参照するか、またはラインオフ状態の同一モ
デルと比較して検査を行うものとする。

　　　　参加者は自分の車両が生産された国のＡＳＮから、その車両の公認書、およ
び必要な場合は公認付属書（正常進化・変形公認の公認書等を含む）の交付を
受け、常に携帯することが義務付けられている。

　 3.3 ）登録車両

　　　　ＪＡＦ登録車両規定に基づいて登録された車両。ＪＡＦ登録車両での参加者
は、車両の主要諸元を証明するための当該自動車製造者発行のカタログ、パン
フレット等（新型車解説書、整備解説書等を含む）を常に携帯することが義務
付けられる。

　 3.4 ）同一車両型式

　　　　自動車検査証または当該自動車製造者発行のカタログの型式欄に記載されて
いる「記号および数字（ただし、Ｅ、ＧＦ、ＧＨ等の排出ガス規制を表す記号
を除いたハイフン以降の記号部分をいう。ＴＡ－ＡＥ123とあれば、ＡＥ123を
指す。）」が同一の車両を同一車両型式として取り扱う（ただし、ＪＡＦ登録
車両規定第２条２による車両は除く）。

第 4 条　車体の定義

　 4.1 ）車　体

　　　　車体とは以下のことを意味する。
　 4.1.1 ）外　側

　　　　ボンネット、フェンダー、ルーフ等、外気にさらされる車体のすべての主要
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部分。
　 4.1.2 ）内　側

　　　　車室内に位置する範囲のすべての部分。
第 5 条 車両の改造

　　　　本条5.1）～5.5）に基づく第３章～第６章の一般改造規定に従った作業。
　　　　なお、第３章～第６章における当該車両について分解整備（原動機、動力伝

達装置、走行装置、操縦装置、制動装置、緩衝装置または連結装置を取外して
行う車両の整備または改造であって道路運送車両法施行規則（昭和26年運輸省
令第74号）第３条で定めるものをいう。）をしたときは、遅滞なく点検整備記
録簿に整備の概要等を記載しなければならない。ただし、分解整備事業者が当
該分解整備を実施したときは、この限りではない。

　 5.1 ）修正加工
　　　　元の部品を使用することで旋盤加工、溶接、研磨などの機械加工等が許され

る。また、少なくとも原型から外観が著しく変更してはならない。
　 5.2 ）交換
　　　　同一の部品（部材）に交換することでありボルトオンを基本とする。従って、

交換に際しての改造や修正加工作業は許されない。
　 5.3 ）追加
　　　　部品類を追加および新たに設置（装着）することであり、取付けに伴う最小

限の改造は許される。
　 5.4 ）変更
　　　　同等の機能を有する部品（部材）に変更することであり、取付けに際して支

持具（部）に対する最小限の改造が許される。変更には交換および修正加工作
業が含まれる。

　 5.5 ）調整
　　　　部品および車体構造に対して改造や修正加工作業を伴わない整備作業。
第 6 条 車両の整備

　　　　車両に対して行うことのできる作業は、通常の整備に必要な作業または使用
や事故による摩耗や損傷した部品の交換に必要な作業のみであり、使用や事故
による摩耗や損傷した部品と全く同一の市販されている部品（当該自動車製造
者が補修用として設定している部品を含む）によってのみ交換することができ
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る。
第 7 条　気筒容積（総排気量）別クラス区分

　 7.1 ）気筒容積別クラスについては、任意に設定する事ができる。
　 7.2 ）過給装置付エンジンはもとの排気量の1.7倍のクラスとみなし、ロータリーエ

ンジンはもとの排気量の1.0倍のクラスとみなす。
第 8 条　燃　料

　 8.1 ）燃　料

　　　　燃料は、石油会社で生産され、通常のガソリンスタンドのポンプから販売さ
れている（潤滑油以外のいかなる添加物も含まない）ガソリンでなくてはなら
ない。

　 8.2 ）ディーゼル

　　　　ディーゼルエンジンの場合、通常のガソリンスタンドのポンプから販売され
ている（潤滑油以外のいかなる添加物も含まない）軽油でなくてはならない。

　 8.3 ）燃料への混入物

　　　　複数の燃料を混ぜて使用することを含み、指定された燃料に対し、空気を除
き、その他の気体／液体／固体を混入して使用することは一切禁止される。た
だしロータリーエンジン搭載車両は、エンジンオイルに限り、車両改造申請書
にその種類を明記することにより、燃料への混入が認められる。

第 9 条　最低重量

　　各車両の最低重量は下記の通りとし、競技中いかなる時でもこの値以上の重量を
有していなくてはならない。

　 9.1 ）Ｒ車両については当該年のＦＩＡ国際モータースポーツ競技規則付則Ｊ項に
夫々定められた車両重量値とする。ただし、グループＮとして公認された車
両については公認書に記載された車両重量に安全装備（ロールケージ等）の重
量として35kgを加えた値とする。

　 9.2 ）ＲＪ車両、ＲＰＮ車両、ＲＦ車両およびＡＥ車両についてはカタログに記載
された車両重量から当該車両の燃料タンク容量に比重0.74を乗じた値（小数点
以下切り捨て）を減じ、これに安全装備（ロールケージ等）の重量として35kg
を加えた値とする。

　　　　同一車両型式に複数の車両重量が設定されている場合は、その最小値を当該
車両の車両重量として適用する。また、同一車両型式に過給器付きと過給器な
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しの両仕様が存在する場合は、各々に設定されている車両重量の最小値を適用
する。

　 9.3 ）重量計測の条件は下記の通りである。
　　　①搭乗者、搭載物、工具およびジャッキの重量は含まない。
　　　②潤滑油、冷却水、ブレーキ油等の液体は標準容量を満たす。
　　　③燃料タンク、ウインドスクリーンウォッシャータンク、ヘッドライトウォッ

シャータンク、水噴射タンクは空にする。
　　　④スペアホイール：
　　　　・Ｒ車両については、最大２本までのスペアホイールを搭載する（スペア

ホイールを２本搭載している場合は、計測前に１本を取り外す）。
　　　　・ＲＪ車両、ＲＰＮ車両、ＲＦおよびＡＥ車両については、スペアホイール

の重量は含まない。
　 9.4 ）バラストの搭載は安全上の理由から原則として認められない。ただし、やむ

を得ずバラストを積む場合は、第１編レース車両規定第３章3.3）に従うととも
に、競技会技術委員長の確認を受けなければならない。

　　　　なお、ＲＰＮ車両およびＡＥ車両は、バラストを搭載することができない。
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第２章　安全規定

第 1 条  配管類

　 1.1 ）配管類の保護

　　　　燃料およびオイルとブレーキ配管は、外部から損傷を受けぬよう（飛石、腐
触、機械的損傷等）、すべてを考慮して保護策をとらねばならない。また、室
内には絶対に火災および損傷を発生させない配慮を必要とする。

　　　　当初の保護物をそのまま維持するのであれば追加の防護は不要であるが、防
音材および防振材等を取り除くことにより配管や配線類が露出する場合には適
切なる防護策を講じなければならない。

　 1.2 ）配管類の取付け

　 1.2.1 ）冷却水または潤滑油を収容する配管：車室外部になくてはならない。
　 1.2.2 ）燃料または油圧液を収容する配管：車室を通過して良いが、第２－１図お

よび第２－２図に従った前後の隔壁部分とブレーキ回路およびクラッチ液回路
を除き、車室内部にいかなるコネクターも有さないこと。

bulkhead
（隔壁）

bulkhead
（隔壁）

第 2－ 1図
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bulkhead
（隔壁）

bulkhead
（隔壁）

第 2－ 2図

　 1.3 ）配管および取付け具の仕様

　 1.3.1 ）燃料、潤滑油または油圧液を収容する配管が柔軟なものである場合、これ
らの配管はネジ山のついたコネクター、はめ込み式のコネクター、または自動
的に密閉されるコネクターと、摩擦と炎に耐え得る（燃焼しないもの）外部保
護鋼材を有していることを推奨する。

　 1.3.2 ）燃料を収容する配管は、135℃（250°Ｆ）の最低作動温度で計測した場合
に、70bar（1000psi）の最低破裂圧力を有していることを推奨する。

　 1.3.3 ）潤滑油を収容する配管は、232℃（450°Ｆ）の最低作動温度で計測した場
合に、70bar（1000psi）の最低破裂圧力を有していることを推奨する。

　 1.3.4 ）油圧液を収容する配管は、232℃（450°Ｆ）の最低作動温度で計測した場
合に、280bar（4000psi）の最低破裂圧力を有していることを推奨する。

　　　　油圧システムの作動圧力が140bar（2000psi）を超える場合は、作動圧力の少
なくとも２倍の破裂圧力がなければならない。

第 2 条  安全ベルト

　　メーカーラインオフ時に装備されている安全ベルト（３点式等）に加え、４点式
以上の安全ベルト（ＦＩＡ公認安全ベルトの使用を強く推奨する。）を装備するこ
とを強く推奨する。なお、ラリー競技開催規定における第２種アベレージラリー
競技開催規定における第４条３に該当する区間ならびにスペシャルステージが設定
されている場合、およびスペシャルステージラリー競技開催規定に従った競技会に
参加する場合は、当該規定に従うこと。
　　装備する場合、下記条件に従わなければならない。
　①追加装備する安全ベルトはワンタッチ式フルハーネスタイプとし、第４編細則
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「ラリー競技およびスピード競技における安全ベルトに関する指導要綱」または
第４編細則「レース競技における安全ベルトに関する細則」またはＦＩＡ国際モ
ータースポーツ競技規則付則Ｊ項第253条安全装置第6項「安全ベルト」のいずれ
かに従うこと。ＦＩＡ国際モータースポーツ競技規則付則Ｊ項第253条に定めら
れた取り付け方法も可（第２－３図～第２－５図参照）。

A

A

A

A

　　Ａ：安全ベルト取り付け用の穴
第 2－ 3図　　　　　第 2－ 4図

50mm

20mm12.5mm
7/16 UNF

第 2－ 5図 － Ａ穴の断面図

　②追加装備する安全ベルトは、既設の安全ベルト（３点式等）の取り付け装置にフ
ック等を用いて容易に着脱できる構造でなければならない。

　③追加装備する安全ベルトは競技走行中のみ装着することが許される。したがって、
それ以外の通常走行時は既設の安全ベルト（３点式等）を装着すること。

　④競技中に４点式以上の安全ベルトを装着する場合には、乗車定員は２名とするこ
と。

　⑤４点式以上の安全ベルトを追加装備することにより後部乗員の乗降性が確保でき
なくなる場合には、各運輸支局等において乗車定員変更のための構造等変更検査
の手続きを行うこと。

第 3 条　消火装置

　　手動消火器または自動消火装置を装備することを強く推奨する。なお、ラリー
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競技開催規定における第２種アベレージラリー競技開催規定における第４条３に該
当する区間ならびにスペシャルステージが設定されている場合、およびスペシャル
ステージラリー競技開催規定に従った競技会に参加する場合は、当該規定に従うこ
と。これらの消火装置はＦＩＡの認定を受けたものであることが望ましく、装着
する場合は下記条件に従わなければならない。

　 3.1 ）手動消火器

　　　　手動消火器とは消火器単体をドライバー等が取り外して消火を行うための消
火器をいう。

　 3.1.1 ）取り付け

　　　　各々の消火容器の取り付けは、クラッシュ時の減速度がいかなる方向に加え
られても耐えられるように取り付けなければならず、取り付け方向は車両の前
後方向中心線に対し直角に近い状態であること。（リベット止めは禁止される）

　　　　金属性ストラップの付いたラピッドリリースメタル（ワンタッチ金具）の装
着のみ認められる。

　 3.1.2 ）取り付け場所

　　　　消火器はドライバー等が容易に取り外せる位置に取り付けられなければなら
ない。

　 3.1.3 ）検査

　　　　下記情報を各消火器に明記しなければならない。
　　　－　容器の容量
　　　－　消火剤の種類
　　　－　消火剤の重量もしくは容量
　　　－　消火器の点検日
　 3.1.4 ）消火器の点検日は、消火剤の充填期日もしくは前回点検期日から２年以内

とする。（消火剤の充填期日もしくは前回の点検期日から２年を過ぎて使用
してはならない。）但し、２年毎の点検を継続したとしても消火器の製造者
が定めた有効年数あるいは耐用年数を超えて使用することはできない。

　　　－　消火器の製造者が有効年数あるいは耐用年数を定めていない場合、その使
用期限は製造期日（または初回充填期日）から７年間を目処とする。

　　　－　消火剤の充填日もしくは前回検査日の表示が年（月）表示である場合、有
効期間の起算日は当該年（月）の末日とする。
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　　　　外部が損傷している容器は交換しなければならない。
　 3.1.5 ）仕様

　　　　１つあるいは２つの消火剤容器とする。粉末2.0kg以上（ＡＥ車両はＡＢＣ消
火器を推奨する）、または、ＦＩＡ国際モータースポーツ競技規則付則Ｊ項第
253条に記された消火剤および内容量を装備すること。

　 3.2 ）自動消火装置

　　　　自動消火装置とは、車両に固定された消火装置が、車室内とエンジンルーム
に対し起動装置によって同時に作動するものをいう。

　 3.2.1 ）取り付け

　　　　各々の消火装置の容器は、いかなる方向にクラッシュ時の減速度が加わって
もそれに耐えられるように取り付けられなければならない。

　 3.2.2 ）操作・起動

　　　　２つの系統は同時に起動しなければならない。いかなる起動装置も認められ
る。しかしながら、起動系統が機械式だけでない場合、主要エネルギー源から
でないエネルギー源を備えなければならない。

　　　　運転席に正常に着座し、安全ベルトを着用したドライバーが起動装置を操作
できなければならない。

　　　　車両の外部のいかなる者も同時に操作できること。外部からの起動装置はサ
ーキットブレーカーに隣接して、あるいは、それと組み合わせて位置しなけれ
ばならない。また、赤色で縁取られた直径が最小10cmの白色の円形内に赤色
でＥの文字を描いたマークによって表示されなければならない。

　　　　ヒートセンサーによる自動起動装置が推奨される。
　　　　装置はいかなる車両姿勢にあっても、たとえ車両が転倒した場合でも作動し

なければならない。
　 3.2.3 ）検査

　　　　下記情報を各消火装置に明記しなければならない。
　　　－　容器の容量
　　　－　消火剤の種類
　　　－　消火剤の重量もしくは容量
　　　－　消火装置の点検日
　 3.2.4 ）消火装置の点検日は、消火剤の充填期日もしくは前回点検期日から２年以
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内とする。（消火剤の充填期日もしくは前回の点検期日から２年を過ぎて使
用してはならない。）但し、２年毎の点検を継続したとしても消火装置の製
造者が定めた有効年数あるいは耐用年数を超えて使用することはできない。

　　　－　消火装置の製造者が有効年数あるいは耐用年数を定めていない場合、その
使用期限は製造期日（または初回充填期日）から７年間を目処とする。

　　　－　消火剤の充填日もしくは前回検査日の表示が年（月）表示である場合、有
効期間の起算日は当該年（月）の末日とする。

　　　　外部が損傷している容器は交換しなければならない。
　 3.2.5 ）仕様

　　　　ＦＩＡ国際モータースポーツ競技規則付則Ｊ項第253条に記された消火剤お
よび内容量を装備すること。

　　　　消火装置は耐火性でなければならず、また、衝撃に対して防護されていなけ
ればならない。消火剤の噴出ノズルは、乗員に直接消火剤がかかることのない
ように取り付けなければならない。（凍傷の危険）

　 3.2.6 ）放射時間

　　　　車室内　：最短30秒／最長80秒
　　　　エンジン（ＡＥ車両については電気モーターを含み）：最短10秒／最長40秒
　　　　両方の消火装置が同時に作動しなければならない。
第 4 条　ロールケージ

　 4.1 ）Ｒ車両は、ＦＩＡまたはＡＳＮによって公認されたロールケージを装着し
なければならない。ただし、グループＮとして公認された車両は、ＦＩＡ国
際モータースポーツ競技規則付則Ｊ項第253条第８項に従ったロールケージを
装着することも許される。

　 4.2 ）ＲＪ車両は、ＪＡＦ国内競技車両規則第１編レース車両規定第４章公認車両
および登録車両に関する安全規定に従ったロールケージを装着し、かつ運転席
および助手席側に左右対称に構成されたドアバーの装着が義務付けられる。ま
た、同規定におけるルーフの補強に関する第４－17Ａ図および第４－17Ｂ図の
構成は認められない。

　　　　なお、ＦＩＡ国際モータースポーツ競技規則付則Ｊ項第253条第８項１およ
びＪＡＦ国内競技車両規則第１編レース車両規定第４章公認車両および登録車
両に関する安全規定第６条6.1）規定〈注〉については適用せず、推奨とする。
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〈注：コクピット内部において、車体側面の部材とロールケージの間に電気ケ
ーブル／液体（ウインドウォッシャー液を除く）用配管／消火器用配管を通す
こと〉

　　　　ＦＩＡまたはＡＳＮによって公認されたロールケージの使用は許されるが、
アルミニウム製ロールケージの使用は許されない。公認ロールケージに対する
改造はいかなるものでも認められない。

　　　　ロールケージの材質はスチールとし、下記の規定に従うこと。
　 4.3  ）2016年11月１日以降に指定を受けた型式指定自動車（当該自動車の自動車検

査証の型式指定番号欄に型式指定番号が記載されているもの）および2016年10
月31日以前に指定を受けた型式指定自動車（当該自動車の自動車検査証の型式
指定番号欄に型式指定番号が記載されているもの）で2018年11月１日以降に継
続生産された車両に上記4.1）または4.2）に従いロールケージを装着する場合は、
別途定める手続きに基づき、ＪＡＦに申請を行うこと。

　 4.4  ）ＲＰＮ車両、ＲＦ車両およびＡＥ車両は、下記のロールケージを装着するこ
と。

　 4.4.1  ）６点式＋左右のドアバーを基本構造（第２－６図～第２－７図参照）とし、
第１章一般規定第５条に従い換算した後の気筒容積が2，000㏄を超える車両に
ついては、少なくとも１本の斜行ストラット（第２－８図～第２－９図参照）
を取り付けたロールケージを装着することを強く推奨する。

　　　　なお、ラリー競技開催規定における第２種アベレージラリー競技開催規定に
おける第４条３に該当する区間ならびにスペシャルステージが設定されている
場合、およびスペシャルステージラリー競技開催規定に従った競技会に参加す
る場合は、当該規定に従うこと。

第 2－ 6図　　　　　　　　第 2－ 7図
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第 2－ 8図　　　　　　　　　　　第 2－ 9図

　 4.4 .2  ）ロールケージを構成するパイプの仕様
　　　①材質は冷間仕上継目無炭素鋼（引抜鋼管）とする。
　　　②円形の断面を有する継目のない１本のパイプを使用すること。
　　　③最小寸法は40mm（直径）×2mm（肉厚）とする。
　　　④最小寸法以下のパイプで構成されるロールケージをすでに装着している車両

については、当該ロールケージを継続使用することができる。ただし、メイ
ンロールバーとハーフ・サイドロールバーのうち、少なくとも一方が最小寸
法未満である場合は、第２－10図に示される通り、それらの連結部を補強し
なければならない。上記に関わらず、35mm（直径）×2mm（肉厚）未満の
パイプの継続使用は認められない。

第 2－10図

　 4.4 .3  ）遵守事項

　　　ロールケージの装着に関して下記の規定に従うこと。
　　　①ロールケージを取り付けた状態における乗車装置は、座席面上で座席前端よ

り200mmの点から背もたれに平行な天井（ロールバーが頭部付近にある場合
はロールバー）までの距離が800mm以上であること。

　　　②乗員の頭部等を保護するため、頭部等に接触する恐れのあるロールケージの
部位は、緩衝材で覆われていること。

　　　③乗員が接触する恐れのあるロールバーは、半径3.2mm未満の角部を有さない
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ものであること。
　　　④ロールケージを取り付けることにより、前方視界およびバックミラーによる

視界を妨げるものでないこと。
　　　⑤ロールケージを取り付けることにより乗員の乗降を妨げるものでないこと。

なお、ロールケージの取り付けにより後部乗員のための室内高の確保および
乗降口等の確保ができない場合には、各運輸支局等において乗車定員変更の
ための構造等変更検査の手続を行うこと。

　　　⑥ロールケージ取り付けのための最小限の改造（ダッシュボードの貫通、内張
りの切削等）は許される。

　　　⑦ＡＥ車両については、高電圧部位およびその配線などに接触の恐れがないよ
うに取り付けること。

　　　⑧2016年11月１日以降に指定を受けた型式指定自動車（当該自動車の自動車検
査証の型式指定番号欄に型式指定番号が記載されているもの）および2016年
10月31日以前に指定を受けた型式指定自動車（当該自動車の自動車検査証の
型式指定番号欄に型式指定番号が記載されているもの）で2018年11月１日以
降に継続生産された車両に上記に基づくロールケージを装着する場合、フロ
ントロールバーあるいはサイドロールバーのフロントの支柱の補強バー（第
２－11図～第２－13図参照）を取り付ける場合は、別途定める手続きに基づ
き、ＪＡＦに申請を行うこと。

第 2－11図　　　　　　　第 2－12図　　　　　　　　第 2－13図

　 4.4 .4  ）車体への取り付け

　　　ロールケージの最少取り付け点数
　　　・メインロールバーの支柱１本につき１ヶ所。
　　　・サイドロールバー（あるいは、フロントロールバー）の支柱１本につき１ヶ

所。
　　　・リアストラットの支柱につき１ヶ所。
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　　　①支柱側の最少取り付け点における車体への取り付け板は、面積60cm2、板厚
2.5mm以上を有すること。この取り付け板は支柱に溶接されていなくてはな
らない。

　　　②車体側の補強板は、面積120cm2、厚さ3.0mm以上を有し、第２－14図～第
２－28図（全周を溶接すること）に示すように取り付けること。

　　　　但し第２－14図については、補強板を必ずしもボディシェルへ溶接しなくと
もよい。

　　　③各支柱と車体との結合は、下記のいずれかの方法によること。
　　　　i）直径８mm以上（４Ｔ以上）のボルトを３本以上使用し、緩み止め効果の

あるナット（ワッシャー／セルフロッキング等）で、支柱の周辺に分散し
て取り付ける。（第２－14図～第２－28図を参照）

　　　　ii）溶接により取り付ける場合、車体あるいは骨組み（フレーム）に溶接し
て取り付ける。ロールバーの脚部取り付け板は、補強板無しで、直接ボデ
ィシェルに溶接してはならない。

　　　　i）およびii）の取り付け方法は最少限を示すものである。ボルトの数を増加
することや取り付け点の数を増やすことは許される。また、ロールケージ
を取り付けるためにヒューズボックスを移動することは許される。

　　　　特殊な場合：
　　　　　非鋼鉄製のボディシェル／シャシーの場合、ケージとボディシェル／シャ

シーとの溶接は一切禁止され、ボディシェル／シャシー上に補強板を接着
することのみ許される。

　　　④ＲＰＮ車両およびＡＥ車両のロールバーの基本取付け部の車体への取り付け
は、連結部を含めボルトオンのみとする。

　　　　i）メインロールバーはセンターピラーにボルトオンで取り付けることがで
きる。

　　　　ii）ピラーの既存の取付部（シートベルト等）等を利用したボルトによる取
付のみが認められる（車体側の加工は出来ない）

　　　　iii）ロールバーにステーを溶接することは認められる。
　 4.4 .5 ）取り外し可能な連結金具

　　　　ロールケージに取り外し可能な連結金具を使用する場合
　　　　ＪＡＦが認可した方式、あるいはそれに準拠したものを用いなければならな
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い（２－29図～２－36図参照）。
　　　　ボルトの最小直径は十分なもので、材質は４Ｔ以上のものでなければならな

い。

第 2－14図　　　　　　第 2－15図　　　　　　第 2－16図

第 2－17図　　　　第 2－18図　　　　第 2－19図

補強部材

ロールバー

第 2－20図　　　　第 2－21図　　　　第 2－22図
（ロールバーはバルクヘッドを貫通していない。）

第 2－23図　　　　　　第 2－24図
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第 2－25図　　　　　　第 2－26図
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第 2－27図　　　　　第 2－28図
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第 2－29図　　　　　第 2－30図　　　　　第 2－31図
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第 2－32図　　　　　第 2－33図　　　　　第 2－34図
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25

荷重の方向
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第 2－35図　　　　　　第 2－36図

第 5 条  サーキットブレーカー

　　下記規定に従ったサーキットブレーカーの装着を強く推奨する。
　　イグニッションスイッチおよび燃料ポンプスイッチは、その位置が確認できるよ
う黄色で明示しなければならない。イグニッションスイッチおよび燃料ポンプスイ
ッチを変更する場合、ＯＮの位置が上、ＯＦＦの位置が下になければならない。

　　また、運転席および車外から操作できるすべての回路を遮断する各々独立した放
電防止型のサーキットブレーカー（主電源回路開閉装置）を装備しなければならない。
これらはすべての電気回路を遮断できるものであり、エンジンを停止することがで
きるものであること。その場所は外部から容易に確認できる位置とし、赤色のスパ
ークを底辺が最小12cmの青色の三角形で囲んだ記号で表示すること。引くことに
より機能する車外操作部を持つサーキットブレーカーを運転席の反対側のフロント
ウインドシールド支持枠の下方付近に設置すること。ただし、車両の構造上フロン
トウインドシールド支持枠の下方付近に設置することが不可能な場合、運転席の反
対側のセンターピラーあるいはクォーターピラーの外部から操作可能な位置に装着
することが許される。ＡＥ車両にサーキットブレーカーを装着する場合は、高電圧
系の回路を改造することは許されない。装着するサーキットブレーカーは、運転席
および車外から操作できる12Ｖ電気回路を遮断する各々独立した放電防止型のサー
キットブレーカー（12Ｖ電源回路開閉装置）とする。これらは12Ｖ電気回路を遮断で
きるものであり、エンジン・電気モーターを停止することができるものであること。

第 6 条  けん引用穴あきブラケット

　　すべての車両はすべての競技に際して前後にけん引用穴あきブラケットを備えな
ければならない。

　　このけん引用穴あきブラケットは車両が自由に移動できる場合にのみ使用される
ものとする。

　　また、これは明確に確認でき、黄色、あるいは赤、またはオレンジ色で塗装され
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ていなければならない。
　　ただし、第１種アベレージラリーに出場する車両についてはけん引用穴あきブラ
ケットを装備することを推奨とする。

　　また、これらは各車両用として装備されている牽引部分／純正の緊急用・牽引工
具も認められる。
第 7 条  飛散防止フィルム

　　側面および後部のウィンドウに無色透明の飛散防止フィルムを貼付することが強
く推奨される。
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第 3章　Ｒ／ＲＪ車両用改造規定

第 1 条　許可される変更

　　本規定で許可されていないすべての改造は、明確に禁止される。
　　改造の範囲や許可される取り付けは下記に規定され、これを除いては、車両に対
して行うことのできる作業は、通常の整備に必要な作業、または使用や事故により
摩耗・損傷した部品の交換に必要な作業のみとする。当該部品の交換は、市販され
ている全く同一の部品（当該自動車製造者が補修用として設定している部品を含む）
とのみ行うことができる。

　　Ｒ車両については、本章以下の条項で許可されている改造のみ、ＦＩＡ公認部品
以外の使用が認められるが、その他はＦＩＡ公認状態を維持しなければならない。
これを除いて車両に対して行うことのできる作業は、道路運送車両法および保安基
準適合に係わる事項のみ許される。

　　・第５条5.1）、5.3）
　　・第６条6.1）①③～⑧、6.2）
　　・第７条7.1.1）、7.1.5）～7.1.7）、7.2）
　　・第９条9.1.6）、9.3.2）、9.4）
　　・第12条
第 2 条  公認部品等

　 2.1）Ｒ車両のうち、ＦＩＡグループＡおよびグループＲとして公認された車両に
ついては、道路運送車両の保安基準に適合したＦＩＡグループＡおよびＲに有
効なオプション変型（ＶＯ）、プロダクション変型（ＶＰ）または供給変型
（ＶＦ）として公認されている部品の使用も認められる。

　　　　なお、グループＮとして公認された車両については、道路運送車両の保安
基準に適合し、本規定で許可されている改造であれば、ＦＩＡグループＮに有
効なオプション変型（ＶＯ）、プロダクション変型（ＶＰ）または供給変型（Ｖ
Ｆ）として公認されている部品の使用が認められる。

　　　　加えて、下記の項目に限り、ＦＩＡグループＡのオプション変型（ＶＯ）と
して公認されている部品の使用も認められる。

　　　①当初のものと同一直径・同一重量のエンジンフライホイール（当初のエンジ
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ンフライホイールが２分割構造の場合に限る）
　　　②オートマチックトランスミッションのフライホイール
　　　③オートマチックトランスミッション
　　　④安全ロールケージ
　　　⑤座席取り付け具および支持具
　　　⑥セーフティハーネス（安全ベルト）の取り付け点
　　　⑦２／４ドア変型
　 2.2 ）ＲＪ車両については、ＪＡＦ登録車両と同一車両型式に設定されている純正

部品およびメーカーオプションで、改造および加工の必要なく取り付けられる
ものであれば使用が認められる。ただし、本改造規定が優先される。

第 3 条  エンジン

　 3.1 ）エンジンルーム内の機械部品を覆うことを目的としたプラスチック製エンジ
ンシールドで、美観を保つこと以外に機能を有さないものであれば、取り外し
ても良い。また、エンジンルーム内の防音材の取り外しは認められる。

　 3.2 ）アクセルケーブルの交換または二重化は認められる。また、フライバイワイ
ヤー方式（電気信号により操作するもの）を機械式に変更することも許される。

　 3.3 ）ボルトおよびねじは同じ材質であれば変更することが許される。
　 3.4 ）点火装置

　　　　スパークプラグ、レブ・リミッター、ハイテンションコード・イグニッショ
ンコイルの銘柄および型式はその機能が維持されていれば変更することが許
される。

　 3.5 ）電子制御装置

　　　　変更は許されるが、変更されたユニットは当初のものと完全に互換性がなけ
ればならない。すなわち、いかなる場合であっても当該ユニットを量産ユニッ
トと交換してエンジンが正常に稼動しなければならず、入力側のセンサーおよ
びアクチュエーターはその機能を含みメーカーラインオフ状態の仕様と同一で
あること。

　 3.6 ）データロギング（エンジン制御データおよび実走行データ記録装置）

　　　　データロギングシステムの使用は認められるが、入力側のセンサーはその機
能を含みメーカーラインオフ状態の仕様であること。ただし、水温、油温、油
圧、エンジン回転についてはセンサーの追加も認められる。
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　　　　ケーブルリンクおよびチップカード以外の方法による車両のデータ変更は認
められない。

　 3.7 ）冷却装置

　　　　サーモスタット、および冷却ファンの作動開始時の温度は制御方式（ファン
クラッチ）を含み自由。ラジエターキャップおよびホース類の変更は自由。

　 3.8 ）キャブレター

　　　　当初の装置が保持され、かつ燃焼室への燃料の流入量を調整する構成部分が
空気量に影響を一切与えないということを条件に改造することが認められる。

　 3.9 ）インジェクションシステム

　　　　当初の方式を変更することは許されない。
　　　　インジェクターは、作動原理および取り付け方法を保持していれば流量の変

更は認められるが、構成部品が吸入空気量に影響を一切与えないことを条件と
する。

　 3.10 ）エアクリーナー

　　　　エレメントの変更のみ自由。
　 3.11 ）潤滑油系統

　　　　オイルパンへのバッフル（仕切り板）の追加が認められる。当初の方式を維
持していればオイルフィルターカートリッジの変更も認められる。

　　　　オイルクーラーの変更および取付けも認められる。ただし、新たに取付ける
場合は、配管については第２章第１条に従った配管とすること。

　　　　ターボチャージャー付きエンジンについては、ターボチャージャーの潤滑配
管を、第２章第１条に従った配管に置き換えることができる。これらの配管に
はスナップ・コネクターを取り付けることができる。

　 3.12 ）マウント・ブッシュ

　　　　エンジンおよびトランスミッションマウントのブッシュは、取り付け点の数
を維持し同一材質および形状であれば硬度の変更は認められる。

　 3.13 ）排気系（エキゾーストマニホールドは含まれない）

　　　　変更は許されるが、下記の規定を満たしていなければならない。変更する場
合、第４編細則「ラリー車両およびスピードＳＡ車両の後付マフラーに関する
細則」に留意すること。なお、オーガナイザーは当該競技会特別規則に規定す
ることによって、音量を規制することができる（マフラーおよび排気管の変更
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について制限することも含む）。
　　　①排気管は左または右向きに開口してはならない。
　　　②触媒コンバーター、排気ガス再循環装置、Ｏ2センサー、二次空気導入装置

等が当初の通り取り付けられていること。
　　　③遮熱板等の熱害対策装置は同一の構造を有し、かつ同じ位置に備えられ損

傷・脱落がないこと。
　　　④いかなる場合も、当該車両の保安基準適合品への変更であり、音量規制値お

よび排気ガス規制値に適合していること。
　 3.14 ）シリンダーヘッドガスケット

　　　　当初の厚さを維持していれば材質の変更は許される。
　 3.15 ）オートクルーズ

　　　　装置の接続は外すことが許される。
　 3.16 ）総排気量

　　　　自動車製造者が当該型式原動機の補修用として設定しているオーバーサイズ
ピストンを含み変更は認められない。

　 3.17 ）過給器

　　　　過給器付きエンジンについては下記の規定が適用される。
　　　①過給器はメーカーラインオフ状態の仕様と同一でなければならない。
　　　②すべての過給器のコンプレッサーハウジングの吸気側にいかなる温度条件下

においても最大内径33mm（外径：39mm未満）のリストリクターを装着しな
ければならない。ただし、並列する２基のコンプレッサーを有するエンジン
の場合、各コンプレッサーの吸気内径は最大22.6mmに制限される。

　　　③リストリクターの取り付けは、ブレードの最上部から50mm以内とし最低で
も下流方向に３mmの幅が維持されていること。

　　　④リストリクターは単一の素材で作られていなければならず、シリンダーに供
給される空気はすべてこのリストリクターを通過しなければならない。

　　　⑤ディーゼルエンジンのリストリクターは、最大内径35mm、外径41mmとす
る。

　　　⑥スーパーチャージャー付き車両についてはリストリクターの装着は不要とす
るが、システム駆動関係のプーリー径の変更は認められない。ただし、リ
ストリクター装着車両との性能の均衡が保たれない場合には、本取り扱いを
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見直す可能性がある。
　　　⑦過給器のコンプレッサーハウジングの内径が市販状態で32mm以下である場

合はリストリクターの装着は不要とする。ただし、リストリクター装着車両
との性能の均衡が保たれない場合には、本取り扱いを見直す可能性がある。

　　　⑧リストリクターの取り付けについてはＦＩＡ国際モータースポーツ競技規則
付則Ｊ項第254条第６項に準拠するものとし、その取り付けに必要なコンプ
レッサーハウジングへの最小限の加工は認められる。

第 4 条  駆動系統

　 4.1 ）駆動方式の変更は認められない。（4WD ←→ 2WD等）
　 4.2 ）フライホイール

　　　　フライホイールは自由。ただし、数の変更ならびにカーボン製の使用は許さ
れない。

　 4.3 ）クラッチ

　　　　クラッチディスクおよびクラッチカバーは重量を含み自由。ただし、数およ
び直径の変更、ならびにカーボン製の使用は許されない。

　 4.4 ）ギアボックス

　　　　ギアボックス内部の改造は自由。
　 4.5 ）ディファレンシャル

　　　　量産ハウジングを改造（内部を除く）することなく装着できる機械式リミッ
テドスリップディファレンシャル（機械式ＬＳＤ）の装着は認められる。同様
に、量産ハウジングを改造することなく装着できるものであれば、ビスカスク
ラッチ式ＬＳＤを機械式ＬＳＤに変更することも許される。また、油圧または
電気式制御でなければ機械式ＬＳＤの方式を変更することも許される。

　　　　オリジナル車両が油圧または電気式制御を装備している場合はそのまま使用
してよい。この場合、電子制御装置の変更は許されるが、変更されたユニットは
当初のものと完全に互換性がなければならない。すなわち、いかなる場合であ
っても当該ユニットを量産ユニットと交換したときにデフが正常に稼動しなけ
ればならず、入力側のセンサーおよびアクチュエーターはその機能および電気
配線の数を含みメーカーラインオフ時の仕様と同一であること。

　　　　また、ＬＳＤの装着に伴うファイナルギアの変更およびアウトプットシャフ
トの最小限の変更（スプライン数の変更等）は認められる。
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　4.6 ）オートマチックギアボックス

　4.6.1 ）ギアボックス内部およびトルクコンバーターの改造は自由。
　4.6.2 ）オイルクーラーの変更および取付けも認められる。ただし、新たに取付ける

場合は、配管については第２章第１条に従った配管に置き換えることができる。
これらの配管にはスナップ・コネクターを取付けることができる。

　4.6.3 ）上記変更に伴う電子制御装置の変更については、第３条3.5）に従うものと
する。

第 5 条　サスペンション

　　ブラケットを含むサスペンション部品の補強は同一材質で且つ当初の形状に沿っ
ていることを条件に許される。

　 5.1 ）コイルスプリング

　　　　長さ、コイルの巻き数、線径、外径を含み自由。スプリングの数は、同一軸
上に直列に取り付けることを条件として、自由である。また、車高調整式への
変更も許される。ただし、最低地上高がアンダーガードを含み９cm以下とな
らないこと（Ｒ車両については公認書に記載されたホイールハブの中心とホイ
ールアーチ開口部間の最小高さ寸法を遵守し、かつ最低地上高がアンダーガー
ドを含み９cm以下とならないこと）。

　 5.2 ）リーフスプリング

　　　　長さ、幅、厚さ、キャンバーは自由。
　 5.3 ）ショックアブソーバー

　　　　数、形式、作動原理、取り付け位置を保持していれば変更は自由。サスペン
ションに組み合わされるショックアブソーバーのアッパーマウントをピロボー
ル式に変更することは、取り付け部を含む車体側に一切の変更を施さないこと
を条件に認められる（キャンバー角度等の調整機能を有していても良い）。また
リザーバータンクは独立式でもよい。車室内からショックアブソーバーの減衰
力を調整する装置を取り付けることは認められない。

　 5.4 ）スプリングシート

　　　　形状および材質は自由。
　 5.5 ）サスペンションブッシュ

　　　　当初の方式および材質を維持していれば、その剛性の変更をすることができ
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る。
　 5.6 ）スタビライザー

　　　　ブッシュを含み変更することはできるが、取り外すことは出来ない。また、
車室内からの調整式は認められない。

第 6 条  ホイールおよびタイヤ

　 6.1 ）ホイール

　　　　下記条件を満たしたホイールの使用が許される。
　　　①Ｒ車両に装着するホイールは、ＦＩＡ公認書に記載されている数値を最大

値とすることができる。（ただし、上記以外の最大値を選手権統一規則また
は特別規則書等により規定することができる。）

　　　②ＲＪ車両に装着するホイールは、同一車両型式のカタログに記載されてい
るホイールの直径および幅がカタログに記載されている数値を最大値とする
ことができる。（ただし、上記以外の最大値を選手権統一規則または特別規
則書等により規定することができる。）

　　　③部分的であっても複合素材から成るホイールの使用は禁止する。
　　　④ホイールの材質はスチール製またはJWLマークのある軽合金製（アルミ合金

製、マグネシウム合金製など）とする。
　　　⑤ホイールナットの材質および形状の変更は許されるが、ホイールスペーサ

ーの使用は認められない。
　　　　ホイールに間隔保持のための部材を溶接することはホイールスペーサーの使

用とみなされる。また、アクスルハブに間隔保持のための部材を取り付ける
ことは、その取り付け方法の如何にかかわらずホイールスペーサーの使用と
みなされる。

　　　⑥ホイールの寸法を小さくすることは許される。
　　　⑦いかなる場合にも、車両のトレッドを拡大することは認められない。ただ

し、ホイールの変更に伴う最小限のトレッドの変化は許される。
　　　⑧ホイールに追加される排風装置の装着は認められない。
　 6.2 ）タイヤ

　　　　前項規定に合致したホイールを適用リムとし、これに装着できるタイヤとし
てJATMA YEAR BOOKに記載されているもの、またはこれと同等なもので
あり、かつ下記の条件を満たしていなければならない。
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　　　①公道走行が認められている一般市販タイヤおよびラリー用として認められた
ＦＩＡ公認タイヤ（注１）に限られる。競技専用タイヤの使用はいかなる場
合でも認められない（注１は除く）。

　　　②タイヤおよびホイールは、いかなる場合も他の部分と接触しないこと（ステ
アリングを左右に最大に操作した場合等に、タイヤおよびホイールが他の部
分と接触しないこと）。

　　　③タイヤおよびホイールは、フェンダーからはみ出さないこと。
　　　④タイヤの溝は常に1.6mm以上あること。
　　　⑤いかなる場合であっても、タイヤに対する加工は許されない。
　　　⑥タイヤのウォームアップ、溶剤塗布などは認められない。
　　　⑦原則としてスパイクタイヤの使用は認められない。
　　　⑧タイヤ内部に空気以外のものを充填することは禁止される。
　 6.3 ）スペアホイール

　　　　車両には１本または複数のスペアホイールを搭載しなければならない（ただ
し、当初の車両に搭載されていない場合はこの限りではない）。スペアホイー
ルは必ずしっかりと固定されていなければならない。

第 7 条  制動装置

　 7.1 ）主ブレーキ

　 7.1.1 ）ブレーキライニング（パッド）については、変更することが許される。ま
たその取り付け方式（リベット・接着等）を変更することも許される。

　 7.1.2 ）ブレーキホースの変更は自由。
　 7.1.3 ）バックプレート（保護用プレート）の取り外しまたは改造は自由。
　 7.1.4 ）リアブレーキへのプロポーショニングバルブの装着は、車両公認書のオプ

ション変型（ＶＯ）として公認されたもの、および同一車両型式に設定された
ものに限り認められる。

　 7.1.5 ）ブレーキキャリパー内のピストンの背後にノックバック防止を目的とした
スプリングを追加することは許される。

　 7.1.6 ）ホイール内に付着した泥を排除することを目的としたスクレッパーの取り
付けは許される。 

　 7.1.7 ）ブレーキキャリパー、ブレーキディスクの変更は自由、サイズの変更も認
められる。ただし、カーボン製ブレーキディスクの使用は禁止される。



－383－－383－

第３章　Ｒ／ＲＪ車両用改造規定

　 7.2 ）ハンドブレーキ

　　　　レバーの改造は許されるが、当初の取り付け位置および機能を維持していな
ければならない。

第 8 条　操舵装置

　 8.1 ）パワーステアリングとラックを繋いでいる配管を、第２章第１条に従った配
管に変更することができる。

　 8.2 ）ステアリングホイールは、舵取装置の衝撃吸収装置に影響を与えないもので
あれば、ステアリングホイールハブを含み変更することができる。ただし、ク
イックリリースタイプは認められない。

第 9 条　車体

　 9.1 ）外　観

　 9.1.1 ）ホイールキャップは取り外さなければならない。
　 9.1.2 ）ヘッドライト保護用のカバーの取り付けは許されるが、いかなる場合でも

空力特性並びに冷却特性に影響を及ぼすものであってはならない。
　 9.1.3 ）車体下部を保護することを目的とした空力効果を生じない保護体（アンダ

ーガード等）の装着は認められる。
　 9.1.4 ）前後ワイパーブレードの変更は許される。
　 9.1.5 ）空力装置については純正装着のものを取り外すことは許される。また交換、

追加することも許されるが、その場合は公認書およびカタログに記載されてい
るものを強く推奨される。また、第４編細則「アクセサリー等の自動車部品」
の１に該当する部品については、取り付けが堅牢であることを含み、同細則
「エア・スポイラの構造基準」に合致しているものであれば装着が認められる。

　 9.1.6 ）マッドフラップは、以下の条件で装着することができる。
　　　①柔軟な材質でかつ排気管等と干渉してはならず、車体外側表面部位は外側に

向けて尖っていたり、鋭い部分がないこと。
　　　②それらは少なくともホイールの全幅を覆い、かつマッドフラップに覆われて

いない部分が車両の幅の１／３以上であること。
　　　③リアホイールより前方に装着されるマッドフラップ（センターフラップ）の

左右の間には、少なくとも20cmの間隔がなくてはならない。
　　　④これらのマッドフラップの底部は、車両停止時に乗員なしで地表から10cm

以上に位置してはならない。
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　　　⑤垂直投影面にあって、これらのマッドフラップは車体から突出していてはな
らない。

　 9.2 ）内　装

　 9.2.1 ）前座席は後方に移動してもよいが、当初の後部座席の前縁を通る垂直面を
超えてはならない。

　 9.2.2 ）後部座席および後部座席安全ベルトは取り外しても良い。
　 9.2.3 ）ダッシュボードとコンソールは当初のものを保持していなければならない

（ロールケージ取り付けのための最小限の切除は除く）。メーカーラインオフ
時から構成品が分割されていて、切り離しなどの改造が不要でかつ小物入れや
オーディオなどのアクセサリー品を保持するためのものは取り外してもよい。

　 9.2.4 ）ドア内張りはドアの形状に変化が生じないことを条件としてドアから防音
材を取り外すことが認められる。

　　　　内張りパネルは最低0.5mm厚の金属板、あるいは最低１mm厚のカーボンフ
ァイバー、もしくは最低２mm厚のその他の堅固な不燃性の素材で製作するこ
とができる。

　　　サイドプロテクションバーの取り外しは許されない。
　　　２ドア車の場合、後部側面ウィンドウより下に位置する内張りについても上記

規則を適用する。
　　　電動ウィンドウを手動ウィンドウに交換することが認められる。
　　　手動ウィンドウを電動ウィンドウに交換することが認められる。
　 9.2.5 ）ルーフ、荷物室および乗員が着座しない空間の内張りとフロアーカーペッ

トの取り外しは自由。
　 9.2.6 ）暖房装置は当初のものを保持していなければならない。ただし、エアコン

の取り外しは配管およびコンプレッサー等を含み許される。
　 9.2.7 ）２ボックス車の着脱式リアシェルフの取り外しは許される。
　 9.3 ）追加アクセサリー

　 9.3.1 ）車両の美観または居住性向上などを目的としたアクセサリーは、車両の性
能および特性に影響を与えない場合に限り取り付け、取り外しおよび変更が認
められる。

　 9.3.2 ）操作性向上を目的としたペダルおよびシフトレバーの変更は、当初の原理
および機構が保持されていれば認められる。フットレスト等の追加、変更は認
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められる。
　 9.3.3 ）各種メーター（モニター機能のみを目的とするものに限る）の追加、変更

は認められる。
　 9.3.4 ）障害者用操作装置の装着は認められる。ただし、健常者は使用しないこと。
　 9.4 ）座　席

　　　　変更する場合は下記の規定を満たすこと。
　　　　変更の有無に拘らず乗車定員分の座席を有すること。
　　　①座席の幅×奥行は400mm×400mm以上確保すること。
　　　②座席面上で座席前端より200mmの点から背もたれに平行な天井までの距離

は800mm以上確保すること。
　　　③座席および当該座席の取り付け装置は衝突時等に乗員から受ける衝撃力、慣

性力等の荷重に耐えるものでなければならない。
　　　④座席の後面部分（ヘッドレストを含む）は、衝突等で当該座席の後席乗員の

頭部等が当たった場合に衝撃を吸収することができる構造でなければならな
い。

　　　⑤追突等の衝撃を受けた場合に乗員の頭部が過度に後傾するのを抑止すること
ができる装置（ヘッドレスト）を備えるかまたは座席自体が同等の効果を有
する構造でなければならない。

　　　⑥２名乗車車両のシートの車体フレームへの直付け（スライド機構無）は許さ
れる。

　　　　なお、変更する座席および座席取り付け装置は、上記のほかにＦＩＡ国際モ
ータースポーツ競技規則付則Ｊ項第253条第16項を満たしたものであることが
強く推奨される。

　 9.5 ）補　強

　 9.5.1 ）補強は、使用される材料が当初の形状に沿いそれと接触していれば修正加
工を含み許される。複合材料による補強は第４－２図のように片面にのみ許さ
れる。また、車体、ならびにサイドシル・各メンバー等の空洞部を第４－３図
のように充填することにより補強することができる。

　　　　また、補修を目的とした溶接等は認められる。
　 9.5.2 ）車体のサスペンション取り付け部を繋ぐ取り外し可能な（ボルトによる取

り付け）補強バーの取り付けは許される。ただし、その取り付け点はサスペン
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ションの取り付け点から100mm以内であること。また、メーカーラインオフ
時に標準装着されているタワーバーについては、取り付け点を変更しなければ
他のものに変更できる。

　 9.5.3 ）スペアタイヤのサイズを変更したことによって、当初の格納カバーが装着
できない場合はそれを取り除くことができる。

　 9.5.4 ）マフラーの補強は脱落防止を目的としたものであれば許される。
第 10 条　電気系統

　 10.1 ）電　装

　 10.1.1 ）バッテリーは当初の搭載位置並びに電圧を保持していれば形状、容量、バ
ッテリーケーブルは自由。バッテリーケーブルを室内配線に変更することは許
される。

　 10.1.2 ）ダイナモをオルタネーターに変更すること（またその逆）は許されないが、
発電容量の大きいものへの変更は認められる。

　 10.1.3 ）電気系統のヒューズの追加は認められる。
　 10.2 ）灯　火

　 10.2.1 ）前照灯

　　　　走行用前照灯（ハイビーム）は公道走行要件を満たすことを条件に追加、変
更が認められる。

　 10.2.2 ）前部霧灯（フォグランプ）

　　　　追加、変更は認められるが、取り付けのためやむを得ずバンパー等を切除す
る場合は、必要最小限の範囲にとどめること。また前部霧灯の取り付け、取り
外しに伴う全長の変化は、自動車検査証の長さ欄に記載されている数値から±
３cmの範囲でなければならない。また、いかなる場合も下記の基準を満たし
ていなければならない。

　　　①同時に３個以上点灯する構造のものでないこと。
　　　②照射光線は他の交通を妨げないものであること。
　　　③照明部の上縁の高さが地上0.8ｍ以下であって、すれ違い用前照灯の照明部

の上縁を含む水平面以下、下縁の高さが地上0.25ｍ以上となるように取り付
けられていること。

　　　④照明部の最外縁は、自動車の最外側から400mm以内となるように取り付け
られていること。
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　　　⑤灯火の色は白色または淡黄色であり、そのすべてが同一であること。
　　　⑥前部霧灯は左右同数であり（前部霧灯を１個備える場合を除く）、かつ前面が

左右対称である自動車に備えるものにあっては、車両中心面に対して対称の
位置に取り付けられたものであること。

　　　⑦取り付け部は、照射光線の方向が振動、衝撃等により容易にくるわない構造
であること。

　 10.2.3 ）後退灯

　　　　後退灯は、ギアレバーの後退と必ず連動していること。
第 11 条　燃料回路

　　燃料タンクは燃料ポンプ、燃料配管を含みメーカーラインオフ状態を維持するこ
と。

第 12 条　ジャッキ

　　ジャッキアップポイントの補強、移動、追加は認められるが、あくまでもその改
造はジャッキアップを目的としたものに限定される。
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第４章　ＲＰＮ車両用改造規定

第 1 条　一般改造規定 

　　第１章一般規定、第２章の安全規定および本章の一般改造規定で課せられている
以外、すべての改造は禁止される。車両の構成要素は当初の機能を保持しなければ
ならない。本規定によって許可されていないすべての改造は、明確に禁止される。

　　改造の範囲や許可される取付けは下記（第２条～第９条）に規定される。

第 2 条　エンジン

　 2.1 ）エンジンマウント：エンジンおよびギアボックスの取付けマウントのラバー
部材は同一材質で形状・硬度を変更することは自由。

　 2.2 ）点火装置

　 2.2.1 ）スパークプラグ、ハイテンションコードの銘柄、型式は自由。
　 2.3 ）吸気装置

　 2.3.1 ）フィルター：フィルターカートリッジの変更は、当初のものと同一の方式
のものであれば認められる。

　 2.4 ）冷却装置

　 2.4.1 ）サーモスタットおよび冷却ファンの作動開始時の温度は制御方式を含み自
由。

　 2.4.2 ）ラジエターキャップの変更が許される。

第 3 条　シャシー 

　 3.1 ）最低地上高：９cm（アンダーガードを含む）とする。また、車両の１つの側
面のすべてのタイヤの空気が抜けた場合であっても、車両のいかなる部分も地
表に接してはならない。このテストは出走状態で（ドライバーが搭乗し）平坦
な面上で行われる。 

　 3.2 ）ラバーマウントおよびブッシュ：ラバーブッシュは材質の変更が無いことを
条件に硬度の変更が許される。ただし、マフラーマウント（取付具）を除き、
取付軸は変更しないこと。
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第 4 条　駆動装置 

　 4.1 ）クラッチ：クラッチディスクおよびクラッチカバーは、数および直径を除き
変更することができる。ただし、カーボン製（カーボン含有率がすべてを占め
るもの）の使用は認められない。

　 4.2 ）シフトレバー：シフトノブの変更は許される。 
　 4.3 ）ディファレンシャル：フロント・センター・リアディファレンシャルは、数

を変更しなければボルトオンで取付けられるリミテッドスリップデフ（ビスカ
スカップリングを含む）を取付けることができる。ただし、元のケースを使用
すること。また、これに関連するドライブシャフトは、同一車両型式内に使用
されているものであれば変更することができる。

　 4.4 ）最終減速比：ギア比の変更は、同一車両型式に設定されている純正部品およ
びメーカーオプションで、改造および加工の必要なく取り付けられるものであ
ればボルトオンを条件に許される。

第 5 条　サスペンション

　　材料の追加によるサスペンションおよびその取付け部の補強を認める。サスペン
ションの補強部が、中空体を作ることになってはならない。部分的であっても、全
体的であっても複合素材（カーボンコンポジット）から成るサスペンション部材は
禁止される。

　 5.1 ）スプリング：数は、スプリングを連続して取付けることを条件として自由。
　　　　長さ、コイルの巻数、ワイヤーの直径、外径、スプリングの種類も自由。た

だし、下記に従うこと。
　　　　スプリングの形状は、調整できる構造部分がスプリングシートの一部で、当

初のサスペンション部分または車体部分から分離している（取外せる）場合、
スプリングシートは調節できるものであっても良い。

　　　①ばねに損傷があり、左右のばねのたわみに著しい不同がないこと。
　　　②溶接、肉盛または加熱加工を行わないこと。
　　　③ばねの端部がブラケットから離脱しない（遊びがない）こと。
　　　④切断等によりばねの一部または全部を除去しないこと。
　　　⑤ばねの機能を損なうおそれのある締付具を有さないこと。
　　　⑥ばねの取付け方法はその機能を損なうおそれのないこと。
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　 5.2 ）ショックアブソーバー：材質を含み自由。ただし、カーボン材は使用できな
い。車高調整機構（ネジ式、Ｃリング等）を伴うものに変更（使用）すること
ができる。別タンク式（別タンクの車体への取付けは許されない）のものに変
更（使用）すること、アッパーマウントをピロボール（キャンバー調整機構の
み付加されたものを含む）に変更することができる。ただし、それらの数、形
式、作動原理は変更してはならない。遠隔操作による減衰力調整機構への変更
は許されない。 

　 5.3 ）スタビライザー：ブッシュ・ブラケット（リンクを含む）を含み変更するこ
とができるが、取付けはボルトオンによるものとし、車室内から調整可能であ
ってはならない。新規取付および取外すことは許されない。

第 6 条　制動装置 

　 6.1 ）ブレーキパッド：ブレーキシュー、ライニングパッドの材質変更を含み交換、
変更は許される。ただし、カーボン材（カーボン含有率がすべてを占めるもの）
は使用できない。

　 6.2 ）バックプレート：保護用プレートは取外したり曲げても良い。
　 6.3 ）その他：ブレーキディスクやホイールに集積した泥をかき出す装置を追加し

ても良い。ブレーキキャリパー内のピストンの背後にノックバック防止を目的
としたスプリングの追加が許される。また、マスターシリンダーストッパーを
追加することができる。

第 7 条　タイヤおよびホイール 

　 7.1 ）ホイール

　　　　下記条件を満たしたホイールの使用が許される。
　　　①ＲＰＮ車両に装着するホイールは、同一車両型式のカタログに記載されてい

るホイールの直径および幅がカタログに記載されている数値を最大値とする
ことができる。（ただし、上記以外の最大値を選手権統一規則または特別規
則書等により規定することができる。）

　　　②部分的であっても複合素材から成るホイールの使用は禁止する。
　　　③ホイールの材質はスチール製またはＪＷＬマークのある軽合金製（アルミ合

金製、マグネシウム合金製など）とする。
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　　　④ホイールナットの材質および形状の変更は許されるが、ホイールスペーサー
の使用は認められない。

　　　　ホイールに間隔保持のための部材を溶接することはホイールスペーサーの使
用とみなされる。また、アクスルハブに間隔保持のための部材を取り付ける
ことは、その取り付け方法の如何にかかわらずホイールスペーサーの使用と
みなされる。

　　　⑤ホイールの寸法を小さくすることは許される。
　　　⑥いかなる場合にも、車両のトレッドを拡大することは認められない。ただし、

ホイールの変更に伴う最小限のトレッドの変化は許される。
　　　⑦ホイールに追加される排風装置の装着は認められない。
　 7.2 ）タイヤ

　　　　前項規定に合致したホイールを適用リムとし、これに装着できるタイヤとし
てＪＡＴＭＡ ＹＥＡＲ ＢＯＯＫに記載されているもの、またはこれと同等な
ものであり、かつ下記の条件を満たしていなければならない。

　　　①公道走行が認められている一般市販タイヤおよびラリー用として認められた
ＦＩＡ公認タイヤ（注１）に限られる。競技専用タイヤの使用はいかなる場
合でも認められない（注１は除く）。

　　　②タイヤおよびホイールは、いかなる場合も他の部分と接触しないこと（ステ
アリングを左右に最大に操作した場合等に、タイヤおよびホイールが他の部
分と接触しないこと）。

　　　③タイヤおよびホイールは、フェンダーからはみ出さないこと。
　　　④タイヤの溝は常に1．6mm以上あること。
　　　⑤いかなる場合であっても、タイヤに対する加工は許されない。
　　　⑥タイヤのウォームアップ、溶剤塗布などは認められない。
　　　⑦原則としてスパイクタイヤの使用は認められない。
　　　⑧タイヤ内部に空気以外のものを充填することは禁止される。
　 7.3 ）スペアホイール

　　　　車両には１本または複数のスペアホイールを搭載しなければならない（ただ
し、当初の車両に搭載されていない場合はこの限りではない）。スペアホイー
ルは必ずしっかりと固定されていなければならない。
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第 8 条　車体 

　　車体まわりおよび車室内に追加・変更等する蓋然性が高く、安全の確保および公
害の防止上支障がない第４編細則に定める「アクセサリー等の自動車部品」の取付
け、取外し、変更が許される。
　 8.1 ）車体外部 

　　　　8.1.1）～8.1.4）を簡易的（蝶ねじ等）または固定的（ボルト、ナット等）に
取り付ける場合を除き、全長、全幅および全高は変更しないこと。

　 8.1.1 ）空力装置 

　　　　第４編細則「アクセサリー等の自動車部品」に示された空気流を調整するた
めの前後スポイラーを新たに装着、交換することができる。ただし、何れの場
合でも下記事項に留意すること。

　　　①最低地上高
　　　②鋭い突起を有していないこと。
　　　③振動、衝撃等により緩みを生じないこと。
　　　④第４編細則に定める「エア・スポイラの構造基準」を参照すること。
　　　　また、内部構造が剥き出しにならないことを条件にフロント・リアスポイラ

ー、サイドスカート（フロントフェンダーアーチ後端からリアフェンダーアー
チ前端までのサイドステップ部分）およびリアスカートの部品を取外すことが
できる。

　 8.1.2 ）フロントスポイラー：装着・変更が許される。ただし、一体型を含みバン
パーの変更は許されない。

　 8.1.3 ）リアスポイラー：装着・変更が許される。ただし、トランクおよびリアゲ
ートとの一体型は許されない。

　 8.1.4 ）サイドスカート：装着・変更が許される。（フロントフェンダーアーチ後
端からリアフェンダーアーチ前端までのサイドステップ部分）

　 8.1.5 ）マッドフラップ 

　　　　マッドフラップは以下の条件の下で装着することができる。
　　　－柔軟な材質で作られていなくてはならない。
　　　－排気管等に干渉してはならず、車体外側表面部位は外側に向けて尖っていた

り、鋭い部分がないこと。
　　　－それらは各ホイールの少なくとも全幅を覆っていなくてはならないが、前輪、
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後輪の後方ではマッドフラップに覆われていない部分が車両の幅の１／３以
上あること（第４－１図を参照）。

前

後

＞＝a /３

＞＝a /３

a

＞＝a /３

＞＝20cm

第 4－ 1図

　　　－リアホイールの前方のマッドフラップの左右の間には、少なくとも20cmの
隙間がなくてはならない。

　　　－これらのマッドフラップの底部は、車両に誰も乗車せず、停止した状態で、
地表から10cm以上の所にあってはならない。

　　　－垂直投影面にあって、これらのマッドフラップは車体から突出していてはな
らない。

　　　　前方へのはねを防ぐためのマッドフラップは、柔軟な材質で作られ、競技の
特別規則書がそれらを認めるか、要請する時に車両の前部へ取付けることがで
きる。それらは、車両の全幅より突出していてはならず、また当初の全長より
10cm以上長いものであってはならない。また、フロントホイールの前方では
マッドフラップに覆われていない部分が車両の幅の少なくとも１／３以上なけ
ればならない。

　 8.1.6 ）アンダーガード

　　　　車体下部を保護することを目的とした空力効果を生じない取り外し可能な保
護体を取付けることが許される。

　 8.2 ）車体内部 

　 8.2.1 ）コクピット：次の付属品のみ取付けが許される。スペアコンプリートホイ
ール、工具、安全装置、通信装置。
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　　　　コクピット内に位置するヘルメットと工具の収納容器は、非可燃性の材質で
作られていなければならない。それは火災の場合に有毒ガスを発生してはなら
ない。

　 8.2.2 ）換気装置：オリジナルの換気装置（デフロスター、ヒーター）を保持しな
ければならない。

　 8.2.3 ）エアコン：全車標準装備とされているエアコンについては、取り外しは認
められない。

　 8.2.4 ）内装：車室内の見える範囲のすべての部品は削除することができない。た
だし、下記に記載されたものを除く。

　　　①フロアマット類およびアンダーコート
　　　②ネジ等のカバー類
　　　③元の座席位置に隔壁（8.2.11）を設置することにより運転席と空気の流入が遮

断された車室外となる内装。
　　　④ロールバーの装着に伴う最小限の内装切除。
　　　⑤２ボックス車の着脱式リアシェルフは取外しても良い。
　 8.2.5 ）ステアリングホイール：下記の条件を満たしたものと交換することができ

る。
　　　①スポーク部とボス部は堅固な取付け構造とし、衝撃を受けた場合に容易に脱

落する恐れのないこと。
　　　②計器盤の視認性を阻害しない形状をしていること。
　　　③光の反射による運転の妨げとなるような部分がないこと。
　　　④ステアリングホイールの変更により、かじ取装置の衝撃吸収装置に影響を与

えるものでないこと。
　　　⑤クイックリリースタイプでないこと。
　 8.2.6 ）フットレスト・ペダルカバーおよびヒールプレート等：装着することがで

きる。ただし、確実に取付けること。
　 8.2.7 ）追加アクセサリー：車両の美観または居住性に関する付属品（照明、暖房、

ラジオ等）といった、車両の動きにいかなる影響も及ぼさないものはすべて、
制限なく認められる。ただし、これらの付属品が、例え間接的であっても、エ
ンジン、ステアリング、強度、トランスミッション、ブレーキ、ロードホール
ディングの効率に影響を及ぼすことがないという条件の下に限る。
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　　　　グローブボックスに追加区画を設けたり、ドアにポケットを追加することが
できる。ただし、オリジナルのパネルを使用すること。

　 8.2.8 ）一般消耗品：次の消耗品は、変更（同等品）が許される。
　　　　12Ｖバッテリー、オイルフィルター、エアフィルター、ワイパーブレード、

バルブ等。
　 8.2.9 ）障害者用操作装置：障害者用操作装置を装着することができる。ただし、

健常者は使用しないこと。
　 8.2.10 ）座席：変更することが許される。変更する場合は下記の規定を満たすこと。

変更の有無に拘わらず乗車定員分の座席を有すること。
　　　①座席の幅×奥行は400mm×400mm以上確保すること。
　　　②座席面上で座席前端より200mmの点から背もたれに平行な天井までの距離

は800mm以上確保すること。
　　　③座席および当該座席の取付け装置は衝突時等に乗員から受ける衝撃力、慣性

力等の荷重に耐えるものでなければならない。
　　　④座席の後面部分（ヘッドレストを含む）は、衝突等で当該座席の後席乗員の

頭部等が当たった場合に衝撃を吸収することができる構造でなければならな
い。

　　　⑤追突等の衝撃を受けた場合に乗員の頭部が過度に後傾するのを抑止すること
ができる装置（ヘッドレスト）を備えるかまたは座席自体が同等の効果を有
する構造でなければならない。

　　　　なお、変更する座席および座席取り付け装置は、上記のほかにＦＩＡ国際モ
ータースポーツ競技規則付則Ｊ項第253条を満たしたものであることが望ま
しい。

　 8.2.11 ）隔壁：ロールバーの装着による乗車定員変更に伴い後部座席を除去した場
合、難燃性の隔壁板を溶接、リベットおよびビスにより取付けることができる。
ただし、隔壁板は後方視界に支障が出ない範囲に設置され、ロールバーやタワ
ーバーと連結されてはならない。

　 8.3 ）補強

　 8.3.1 ）補強は、使用される材料が当初の形状に沿いそれと接触していれば修正加
工を含み許される。複合材料による補強は第４－２図のように片面にのみ許さ
れる。また、車体、ならびにサイドシル・各メンバー等の空洞部を第４－３図
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のように充填することにより補強することができる。
　　　　また、補修を目的とした溶接等は認められる。

補強部分

サイドアウタパネル

フロントフロアパン

フロントフロアサイドシル
インナ

第 4－ 2図

第 4－ 3図

　 8.3.2 ）車体のサスペンション取り付け部を繋ぐ取り外し可能な（ボルトによる取
り付け）補強バーの取り付けは許される。ただし、その取り付け点はサスペン
ションの取り付け点から100ｍｍ以内であること。また、メーカーラインオフ時
に標準装備されているタワーバーについては、取り付け点を変更しなければ他
のものに変更できる。

　 8.3.3 ）スペアタイヤのサイズを変更したことによって、当初の格納カバーが装着
できない場合はそれを取り除くことができる。

　 8.3.4 ）マフラーの補強は脱落防止を目的としたものであれば許される。

第 9 条　電気系統

　 9.1 ）灯火

　 9.1.1 ）前部霧灯（フォグランプ）

　　　　追加、変更は認められるが、取り付けのためやむを得ずバンパー等を切除す
る場合は、必要最小限の範囲にとどめること。また前部霧灯の取り付け、取り
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外しに伴う全長の変化は、自動車検査証の長さ欄に記載されている数値から±
３cmの範囲でなければならない。また、いかなる場合も下記の基準を満たし
ていなければならない。

　　　①同時に３個以上点灯する構造のものでないこと。
　　　②照射光線は他の交通を妨げないものであること。
　　　③照明部の上縁の高さが地上0．8ｍ以下であって、すれ違い用前照灯の照明部

の上縁を含む水平面以下、下縁の高さが地上0．25ｍ以上となるように取り付
けられていること。

　　　④照明部の最外縁は、自動車の最外側から400mm以内となるように取り付け
られていること。

　　　⑤灯火の色は白色または淡黄色であり、そのすべてが同一であること。
　　　⑥前部霧灯は左右同数であり（前部霧灯を１個備える場合を除く）、かつ前面が

左右対称である自動車に備えるものにあっては、車両中心面に対して対称の
位置に取り付けられたものであること。

　　　⑦取り付け部は、照射光線の方向が振動、衝撃等により容易にくるわない構造
であること。
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第５章　ＡＥ車両用改造規定

第１条　一般改造規定 

　　第１章一般規定、第２章の安全規定および本章の一般改造規定で課せられている
以外、すべての改造は禁止される。車両の構成要素は当初の機能を保持しなければ
ならない。本規定によって許可されていないすべての改造は、明確に禁止される。

　　改造の範囲や許可される取付けは下記（第２条～第９条）に規定される。 

第２条　電気モーター、エンジン

　 2.1）電気モーターおよびエンジンのマウント：電気モーター、エンジンおよびミッ
ションの取付けマウントのラバー部材は同一材質で形状・硬度を変更すること
は自由。

　 2.2）電子制御装置
　　　　変更は許されるが、変更されたユニットは当初のものと完全に互換性がなけ

ればならない。すなわち、いかなる場合であっても当該ユニットを量産ユニッ
トと交換してエンジンおよび電気モーターが正常に稼動しなければならず、入
力側のセンサーおよびアクチュエーターはその機能を含みメーカーラインオフ
状態の仕様と同一であること。

　 2.3）データロギング（エンジン制御データ、及び実走行データ記録装置）
　　　　データロギングシステムの使用は認められるが、入力側のセンサーはその機

能を含みメーカーラインオフ状態の仕様であること。ただし、水温、油温、油
圧、エンジン回転についてはセンサーの追加も認められる。

　　　　ケーブルリンクおよびチップカード以外の方法による車両のデータ変更は認
められない。

　 2.4）潤滑油系統
　　　　オイルクーラーの変更、及び取付けも認められる。ただし、新たに取り付け

る場合は配管は第２章第１条に従った配管とすること。

第３条　シャシー 

　 3.1 ）最低地上高：９cｍ（アンダーガードを含む）とする。また、車両の１つの側
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面のすべてのタイヤの空気が抜けた場合であっても、車両のいかなる部分も地
表に接してはならない。このテストは出走状態で（ドライバーが搭乗し）平坦
な面上で行われる。 

第４条　駆動装置 

　 4.1 ）シフトレバー：シフトノブの変更は許される。 
　 4.2 ）ディファレンシャル：フロント・センター・リアディファレンシャルは、数

を変更しなければボルトオンで取付けられるリミテッドスリップデフ（ビスカ
スカップリングを含む）を取付けることができる。ただし、元のケースを使用
すること。また、これに関連するドライブシャフトは、同一車両型式内に使用
されているものであれば変更することができる。

第５条　サスペンション

　　材料の追加によるサスペンションおよびその取付け部の補強を認める。サスペン
ションの補強部が、中空体を作ることになってはならない。部分的であっても、全
体的であっても複合素材（カーボンコンポジット）から成るサスペンション部材は
禁止される。

　 5.1 ）スプリング：数は、スプリングを連続して取付けることを条件として自由。
　　　　長さ、コイルの巻数、ワイヤーの直径、外径、スプリングの種類も自由。た

だし、下記に従うこと。
　　　　スプリングの形状は、調整できる構造部分がスプリングシートの一部で、当

初のサスペンション部分または車体部分から分離している（取外せる）場合、
スプリングシートは調節できるものであっても良い。 

　　　①ばねに損傷があり、左右のばねのたわみに著しい不同がないこと。
　　　②溶接、肉盛または加熱加工を行わないこと。
　　　③ばねの端部がブラケットから離脱しない（遊びがない）こと。
　　　④切断等によりばねの一部または全部を除去しないこと。
　　　⑤ばねの機能を損なうおそれのある締付具を有さないこと。
　　　⑥ばねの取付け方法はその機能を損なうおそれのないこと。
　 5.2 ）ショックアブソーバー：材質を含み自由。ただし、カーボン材は使用できな

い。車高調整機構（ネジ式、Ｃリング等）を伴うものに変更（使用）すること
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ができる。ただし、それらの数、形式、作動原理は変更してはならず、別タン
クの車体への取付けを含み、別タンク式のものに変更（使用）することができ
る。

　　　　遠隔操作による減衰力調整機構への変更は許されない。 

第６条　制動装置 

　 6.1）ブレーキパッド：ブレーキシュー、ライニングパッド材質変更を含み交換、
変更は許される。ただし、カーボン材（カーボン含有率がすべてを占めるもの）
は使用できない。 

第７条　タイヤおよびホイール 

　 7.1 ）ホイール

　　　　下記条件を満たしたホイールの使用が許される。
　　①ＡＥ車両に装着するホイールは、同一車両型式のカタログに記載されているホ

イールの直径および幅が下記の数値を最大値とすることができる。（ただし、
上記以外の最大値を選手権統一規則または特別規則書等により規定することが
できる。）

　　②部分的であっても複合素材から成るホイールの使用は禁止する。
　　③ホイールの材質はスチール製またはＪＷＬマークのある軽合金製（アルミ合金

製、マグネシウム合金製など）とする。
　　④ホイールナットの材質および形状の変更は許されるが、ホイールスペーサーの

使用は認められない。
　　　ホイールに間隔保持のための部材を溶接することはホイールスペーサーの使用

とみなされる。また、アクスルハブに間隔保持のための部材を取り付けること
は、その取り付け方法の如何にかかわらずホイールスペーサーの使用とみなさ
れる。

　　⑤ホイールの寸法を小さくすることは許される。
　　⑥いかなる場合にも、車両のトレッドを拡大することは認められない。ただし、

ホイールの変更に伴う最小限のトレッドの変化は許される。
　　⑦ホイールに追加される排風装置の装着は認められない。
　 7.2 ）タイヤ
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　　　　前項規定に合致したホイールを適用リムとし、これに装着できるタイヤとし
てJATMA YEAR BOOKに記載されているもの、またはこれと同等なもので
あり、かつ下記の条件を満たしていなければならない。

　　①公道走行が認められている一般市販タイヤおよびラリー用として認められたＦ
ＩＡ公認タイヤ（注１）に限られる。競技専用タイヤの使用はいかなる場合で
も認められない（注１は除く）。

　　②タイヤおよびホイールは、いかなる場合も他の部分と接触しないこと（ステア
リングを左右に最大に操作した場合等に、タイヤおよびホイールが他の部分と
接触しないこと）。

　　③タイヤおよびホイールは、フェンダーからはみ出さないこと。
　　④タイヤの溝は常に1.6mm以上あること。
　　⑤いかなる場合であっても、タイヤに対する加工は許されない。
　　⑥タイヤのウォームアップ、溶剤塗布などは認められない。
　　⑦原則としてスパイクタイヤの使用は認められない。
　　⑧タイヤ内部に空気以外のものを充填することは禁止される。
　 7.3 ）スペアホイール

　　　　車両には１本または複数のスペアホイールを搭載しなければならない（ただ
し、当初の車両に搭載されていない場合はこの限りではない）。スペアホイー
ルは必ずしっかりと固定されていなければならない。

第８条　車体 

　　車体まわりおよび車室内に追加・変更等する蓋然性が高く、安全の確保および公
害の防止上支障がない第４編細則に定める「アクセサリー等の自動車部品」の取付
け、取外し、変更が許される。
　 8.1 ）車体外部

　　　　8.1.1）～8.1.4）を簡易的（蝶ねじ等）または固定的（ボルト、ナット等）に
取り付ける場合を除き、全長、全幅および全高は変更しないこと。 

　 8.1.1 ）空力装置 

　　　　第４編細則「アクセサリー等の自動車部品」に示された空気流を調整するた
めの前後スポイラーを新たに装着、交換することができる。ただし、何れの場
合でも下記事項に留意すること。



－402－－402－

第５章　ＡＥ車両用改造規定

　　　①最低地上高
　　　②鋭い突起を有していないこと。
　　　③振動、衝撃等により緩みを生じないこと。
　　　④第４編細則に定める「エア・スポイラの構造基準」を参照すること。
　　　　また、内部構造が剥き出しにならないことを条件にフロント・リアスポイラ

ー、サイドスカート（フロントフェンダーアーチ後端からリアフェンダーアー
チ前端までのサイドステップ部分）およびリアスカートの部品を取外すことが
できる。

　 8.1.2 ）フロントスポイラー：装着・変更が許される。ただし、一体型を含みバン
パーの変更は許されない。

　 8.1.3 ）リアスポイラー：装着・変更が許される。ただし、トランクおよびリアゲ
ートとの一体型は許されない。

　 8.1.4 ）サイドスカート：装着・変更が許される。（フロントフェンダーアーチ後
端からリアフェンダーアーチ前端までのサイドステップ部分）

　 8.1.5 ）マッドフラップ 

　　　　マッドフラップは以下の条件の下で装着することができる。
　　　－柔軟な材質で作られていなくてはならない。
　　　－排気管等に干渉してはならず、車体外側表面部位は外側に向けて尖っていた

り、鋭い部分がないこと。
　　　－それらは各ホイールの少なくとも全幅を覆っていなくてはならないが、前輪、

後輪の後方ではマッドフラップに覆われていない部分が車両の幅の１／３以
上あること（第６－１図を参照）。
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前

後

＞＝a /３

＞＝a /３

a

＞＝a /３

＞＝20cm

第 6－ 1図

　　　－リアホイールの前方のマッドフラップの左右の間には、少なくとも20cmの
隙間がなくてはならない。

　　　－これらのマッドフラップの底部は、車両に誰も乗車せず、停止した状態で、
地表から10cm以上の所にあってはならない。

　　　－垂直投影面にあって、これらのマッドフラップは車体から突出していてはな
らない。

　　　　前方へのはねを防ぐためのマッドフラップは、柔軟な材質で作られ、競技の
特別規則書がそれらを認めるか、要請する時に車両の前部へ取付けることがで
きる。それらは、車両の全幅より突出していてはならず、また当初の全長より
10cm以上長いものであってはならない。また、フロントホイールの前方では
マッドフラップに覆われていない部分が車両の幅の少なくとも１／３以上なけ
ればならない。

　 8.1.6 ）アンダーガード

　　　　車体下部を保護することを目的とした空力効果を生じない取り外し可能な保
護体を取付けることが許される。

　 8.2 ）車体内部 

　 8.2.1 ）コクピット：次の付属品のみ取付けが許される。スペアコンプリートホイ
ール、工具、安全装置、通信装置。

　　　　コクピット内に位置するヘルメットと工具の収納容器は、非可燃性の材質で
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作られていなければならない。それは火災の場合に有毒ガスを発生してはなら
ない。

　 8.2.2 ）換気装置：オリジナルの換気装置（デフロスター、ヒーター）を保持しな
ければならない。

　 8.2.3 ）エアコン：全車標準装備とされているエアコンについては、取り外しは認
められない。

　 8.2.4 ）内装：車室内の見える範囲のすべての部品は削除することができない。た
だし、下記に記載されたものを除く。

　　　①フロアマット類およびアンダーコート
　　　②ネジ等のカバー類
　　　③元の座席位置に隔壁（8.2.11）を設置することにより運転席と空気の流入が遮

断された車室外となる内装。
　　　④ロールバーの装着に伴う最小限の内装切除。
　　　⑤２ボックス車の着脱式リアシェルフは取外しても良い。
　 8.2.5 ）ステアリングホイール：下記の条件を満たしたものと交換することができ

る。
　　　①スポーク部とボス部は堅固な取付け構造とし、衝撃を受けた場合に容易に脱

落する恐れのないこと。
　　　②計器盤の視認性を阻害しない形状をしていること。
　　　③光の反射による運転の妨げとなるような部分がないこと。
　　　④ステアリングホイールの変更により、かじ取装置の衝撃吸収装置に影響を与

えるものでないこと。
　　　⑤クイックリリースタイプでないこと。
　 8.2.6 ）フットレスト・ペダルカバーおよびヒールプレート等：装着することがで

きる。ただし、確実に取付けること。
　 8.2.7 ）追加アクセサリー：車両の美観または居住性に関する付属品（照明、暖房、

ラジオ等）といった、車両の動きにいかなる影響も及ぼさないものはすべて、
制限なく認められる。ただし、これらの付属品が、例え間接的であっても、エ
ンジン、ステアリング、強度、トランスミッション、ブレーキ、ロードホール
ディングの効率に影響を及ぼすことがないという条件の下に限る。

　　　　グローブボックスに追加区画を設けたり、ドアにポケットを追加することが
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できる。ただし、オリジナルのパネルを使用すること。
　 8.2.8 ）一般消耗品：次の消耗品は、変更（同等品）が許される。
　　　　12Ｖバッテリー、オイルフィルター、エアフィルター、ワイパーブレード、

バルブ等。
　 8.2.9 ）障害者用操作装置：障害者用操作装置を装着することができる。ただし、

健常者は使用しないこと。
　 8.2.10 ）座席：変更する場合は下記の規定を満たすこと。変更の有無に拘わらず乗

車定員分の座席を有すること。
　　　①座席の幅×奥行は400mm×400mm以上確保すること。
　　　②座席面上で座席前端より200mmの点から背もたれに平行な天井までの距離

は800mm以上確保すること。
　　　③座席および当該座席の取付け装置は衝突時等に乗員から受ける衝撃力、慣性

力等の荷重に耐えるものでなければならない。
　　　④座席の後面部分（ヘッドレストを含む）は、衝突等で当該座席の後席乗員の

頭部等が当たった場合に衝撃を吸収することができる構造でなければならな
い。

　　　⑤追突等の衝撃を受けた場合に乗員の頭部が過度に後傾するのを抑止すること
ができる装置（ヘッドレスト）を備えるかまたは座席自体が同等の効果を有
する構造でなければならない。

　　　　なお、変更する座席および座席取り付け装置は、上記のほかにＦＩＡ国際モ
ータースポーツ競技規則付則J項第253条を満たしたものであることが望ましい。

　 8.2.11 ）隔壁：ロールバーの装着による乗車定員変更に伴い後部座席を除去した場
合、難燃性の隔壁板を溶接、リベットおよびビスにより取付けることができる。
ただし、隔壁板は後方視界に支障が出ない範囲に設置され、ロールバーやタワ
ーバーと連結されてはならない。

　 8.3 ）補強

　 8.3.1 ）補強は、使用される材料が当初の形状に沿いそれと接触していれば修正加
工を含み許される。複合材料による補強は第４－２図のように片面にのみ許さ
れる。また、車体、ならびにサイドシル・各メンバー等の空洞部を第４－３図
のように充填することにより補強することができる。

　　　　また、補修を目的とした溶接等は認められる。
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　 8.3.2 ）車体のサスペンション取り付け部を繋ぐ取り外し可能な（ボルトによる取
り付け）補強バーの取り付けは許される。ただし、その取り付け点はサスペン
ションの取り付け点から100mm以内であること。また、メーカーラインオフ
時に標準装着されているタワーバーについては、取り付け点を変更しなければ
他のものに変更できる。

　 8.3.3 ）スペアタイヤのサイズを変更したことによって、当初の格納カバーが装着
できない場合はそれを取り除くことができる。

　 8.3.4 ）マフラーの補強は脱落防止を目的としたものであれば許される。

第９条　電気系統

　 9.1 ）灯火

　 9.1.1 ）前部霧灯（フォグランプ）

　　　　追加、変更は認められるが、取り付けのためやむを得ずバンパー等を切除す
る場合は、必要最小限の範囲にとどめること。また前部霧灯の取り付け、取り
外しに伴う全長の変化は、自動車検査証の長さ欄に記載されている数値から±
３cmの範囲でなければならない。また、いかなる場合も下記の基準を満たし
ていなければならない。

　　　①同時に３個以上点灯する構造のものでないこと。
　　　②照射光線は他の交通を妨げないものであること。
　　　③照明部の上縁の高さが地上0．8ｍ以下であって、すれ違い用前照灯の照明部

の上縁を含む水平面以下、下縁の高さが地上0．25ｍ以上となるように取り付
けられていること。

　　　④照明部の最外縁は、自動車の最外側から400mm以内となるように取り付け
られていること。

　　　⑤灯火の色は白色または淡黄色であり、そのすべてが同一であること。
　　　⑥前部霧灯は左右同数であり（前部霧灯を１個備える場合を除く）、かつ前面が

左右対称である自動車に備えるものにあっては、車両中心面に対して対称の
位置に取り付けられたものであること。

　　　⑦取り付け部は、照射光線の方向が振動、衝撃等により容易にくるわない構造
であること。

　 以上



－407－－407－

第６章　ＲＦ車両用改造規定

第６章　ＲＦ車両用改造規定

第 1 条　改造の制限

　　本規定で制限されていない改造を行った場合、車両の部品を変更または交換、い
かなる部品を装着した場合にも、車両の使用者の責任において道路運送車両の保安
基準（昭和26年運輸省令第67号）に適合させた状態とし、常に適合するよう維持し
なければならない。

第 2 条　エンジン

　　当該型式原動機に対する改造は、加工の必要なく取り付けられるもの以外の使用
は認められない。

　 2.1 ）総排気量

　　　　自動車製造者が当該型式原動機の補修用として設定しているオーバーサイズ
ピストンを含み変更は認められない。

　 2.2 ）エアクリーナー

　　　　エレメントの変更のみ自由。
　 2.3 ）電子制御装置

　　　　変更されたユニットは当初のものと完全に互換性がなければならない。すな
わち、いかなる場合であっても当該ユニットを量産ユニットと交換してエンジ
ンが正常に稼動しなければならず、入力側のセンサーおよびアクチュエーター
はその機能を含みメーカーラインオフ状態の仕様と同一であること。

　 2.4 ）オイルクーラーおよびインタークーラー

　　　　配管を含み車体から突出しないこと。
　 2.5 ）ブローバイガス還元装置

　　　　取り外さないこと。
第 3 条　排気系

　 3.1 ）排気系（エキゾーストマニホールドを含む）の変更は許されるが、下記の規
定を満たしていなければならない。変更する場合、第４編細則「ラリー車両お
よびスピードＳＡ車両の後付マフラーに関する細則」に留意すること。なお、
オーガナイザーは当該競技会特別規則に規定することによって、音量を規制す
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ることができる（マフラーおよび排気管の変更について制限することも含む）。
　　　①排気管は左または右向きに開口してはならない。
　　　②触媒コンバーター、排気ガス再循環装置、Ｏ2センサー、二次空気導入装置

等が当初の通り取り付けられていること。
　　　③遮熱板等の熱害対策装置は同一の構造を有し、かつ同じ位置に備えられ損

傷・脱落がないこと。
　　　④当該車両の保安基準適合品への変更であり、音量規制値及び排気ガス規制値

に適合していること。

第 4 条　駆動系統

　 4.1 ）駆動方式の変更は認められない。（4ＷＤ←→2ＷＤ）

第 5 条　ステアリングホイール

　　下記の条件を満たしたものと交換することができる。
　　①スポーク部とボス部は堅固な取り付け構造とし、衝撃を受けた場合に容易に脱

落する恐れのないこと。
　　②計器盤の視認性を阻害しない形状をしていること。
　　③光の反射による運転の妨げとなるような部分がないこと。
　　④ステアリングホイールの変更により、かじ取り装置の衝撃吸収装置に影響を与

えるものでないこと。

第 6 条　車体

　 6.1 ）ドアの材質変更は認められない。
　 6.2 ）ドアの内張りについては、ドアの形状に変化が生じないことを条件としてド

アから防音材を取り外すことが認められる。内張りパネルは最低0.5mm厚の金
属板、あるいは最低1mm厚のカーボンファイバー、もしくは最低2mm厚のそ
の他の堅固な不燃性の素材で製作することができる。

　　　　サイドプロテクションバーの取り外しは許されない。
　　　　２ドア車の場合、後部側面ウィンドウより下に位置する内張りについても上

記規則を適用する。
　　　　電動ウィンドウを手動ウィンドウに交換することが認められる。
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　　　　手動ウィンドウを電動ウィンドウに交換することが認められる。
　 6.3 ）窓ガラスの変更は認められない。
　 6.4 ）座席

　　　　変更する場合は下記の規定を満たすこと。
　　　　変更の有無に拘らず乗車定員分の座席を有すること。
　　　　①座席の幅×奥行は400mm×400mm以上確保すること。
　　　　②座席面上で座席前端より200mmの点から背もたれに平行な天井までの距

離は800mm以上確保すること。
　　　　③座席および当該座席の取り付け装置は衝突時等に乗員から受ける衝撃力、

慣性力等の荷重に耐えるものでなければならない。
　　　　④座席の後面部分（ヘッドレストを含む）は、衝突等で当該座席の後席乗員

の頭部等が当たった場合に衝撃を吸収することができる構造でなければな
らない。

　　　　⑤追突等の衝撃を受けた場合に乗員の頭部が過度に後傾するのを抑止するこ
とができる装置（ヘッドレスト）を備えるかまたは座席自体が同等の効果
を有する構造でなければならない。

　　　　⑥２名乗車車両のシートの車体フレームへの直付け（スライド機構無）は許
される。

　　　　なお、変更する座席および座席取り付け装置は、上記のほかにＦＩＡ国際モ
ータースポーツ競技規則付則Ｊ項第253条第16項を満たしたものであることが
強く推奨される。

第 7 条　タイヤおよびホイール

　 7.1 ）ホイール

　　　　下記条件を満たしたホイールを使用すること。
　　　　①部分的であっても複合素材から成るホイールの使用は禁止する。
　　　　②ホイールの材質はスチール製またはＪＷＬマークのある軽合金製（アルミ

合金製、マグネシウム合金製など）とする。
　　　　③ホイールナットの材質および形状の変更は許されるが、ホイールスペーサ

ーの使用は認められない。
　　　　　ホイールに間隔保持のための部材を溶接することはホイールスペーサーの
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使用とみなされる。また、アクスルハブに間隔保持のための部材を取り付
けるとは、その取り付け方法の如何にかかわらずホイールスペーサーの使
用とみなされる。

　　　　④いかなる場合にも、車両のトレッドを拡大することは認められない。ただ
し、ホイールの変更に伴う最小限のトレッドの変化は許される。

　　　　⑤ホイールに追加される排風装置の装着は認められない。
　 7.2 ）タイヤ

　　　　装着できるタイヤはＪＡＴＭＡ ＹＥＡＲ ＢＯＯＫに記載されているもの、
またはこれと同等なものであり、かつ下記の条件を満たしていなければならな
い。

　　　　①公道走行が認められている一般市販タイヤおよびラリー用として認められ
たＦＩＡ公認タイヤ（注１）に限られる。競技専用タイヤの使用はいかな
る場合でも認められない（注１は除く）。

　　　　②タイヤおよびホイールは、いかなる場合も他の部分と接触しないこと（ス
テアリングを左右に最大に操作した場合等に、タイヤおよびホイールが他
の部分と接触しないこと）。

　　　　③タイヤおよびホイールは、フェンダーからはみ出さないこと。
　　　　④タイヤの溝は常に1.6mm以上あること。
　　　　⑤いかなる場合であっても、タイヤに対する加工は許されない。
　　　　⑥タイヤのウォームアップ、溶剤塗布などは認められない。
　　　　⑦原則としてスパイクタイヤの使用は認められない。
　　　　⑧タイヤ内部に空気以外のものを充填することは禁止される。

　 7.3 ）スペアホイール

　　　　車両には１本または複数のスペアホイールを搭載しなければならない（ただ
し、当初の車両に搭載されていない場合はこの限りではない）。スペアホイー
ルは必ずしっかりと固定されていなければならない。

第 8 条　競技会における制限

　　音量規制等で特に必要がある場合には、当該競技会特別規則に規定することによ
って、当該競技会参加車両の改造を制限することができる。
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レース競技に参加するドライバーの装備品に関する細則

　装備品は、乗員の保護が最大の目的であり、モータースポーツの安全性をより高め
るため各種の装備が必要となる。
　競技運転者は、自らを保護するという認識のもと、モータースポーツに適した装備
品を装着する必要がある。
　ＪＡＦ／ＦＩＡは、競技用ヘルメット、耐火炎レーシングスーツなど主な装備品に
ついて公認しているので、参加する競技に適した装備品を選定すること。きつ過ぎる
着衣は保護能力を引き下げてしまうので、着用者はきつ過ぎない着衣を身に着けるこ
と。
　選手権統一規則、競技会特別規則、各サーキットが独自に定めている規則等が本細
則より厳しい装備品（種類、仕様等）を指定している場合は、それに従うこと。

1．装備品の種類

　１）競技用ヘルメット
　２）頭部および頸部の保護装置（FHRシステム）
　３）レーシングスーツ（耐火炎レーシングスーツ）
　４）アンダーウェア（耐火炎アンダーウェア）
　５）バラクラバ（目出し帽）（耐火炎バラクラバ）
　６）ソックス（耐火炎ソックス）
　７）レーシングシューズ（耐火炎シューズ）
　８）レーシンググローブ（耐火炎グローブ）

2．適用

　１）下表に従い装備品を着用すること。
◎：着用義務　　○：着用推奨（国際競技では義務付け）

競技種別 競技用
ヘルメット

頭部および頸部の
保護装置

（FHRシステム）
耐火炎

レーシングスーツ
耐火炎
アンダーウェア

耐火炎
バラクラバ

耐火炎
ソックス

耐火炎
シューズ

耐火炎
グローブ

レース競技 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
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3．競技用ヘルメット

　１）レース競技では国際モータースポーツ競技規則付則Ｊ項のテクニカルリスト
No.25、No.33、No.41、No.49、No.69に記載された基準に適合したヘルメットを
使用すること。

　　国際モータースポーツ競技規則付則Ｊ項のテクニカルリストNo.25に記載された
以下の何れかの基準に合致したヘルメット

（2019年７月31日現在）
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　　FIA-recognised Standards for helmets to be used together with FHR systems. 
Please check additional requirements regarding helmet use in Chapter III -  
Drivers’ Equipment of Appendix L to the FIA International Sporting Code.

　　（FIAに承認されたヘルメットにはFHRシステムが併用されること。
　　FIA国際競技規則付則L項第３章「ドライバーの装備品」にあるヘルメットの使用
に関する追加要件を確認すること。）
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　２）車両形式、競技形式などによるヘルメット種別の適用

　（1）オープンシーター（フォーミュラカー、スポーツカー等）
　　　バイザー付のフルフェイス型ヘルメットを着用すること。（ただし、競技会特

別規則で特別の定めがある場合を除く。）
　（2）クローズドカー（ツーリングカー、スポーツカー等）
　　　バイザー付のフルフェイス型ヘルメットの着用を推奨する。（ただし、競技会

特別規則で特別の定めがある場合を除く。）
　（3）競技中に燃料補給を伴う競技
　　　バイザー付のフルフェイス型ヘルメットを着用すること。（ただし、競技会特

別規則で特別の定めがある場合を除く。）
　３）改造、加工の禁止

　　　ヘルメット製造者が認めた方法および当該ヘルメット型番に認証を与えた国際
モータースポーツ競技規則付則Ｊ項のテクニカルリストに記載された基準機構
が認めた方法を除き、ヘルメットに対し一切の改造、加工をしてはならない。

　４）保護能力

　（1）塗料はヘルメットの帽体の素材と反応し、その保護能力に影響を与える可能性
がある。ヘルメット製造者が定めたヘルメットの装飾、塗装に関する制限事項、
あるいは指導要綱に従うこと。

　（2）ヘルメットに強い衝撃を受けた場合、外観に異常がなくても保護能力が劣化し
ている場合もある。ヘルメット製造者、あるいはヘルメット製造者が指定した
工場、代理店などに専門的判断を委ねること。

　５）使用限度

　　　製造後「10年」を経過したものを使用してはならない。
4．耐火炎レーシングスーツ

　１）レース競技では耐火炎レーシングスーツを競技中常に着用すること。
　２）ＪＡＦ／ＦＩＡ公認の耐火炎レーシングスーツの着用が義務付けられる。
　（1）ＪＡＦ公認耐火炎レーシングスーツ

　　　ａ．ＪＡＦ公認耐火炎レーシングスーツは、以下リストの通り。
　　　ｂ．ＪＡＦ公認耐火炎レーシングスーツには、下記のラベルがスーツの見やす

い部分に貼付されている。ＪＡＦ公認品の証明であるので、取り外さないこ
と。
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　　　　　　　　　　JAF公認ラベル
　　　見本：

JAF－SP－EQ－000－19

公認番号 公認年
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FIA基準8856-2000に従ったJAF公認耐火炎レーシングスーツのリスト

 （2019年7月31日現在）

ＪＡＦ公認番号 ＦＩＡ公認番号 型　　　　　式 製 造 者 名

JAF-SP-EQ-124-02 R S . 0 3 6 . 0 2 ARD-024 Type SX-DW ５ Ｚ Ｉ Ｇ Ｅ Ｎ
インターナショナル（株）

JAF-SP-EQ-125-04 R S . 0 7 9 . 0 5 PRO FORMULA (LE-150) （株）レアーズ

JAF-SP-EQ-126-04 R S . 0 8 9 . 0 5 SUPER PRO (LE-110) 〃

JAF-SP-EQ-129-04 R S . 0 6 2 . 0 4 DES-005 （有）ベ　　 ア

JAF-SP-EQ-131-05 R S . 0 7 7 . 0 4 SUPER PRO (LE-120) （株）レアーズ

JAF-SP-EQ-132-05 R S . 0 7 8 . 0 4 PRO FORMULA (LE-140) 〃

JAF-SP-EQ-137-05 R S . 0 8 1 . 0 5 ARD-024 Type SX-CD ５ Ｚ Ｉ Ｇ Ｅ Ｎ
インターナショナル（株）

JAF-SP-EQ-138-05 R S . 0 8 0 . 0 5 ザマンレーシングスーツ (0770) 山 田 辰（株）

JAF-SP-EQ-139-05 R S . 0 8 6 . 0 5 Firelex F-32N （株）グループ・エム

JAF-SP-EQ-140-05 R S . 0 9 0 . 0 5 ARD-010 Type FZ-R ５ Ｚ Ｉ Ｇ Ｅ Ｎ
インターナショナル（株）

JAF-SP-EQ-141-05 R S . 0 9 1 . 0 5 ARD-022 Type ZX-R 〃

JAF-SP-EQ-145-05 R S . 0 9 3 . 0 5 ザマンレーシングスーツ TYPE-II(0742) 山 田 辰（株）

JAF-SP-EQ-150-05 R S . 1 1 2 . 0 6 JURAN 2000 （株）タ ニ ダ

JAF-SP-EQ-174-08 R S . 1 5 0 . 0 8 JURAN RS-03 〃

JAF-SP-EQ-175-08 R S . 1 5 7 . 0 8 ARD-110 CHEVRON X ５ Ｚ Ｉ Ｇ Ｅ Ｎ
インターナショナル（株）

JAF-SP-EQ-182-09 R S . 1 7 0 . 0 9 THE MAN SPIRIT TYPE-X 山 田 辰（株）

JAF-SP-EQ-185-11 R S . 2 0 8 . 1 1 Silverstone RACING
BROOKLANDS (RSN-100) （有）アールエーシー

JAF-SP-EQ-186-11 R S . 2 0 9 . 1 1 Silverstone RACING
BECHETTS (RSN-200) 〃

JAF-SP-EQ-189-13 R S . 2 3 9 . 1 3 Firelex ZERO-3X （株）グループ・エム

JAF-SP-EQ-190-13 R S . 2 4 0 . 1 3 コンペティションギヤレーシングスーツ
Stage 200 （株）エイチ・ピー・アイ

JAF-SP-EQ-191-13 R S . 2 4 2 . 1 3 コンペティションギヤレーシングスーツ
Stage 300 〃

JAF-SP-EQ-192-13 R S . 2 4 6 . 1 3 Silverstone RACING
RACING SUIT ABBEY（RSN-300）（有）アールエーシー

JAF-SP-EQ-193-15 R S . 2 7 4 . 1 5 JURAN Racing Pro5000α （株）タ ニ ダ

JAF-SP-EQ-194-15 R S . 2 7 5 . 1 5 JURAN Racing Pro6000 〃

JAF-SP-EQ-195-16 R S . 2 8 3 . 1 6 PROGRESS A （株）レアーズ

JAF-SP-EQ-196-16 R S . 2 9 1 . 1 6 ARD-1000 PROGEAR
TYPE-1 Genisys

５ Ｚ Ｉ Ｇ Ｅ Ｎ
インターナショナル（株）

JAF-SP-EQ-197-16 R S . 2 9 2 . 1 6 ARD-1100 PROGEAR
TYPE-SX LT 〃

JAF-SP-EQ-198-16 R S . 2 9 3 . 1 6 ARD-1150 PROGEAR
TYPE-TX 〃
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ＪＡＦ公認番号 ＦＩＡ公認番号 型　　　　　式 製 造 者 名

JAF-SP-EQ-200-18 R S . 3 3 8 . 1 8 Stage-100 （株）エイチ・ピー・アイ

JAF-SP-EQ-201-18 R S . 3 4 3 . 1 8 JURAN 2000α （株）タ ニ ダ

JAF-SP-EQ-202-19 R S . 3 4 8 . 1 9 Firelex ZERO-B （株）グループ・エム

　（2）ＦＩＡ公認耐火炎レーシングスーツ

　　　ａ．次の基準に合致した耐火炎レーシングスーツ
　　　　　‐ＦＩＡ基準8856-2000
　　　ｂ．ＦＩＡ公認耐火炎レーシングスーツには、下記のラベルがスーツの見やす

い部分に貼付されている。ＦＩＡ公認品の証明であるので、取り外さない
こと。

FIA基準8856-2000に従ったFIA公認耐火炎レーシングスーツのラベル

（2012年12月31日までのラベル）

（2013年1月1日以降のラベル）
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　　・ラベルサイズ：100mm×40mm
　　・基準名、製造者名、製造年の文字高：５mm
　　・公認番号の文字高：９mm
　　・ＦＩＡロゴはＦＩＡから入手可能
　３）耐火炎レーシングスーツに施される刺繍または縫い付けられるバッジ

　　　レーシングスーツに直接縫い付ける刺繍は、断熱効果を上げるために、最も外
側の層にのみ縫い付けること。

　　　バッジおよびサインをレーシングスーツに取り付ける場合、熱融着タイプの使
用はせず、また被服類が切断されないこと。バッジの基部となる生地およびバッ
ジをレーシングスーツに縫付ける糸は耐火性でなければならない。

5．耐火炎レーシングシューズ

　１）レース競技では耐火炎レーシングシューズを競技中常に着用すること。
　２）ＪＡＦ公認／ＦＩＡ認定の耐火炎レーシングシューズの着用が義務付けられる。
　（1）ＪＡＦ公認耐火炎レーシングシューズ

　　　ＪＡＦ公認耐火炎レーシングシューズは、以下リストの通り。

FIA基準8856-2000に従ったJAF公認耐火炎レーシングシューズのリスト

 （2019年7月31日現在）

ＪＡＦ公認番号 ＦＩＡ認定 型　　　　　式 製 造 者 名

JAF-SP-EQ-148-05 認定済 ARD-335 ５ Ｚ Ｉ Ｇ Ｅ Ｎ
インターナショナル（株）

JAF-SP-EQ-149-05 〃 ARD-336 〃

JAF-SP-EQ-159-06 〃 CLA-X MID （株）レアーズ

JAF-SP-EQ-187-12 〃 Silverstone RACING SHOES 
BTN-100 （有）アールエーシー

　（2）ＦＩＡ認定耐火炎レーシングシューズ

　　　次の基準に合致した耐火炎レーシングシューズ
　　　‐ＦＩＡ基準8856-2000

6．耐火炎レーシンググローブ

　１）レース競技では耐火炎レーシンググローブを競技中常に着用すること。
　２）ＪＡＦ公認／ＦＩＡ認定の耐火炎レーシンググローブの着用が義務付けられる。
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　（1）ＪＡＦ公認耐火炎レーシンググローブ

　　　ＪＡＦ公認耐火炎レーシンググローブは、以下リストの通り。

FIA基準8856-2000に従ったJAF公認耐火炎レーシンググローブのリスト

（2019年7月31日現在）

ＪＡＦ公認番号 ＦＩＡ認定 型　　　　　式 製 造 者 名
JAF-SP-EQ-169-06 認定済 CLA PRO2000S （株）レアーズ
JAF-SP-EQ-170-07 〃 ARD-260（ProRacer 200X） ５ Ｚ Ｉ Ｇ Ｅ Ｎ

インターナショナル（株）

JAF-SP-EQ-171-07 〃 ARD-261（ProRacer 200CL） 〃

JAF-SP-EQ-172-07 〃 ARD-262（ProRacer 200R） 〃

JAF-SP-EQ-173-08 〃 0055 山 田 辰（株）

JAF-SP-EQ-178-08 〃 ARD-270（ProRacer 300X） ５ Ｚ Ｉ Ｇ Ｅ Ｎ
インターナショナル（株）

JAF-SP-EQ-179-08 〃 ARD-270D（ProRacer 300DX） 〃

JAF-SP-EQ-180-08 〃 ARD-272（ProRacer 300R） 〃

JAF-SP-EQ-181-08 〃 ARD-272D（ProRacer 300DR） 〃

JAF-SP-EQ-183-09 〃 JURAN JRG-01 （株）タ ニ ダ

JAF-SP-EQ-184-10 〃 Firelex A-1N （株）グループ・エム

JAF-SP-EQ-188-12 〃 Silverstone RACING GLOVE
GLN-100 （有）アールエーシー

　（2）ＦＩＡ認定耐火炎レーシンググローブ

　　　次の基準に合致した耐火炎レーシンググローブ
　　　‐ＦＩＡ基準8856-2000

7．耐火炎バラクラバ（目出し帽）

　１）レース競技では耐火炎バラクラバを競技中常に着用すること。
　２）ＪＡＦ公認／ＦＩＡ認定の耐火炎バラクラバの着用が義務付けられる。
　（1）ＪＡＦ公認耐火炎バラクラバ

　　　ＪＡＦ公認耐火炎バラクラバは、以下リストの通り。
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FIA基準8856-2000に従ったJAF公認耐火炎バラクラバのリスト

 （2019年7月31日現在）

ＪＡＦ公認番号 ＦＩＡ認定 型　　　　　式 製 造 者 名

JAF-SP-EQ-133-05 認定済 LE-FM001 （株）レアーズ

JAF-SP-EQ-143-05 〃 ARD-531 ５ Ｚ Ｉ Ｇ Ｅ Ｎ
インターナショナル（株）

JAF-SP-EQ-144-05 〃 ARD-534 〃

JAF-SP-EQ-153-05 〃 JURAN RM001 （株）タ ニ ダ

JAF-SP-EQ-155-05 〃 0072 山 田 辰（株）

JAF-SP-EQ-157-05 〃 LE-FM002 （株）レアーズ

JAF-SP-EQ-158-05 〃 LE-FM003 〃

JAF-SP-EQ-160-06 〃 DES-1001 （有）ベ　　 ア

JAF-SP-EQ-163-06 〃 Firelex FX-TYPE C （株）グループ・エム

JAF-SP-EQ-166-06 〃 ARD-541（１穴） ５ Ｚ Ｉ Ｇ Ｅ Ｎ
インターナショナル（株）

JAF-SP-EQ-167-06 〃 ARD-544（２穴） 〃

　（2）ＦＩＡ認定耐火炎バラクラバ

　　　次の基準に合致した耐火炎バラクラバ
　　　‐ＦＩＡ基準8856-2000

8．耐火炎アンダーウェア、耐火炎ソックス

　１）国際競技においては、ＦＩＡ基準8856-2000に合致したＦＩＡ認定の耐火炎アン
ダーウェア、耐火炎ソックスの着用が義務付けられる。

　２）国内格式以下のレース競技では、ＪＡＦ公認／ＦＩＡ認定の耐火炎ソックスを
競技中常に着用することが義務付けられる。また、ＪＡＦ公認／ＦＩＡ認定の耐
火炎アンダーウェアの着用が推奨され、特に、燃料補給を伴う競技には強く推奨
する。

　３）ＪＡＦ公認の耐火炎アンダーウェア、耐火炎ソックスは、以下リストの通り。
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FIA基準8856-2000に従ったJAF公認耐火炎アンダーウェアのリスト

 （2019年7月31日現在）

ＪＡＦ公認番号 ＦＩＡ認定 型　　　　　式 製 造 者 名

JAF-SP-EQ-134-05 認定済 LE-UW001 （株）レアーズ

JAF-SP-EQ-142-05 〃 ARD-530 ５ Ｚ Ｉ Ｇ Ｅ Ｎ
インターナショナル（株）

JAF-SP-EQ-147-05 〃 ARD-550 〃

JAF-SP-EQ-151-05 〃 JURAN RU001 （株）タ ニ ダ

JAF-SP-EQ-154-05 〃 0060 山 田 辰（株）

JAF-SP-EQ-156-05 〃 LE-UW002 （株）レアーズ

JAF-SP-EQ-161-06 〃 DES-1002（上） （有）ベ　　 ア

JAF-SP-EQ-162-06 〃 DES-1003（下） 〃

JAF-SP-EQ-164-06 〃 Firelex FX-UW057 （株）グループ・エム

JAF-SP-EQ-165-06 〃 ARD-540 ５ Ｚ Ｉ Ｇ Ｅ Ｎ
インターナショナル（株）

JAF-SP-EQ-176-08 〃 ARD-540D 〃

JAF-SP-EQ-177-08 〃 ARD-550D 〃

JAF-SP-EQ-199-17 〃 OPFIRE RESISTANT 
COOLING SHIRT （有）大沼プランニング

FIA基準8856-2000に従ったJAF公認耐火炎ソックスのリスト

（2019年7月31日現在）

ＪＡＦ公認番号 ＦＩＡ認定 型　　　　　式 製 造 者 名

JAF-SP-EQ-135-05 認定済 LE-SO001 （株）レアーズ

JAF-SP-EQ-146-05 〃 ARD-535 ５ Ｚ Ｉ Ｇ Ｅ Ｎ
インターナショナル（株）

JAF-SP-EQ-152-05 〃 JURAN RSX001 （株）タ ニ ダ

JAF-SP-EQ-168-06 〃 0085 山 田 辰（株）

9．ＦＩＡが認定した耐火炎アンダーウェア、耐火炎バラクラバ、耐火炎ソックス、

耐火炎レーシングシューズ、耐火炎レーシンググローブに貼付されるラベル

　　ＦＩＡ基準8856-2000に従ってＦＩＡが認定した耐火炎アンダーウェア、耐火炎
バラクラバ、耐火炎ソックス、耐火炎レーシングシューズ、耐火炎レーシンググロ
ーブには、下記のラベルが貼付されている。ＦＩＡ認定品の証明であるので、取り
外さないこと。　
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（ソックスに使用されるラベル）

�

（2015年12月31日までに製造された
アンダーウェア、バラクラバ、シュ
ーズに使用されるラベル）

�

（2016年１月１日以降の新ラベル）

FIA認定品ラベル貼付位置

T

B

P

S
S

T

B

P

S S

FRONT BACK

Top underwear
either front or back
marking

Balaclava
either front or back
marking

Pants
either front or back
marking

Sock
side marking

（2015年12月31日までのラベル貼付位置）
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B

T T

P

S
S

P

S S

FRONT BACK

Balaclava:
FIA label and FIA holograms on
the front face only

Top:
FIA label and FIA hologram
either on front or back

Pants:
FIA label and FIA hologram
either on front or back

Socks:
FIA label (not FIA hologram)
on the sides

（2016年１月１日以降のラベル貼付位置）

（2015年12月31日までに製造された
グローブに使用されるラベル）

（2016年１月１日以降の新ラベル）
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10．頭部および頸部の保護装置（ＦＨＲシステム）

　１）ＪＡＦあるいはＦＩＡによって認められない限り、頭部や頸部の保護を意図し
てヘルメットに装着するいかなる装置の着用も禁止される。

　２）すべてのレース競技においては、国際モータースポーツ競技規則付則Ｌ項に従
い、ＦＩＡ基準8858に従い公認されたＦＨＲシステムの着用が義務付けられる。
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参考：国際モータースポーツ競技規則付則L項　第3章ドライバーの装備品　抜粋

3.2）使用の条件
　　ＦＨＲシステムは、以下の表に従い、ＦＩＡ承認品のみ着用されなければ
ならない。

ヘルメット（2） テザーシステム
（テザー、テザー留め具およびヘルメット固定点）

FIA 8860（テクニカルリストNo.33およびNo.69）
FIA 8858（テクニカルリストNo.41）
FIA 8859（テクニカルリストNo.49）

FIA 8858（テクニカルリスト No.29）

　　（2）上記1.1項に従い、各選手権においてヘルメットの着用が義務付けられる。

　ＦＨＲデバイスは以下に従って着用する必要がある。：
a）the“Guide and installation specification for HANS® devices in racing 
competition”

または
b）the“Guide and installation specification for Hybrid ＆ Hybrid Pro devices 
in racing competition”

3.3）ＦＩＡ基準8858-2002、8858-2010、8859-2015、8860-2004、8860-2010
および8860-2018適合品との互換性および許される使用

ＦＨＲ
8858-2010

テザー
（テザー留め具を含む）

8858-2010

ヘルメット固定点
8858-2010

ヘルメット
8858-2010、
8859-2015、

8860-2010および
8860-2018

HANS 8858-2002 YES YES YES

テザー
（テザー留め具を含む）

8858-2002
NO 機械的に互換性

があれば YES

ヘルメット固定点
8858-2002 YES 機械的に互換性

があれば NO

ヘルメット
8858-2002および
8858 -2004

YES YES NO

　ＦＩＡ基準8860-2004（Advanced Helmets）およびＦＩＡ基準8858-2002（FHR 
systems and compatible helmets）は2010年に改訂された。上表に示される通
りに使用される場合は、改訂前と改訂後の両方ともFIA基準8859-2015（Premium 
Helmet）と並んで有効である。
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レース競技における安全ベルトに関する細則

1．シートベルト（Seat belt、Safety harnesses）

　　衝突時に、乗員を保護するのが最大の目的であり、モータースポーツの安全性を
より高めるため装備、装着が義務付けられる。競技参加者は、自らを保護するとい
う意識を高めこれらの効果的な装備、装着の重要性を認識する必要がある。

2．シートベルトの形式

　１）少なくとも１本の腰部ストラップと２本の肩部ストラップからなるフルハーネ
ス式（Full harness seat belt）（図１参照）

　２）車体への取り付け点

　（１）腰部ストラップ；２点
　（２）肩部ストラップ；２点
　（３）脚部ストラップ；１点、２点
　３）Ｙタイプ肩部ストラップ（図２参照）：

　　　２本の肩部ストラップを持つが、途中で１本になりそのまま車体へ取り付けら
れるベルト、いわゆる「Ｙ字レイアウト」の肩部ストラップの使用は禁止される。

3．装備、装着

　１）フルハーネス式の４点式以上を装備し、競技中は常に装着すること。（図１、
図３参照）

　　　2015年1月1日以降に公認または登録された車両については、フルハーネス式の
5点式以上を装備することが義務付けられる。

　２）次の何れかの要件を満たしたターンバックル・リリースシステム（Turnbuckle 
release system）を装備すること。（図４参照）

　（１）ＦＩＡ基準8853/98、8854/98および8853-2016に合致した機能を有するもの。
　　　　機能：レバーを左右どちらの方向へ回してもタングプレートをリリースする

もの。
　（２）カムロック式（図４「５点式（例）」参照）
　　　　機能：カムレバーを上下に操作することによりタングプレートを固定／リリ

ースするもの。
　（３）ラッチ／レバー式（図４「６点式（例）」参照）
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　　　　機能：腰部ストラップに平行な面に回転軸を持つレバーを操作することによ
りドライバーの身体を拘束しているストラップを開放するもの。

　（４）その他の基準／規格に合致したもの、あるいは機能を有するものについては、
ＪＡＦに問い合わせること。

　３）幅75mm以上を有する肩部ストラップの装備・装着が義務付けられる。
　　　ただし、ＦＩＡテクニカルリストNo.29に合致したヘッドアンドネックサポー
トを使用し、それに指定されたベルト（図12参照）を使用する場合を除く。

　４）衝突時の、「サブマリン現象」防止の観点から１本または２本の「脚部ストラ
ップ」を追加した５点式（図３参照）もしくは６点式の装備、装着を強く推奨す
る。

　　＊サブマリン現象

　　　「シートベルトを正しく装着していても、衝突時に腰部ストラップ（Lap strap）
が骨盤上を滑りあがり、腹部を圧迫する現象。」

4．車体への取り付け

　１）取り付け位置（Anchor point）

　（１）シートベルトの性能、乗員拘束の効果等その有効性を確保するために、図５
に示す範囲内に装備すること。

　（２）前後位置調整装置を有するシートの場合は、そのどの位置に調整されても、
範囲内に収まるように取り付け位置を選定すること。

　　　①腰部ストラップ（Lap strap）の「車体側取り付け位置：取り付け角度と取り
付け幅」は、「衝突時のサブマリン現象」の発生の防止に関係する。

　　　②肩部ストラップ（Shoulder strap）の「車体側取り付け位置：取り付け角度
と取り付け幅」は、衝突時のエネルギー吸収性能に関係する。

　（３）図５の範囲内に装備、装着が可能であるならば、自動車製造者により設置さ
れた「シートベルト取り付け位置」、「取り付け孔」、「取り付けボルト」等を変
更せずに使用することを推奨する。

　（４）自動車製造者により設置された「シート」が変更されていなければ、シート
の前後位置を調整しても、図５の取り付け範囲内に収まる。

　 2）肩部ストラップのレイアウト（図６参照）

　　　４点式の場合の肩部ストラップは、ロールオーバー等の場合に確実な拘束が期
待できるので、胸部拘束の確実性に有利な「クロス」レイアウトにしなければな
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らない。５点式以上の場合は上記「クロス」レイアウトを推奨する。
　 3）車体側取り付け構造（図７、図８、図９参照）

　　　自動車製造者が設置した「取り付け部（取り付けネジ部）：Anchor」を使用し
ないで新たに設置する場合は以下によること。

　（１）構　造
　　　①取り付けボルトは、ベルト張力が「せん断」で作用する構造で使用すること

が望ましい。
　　　②自動車製造者あるいはシートベルト製造者により他の構造が提供された場合

はそれに従うこと。
　　　③肩部ストラップの車体への取り付け点をロールケージとする場合は、国際モ

ータースポーツ競技規則付則Ｊ項第253条6.2）に従うこと。
　（２）強　度
　　　①自動車製造者により設置された取り付け構造と同等以上の強度を有すること。
　　　②以下を目標とする。
　　　　・腰部ストラップ取り付け部：静的引張荷重1,470daNの負荷に耐えること。
　　　　・肩部ストラップ取り付け部：静的引張荷重1,470daNの負荷に耐えること。
　　　　・脚部ストラップ取り付け部：静的引張荷重720daNの負荷に耐えること。
　　　③取り付け金具、ボルト、ナット、ワッシャー、補強プレート等で構成され、

自動車製造者により設置された取り付け構造例に倣って取り付ければ、目標
強度は満足できる。

　　　④２本のストラップに対し１個の取付け点である場合（肩部ストラップについ
ては禁止）は、考慮される負荷は、要求される負荷の総計に等しくなければ
ならない

　　　⑤取り付け具のボルト、ナットは以下とする。（JIS B0208参照）

材料 ネジ呼び名 ナット有効ネジ高さ
S38C～S45Cまたは同等 7/16-20UNF-2A/2B 10mm以上

　　　⑥取り付け部はいかなる場合も「２mm」以上動いてはならない。
　 4）補強板

　（１）新たに設置される取り付け点は、以下の補強板により補強すること。（図10
参照）
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　（２）補強板断面は、設置する場所の車体板形状に一致させること。

材質 板厚 大きさ（有効面積） 車体への固定
SPHCまたは同等 ｔ＝3.0mm以上 40cm2以上 溶接

　 5）改造、加工の禁止

　　　　自動車製造者、あるいはシートベルト製造者によりシートベルトに当初から
組み込まれ、あるいは構成されている以下の部品は一切改造、加工してはなら
ない。

　（１）ストラップ（Strap）
　（２）バックル（Buckle）
　（３）タング（Tongue）
　（４）取り付け具（Anchor plate）
　（５）ボルト（Bolt）
　（６）ワッシャー（Washer）
　（７）その他構成部品
　６）ＦＩＡ国際モータースポーツ競技規則付則Ｊ項第253条に定められた取り付け
方法も許される。

フルハーネス式シートベルト（Full harness seat belt）（図１）

1．ターンバックル
2．取り付け金具
3．腰部ストラップ
　（ベルト）
　（ウエビング）
4．肩部ストラップ
　（ベルト）
　（ウエビング）
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Ｙタイプの肩部ストラップ（図 2）

ガイド

ストラップ
（ウエビング）

ストラップ
（ウエビング）

ガイド

※使用は禁止される。

フルハーネス式の 5点式シートベルト（図 3）

1．脚部ストラップ
　（ベルト）
　（ウエビング）
2．取り付け金具
3．タングプレート

ターンバックル・リリースシステム（図 4）

４点式（例－１）

レバー

肩部ストラップ 肩部ストラップ

腰部ストラップ 腰部ストラップ

ターンバックル
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４点式（例－２）

レバー

肩部ストラップ 肩部ストラップ

腰部ストラップ 腰部ストラップ

ターンバックル

５点式（例）

脚部ストラップ

肩部ストラップ

カムレバー

肩部ストラップ

腰部ストラップ 腰部ストラップ

６点式（例）

脚部ストラップ

肩部ストラップ

腰部ストラップ

肩部ストラップ

レバー

腰部ストラップ
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車体側の取り付け位置（図 5）

70°
35° 20°

20°
35°

70°

10
°

45° 肩部
ス
ト
ラ
ッ
プ
範
囲

35°

20
°

25°

75
°

腰部ストラップ範囲

腰部ストラップ範囲

肩部ストラップ範囲

肩部ストラップ範囲

腰部ストラップ範囲

腰部ストラップ範囲

肩部ストラップ範囲

肩部ストラップ範囲

100mm

脚部ストラップ範囲

100mm

70mm

70mm

脚部ストラップ範囲

；座位中心点

肩部ストラップのレイアウト（図 6）

座位中心線
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全般的な取り付け方法（図 7）

車両のシャシーに固定される
補強用の鋼鉄板であること

ボルトは引っ張りではなく、 
せん断力に作用することが
望ましい。

肩部ストラップの取り付け方法（図 8）

シャシーへ固定される板および
反対側から補強板で補強される
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脚部ストラップの取り付け方法（図 9）

補強板は車両のシャシーへ 
固定される

車体側の補強板（図10）

R



－597－－597－

レース競技における安全ベルトに関する細則

5．維持、管理と寿命

　１）ストラップは使用頻度、あるいは化学薬品や太陽光線により劣化するので、常
にその状況を点検、確認すること。

　２）一部が切断したり、擦り切れたストラップは交換すること。
　３）ストラップにベンジンや、ガソリン等の有機溶剤を付着、浸透させてはならな
い。

　　　付着、浸透させた場合は性能が落ち、十分な効果を発揮できなくなる恐れがあ
るので、交換すること。

　４）バックル、タング等の金属部品に曲がり、変形、錆、作動不良等の劣化が認め
られた場合は、交換すること。

　５）万一事故により、シートベルトに強い衝撃を受けた場合、ストラップ、構成部
品等の外観に異常がなくても再使用してはならない。

　６）ラベルに表示されている有効期限を越えて使用してはならない。

図11：ラベル表示例（ＦＩＡ基準8853/98、8854/98）

not valid after
2017

FIA D-999.T/98
FIA B-000.T/98

not valid after
2017

Manufacturer harness ltd

MANUFACTURER

FIA D-999.T/98
FIA B-000.T/98

図12：ヘッドアンドネックサポート用として指定されたベルトのラベル表示例

not valid after
2017

For HANS use only

FIA D-999.T/98
not valid after
2017

Manufacturer harness ltd

MANUFACTURER

For HANS use only

FIA D-999.T/98
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レース競技における安全ベルトに関する細則

参考：ＦＩＡ基準8853/98または8854/98に従ってＦＩＡに公認された日本製安全ベ

ルトの一覧

（2019年7月31日現在）

ＦＩＡ公認番号 製品名 製造者名 適用基準 車体への取付点数

D-144.T/98 TK-MPH-360 タカタ（株） 8853/98 ６

C-145.T/98 TK-MPH-350 〃 〃 ５

B-146.T/98 TK-MPH-340 〃 8854/98 ４

D-147.T/98 TK-MPB-001 〃 8853/98 ６

D-190.T/98 TK-MPH-360F 〃 〃 〃

D-204.T/98 TK-MPB-020SLL 〃 〃 〃

B-214.T/98 TK-MPH-341 〃 8854/98 4

C-215.T/98 TK-MPH-351 〃 8853/98 5

D-216.T/98 TK-MPH-361 〃 〃 6

D-217.T/98 TK-MPH-361F 〃 〃 〃

D-218.T/98 TK-MPH-381F 〃 〃 〃

D-232.T/98 TK-MPH-362 〃 〃 〃

D-233.T/98 TK-MPH-362F 〃 〃 〃

D-234.T/98 TK-MPH-382F 〃 〃 〃

D-235.T/98 TK-MPB-021DU2 〃 〃 〃

D-236.T/98 TK-MPB-021SU2 〃 〃 〃

D-237.T/98 TK-MPB-021SUT 〃 〃 〃

D-283.T/98 TK-MPB-021LMS 〃 〃 〃

B-298.T/98 HPI-500 （株）エイチ・ピー・アイ 8854/98 ４

D-299.T/98 HPI-501 〃 8853/98 ６

D-322.T/98 OOB-CRH-6 （株）キャロッセ 8853/98 ６

D-323.T/98 OOB-CRH-4 〃 8854/98 ４
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ラリー競技に参加するクルーの装備品に関する細則

ラリー競技に参加するクルーの装備品に関する細則

　装備品は、乗員の保護が最大の目的であり、モータースポーツの安全性をより高め
るため各種の装備が必要となる。
　競技運転者は、自らを保護するという認識のもと、モータースポーツに適した装備
品を装着する必要がある。
　ＪＡＦ／ＦＩＡは、競技用ヘルメット、耐火炎レーシングスーツなど主な装備品に
ついて公認しているので、参加する競技に適した装備品を選定すること。きつ過ぎる
着衣は保護能力を引き下げてしまうので、着用者はきつ過ぎない着衣を身に着けるこ
と。
　競技会特別規則等が本細則より厳しい装備品（種類、仕様等）を指定している場合
は、それに従うこと。

1．ヘルメット

　　下記のいずれかに該当するもの。国内格式競技においては２）を推奨する。国際
格式競技においては国際競技規則に従うこと。

　１）本編細則「スピード競技用ヘルメットに関する指導要項」に従ったもの。
　２）本編細則「レース競技に参加するドライバーの装備品に関する細則」に従った

もの。

2．レーシングスーツ

　　下記のいずれかに該当するもの。国内格式競技においては２）を推奨する。国際
格式競技においては国際競技規則に従うこと。
　１）以下の条件を満たすもの。
　　①全体が一体式となった（いわゆるレーシングスーツ）形状であること。
　　②表地が防炎性素材生地であること。
　　③１枚（１層）以上の防炎性素材生地の裏地を有していることが望ましい。
　　④救出の際に利用できる肩位置の引き手（肩章）を有することが望ましい。
　２）本編細則「レース競技に参加するドライバーの装備品に関する細則」に従った
もの。
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3．頭部および頸部の保護装置（ＦＨＲシステム）

　１）ＪＡＦあるいはＦＩＡによって認められない限り、頭部や頸部の保護を意図し
てヘルメットに装着するいかなる装置の着用も禁止される。

　２）国際格式の競技においては、国際モータースポーツ競技規則付則Ｌ項に従い、
ＦＩＡ基準8858に従い公認されたＦＨＲシステムの着用が義務付けられる。

　３）国内格式以下の競技において、頭部および頸部の保護装置を使用する場合は、
以下に従うこと。

　（１）ＦＩＡ基準8858に従い公認されたＦＨＲシステムを使用すること。
　（２）ＦＨＲシステムは、ＦＩＡテクニカルリストNo.33、No.41、No.49もしくは

No.69に列記されている当該装置に適合するヘルメットと共に着用しなければ
ならない。

　（３）テザー取り付け点がヘルメット製造者により当初から装着されているヘルメ
ットの使用が推奨される。また、公認されたテザーを使用すること。

　（４）ＪＡＦあるいはＦＩＡによって認められた装置をヘルメットに装着する場合
には、ヘルメット製造者および頭部／頸部保護装置製造者が指定した工場、代
理店などに委ねること。

国内格式以下の競技における頭部および頸部の保護装置を使用する場合の条件

①②③

④

① 頭部の動きを抑制する装置 FIA基準8858に合致したＦＨＲシステムを使用すること。

② テザー FIA基準8858に合致したテザーを使用すること。

③ テザー取付点 ヘルメットメーカーが認証したテザー取付点を使用すること。

④ ヘルメット ＦＨＲシステムに適合するものでなくてはならない。
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ロールケージ製造者のロールケージＪＡＦ公認申請手続きに関する細則

ロールケージ製造者のロールケージＪＡＦ公認申請手続きに関する細則

１）申請者の資格：
　①ＪＡＦ登録団体
　②ＦＩＡが定める当該年の安全ケージ公認規定（以下「公認規定」という。）の第
２項に基づき以下の証明をＪＡＦに提出し、承認を得ること。

　　－使用する材質が出所を追跡することのできる証明書を有していること。
　　－使用する溶接方法が堅実で均一な溶接を提供するものであり、試験機関のテス

トにより定期的に検査が行われていること。
　　－監査可能な社内の品質基準と製造工程により作業され、これらが維持され、定

期的に最新のものにされていること。
　③代表する有資格技術者の登録
２）対象車両：ＦＩＡおよび／またはＪＡＦ公認車両、あるいはＪＡＦ登録車両
３）申請条件：
　①公認規定2.1）「設計に関する規定」を満たすこと。
　②付則Ｊ項第253条8.3.3）の要件に合致した鋼材を使用したロールケージに対しては、
公認規定に基づく静荷重試験は不要であるが、公認規定2.3.4）に基づく計算報告
書（ＦＩＡ承認機関または当該自動車メーカーが実施、ロールケージ製造者の自
社計算結果は認めない）を提出すること。

　③付則Ｊ項第253条8.3.3）の要件に合致しない鋼材を使用する場合には、公認規定
2.3）に基づく静荷重試験をＦＩＡ承認試験機関において実施し、その報告書を提
出すること。併せてＦＩＡ承認試験機関による計算報告書を提出することとし、
静荷重試験結果との相関が立証されたならば、次回以降の当該申請者からの公認
申請に際しては、計算報告書の提出を以って静荷重試験に代えることができる。

４）申請の審査と公認の発効：
　　モータースポーツ専門部会規定に基づきマニュファクチャラーズ部会において審
査される。申請者は原則として同部会に出席し説明を行わなければならない。

　　公認は、審査を行ったマニュファクチャラーズ部会開催月の末日から有効となる。
５）申請料：
　　自動車競技に関する申請・登録等手数料規定の「第22条 車両公認申請料」を適用
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する。
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Ｓ－ＦＪ車両規定の競技会用実施細則

Ｓ－ＦＪ車両規定の競技会用実施細則

　2020年ＪＡＦ国内競技車両規則第１編レース車両規定第10章「スーパーＦＪ（Ｓ－
ＦＪ）」車両規定に関し、下記の事項を「Ｓ－ＦＪ車両規定の競技会用実施細則」と
して適用する。

1．エンジン

　　使用できるエンジンは、ＪＡＦに申請し、承認を受けたエンジンのみである。
（１）エンジンおよび補機の改造限度
　　　エンジンおよび補機については改造、加工、修正を禁止する。
（２）エンジンコントロールユニット
　　　エンジン制御のために使用できるエンジンコントロールユニットは、ＪＡＦに
申請し、承認を受けたエンジンコントロールユニットのみである。

（３）エンジンの搭載
　　①エンジンのクランクシャフト中心軸高さは、フラットボトムを形成する上面よ

り185mm以上とする。
　　②クランクシャフトの中心軸（車両を横方向から見た時のクランクシャフト中心

軸）は、フラットボトム面と平行であること。
　　③車両を前方あるいは後方から見て、シリンダー上面は水平（±２度）に位置す

ること。

2．シャシー

（１）トランスミッション：
　　①使用できるギアボックスは、ＪＡＦに申請し、承認を受けたギアボックスのみ

である。
　　②使用できる変速ギアおよびデフギアは、ＪＡＦに申請し、承認を受けたものの

みである。
（２）ウイング：
　　①フロントウイング、リアウイングは下図の座標を持つウイングとする。
　　②各ウイングは１枚構造で使用すること。翼端板は取り付けを必要とし、ガーニ
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Ｓ－ＦＪ車両規定の競技会用実施細則

ーフラップ等、他の空気力学的装置の付加は禁止される。
　　③予選／決勝レース時に各ウイングを取り外してはならない。

ウイング形状

Point A B C D E F G H I

X 2.97 16 114.1 158.64 193 166 95 32 -1.33

Y 8.43 10.5 13.33 15.46 26.5 6.5 -20 -20.5 -4.91

E

直線

直線

167

10
17
.5

75

78.3

83

4-4.2

R 284.1

R 240

R 200

R 824.7R 
54
.7

R 7.9

R 80

13

R 1.5

D

F

G

CBA

I

H

3．タイヤ

（１）ＪＡＦの承認のもとでオーガナイザーによって指定されたタイヤを使用するこ
と。

（２）ハンドカットによるタイヤの加工（溶剤の塗布を含む）を禁止する。
（３）公式予選、決勝レースを通じて競技会に使用するドライタイヤは１セットのみ
とする。

　　　なお、競技中のタイヤ交換は外的要因（パンク等）により競技長の許可を得た
場合以外は認められない。
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Ｆ４車両規定の競技会用実施細則

Ｆ４車両規定の競技会用実施細則

　2020年ＪＡＦ国内競技車両規則第１編レース車両規定第11章「フォーミュラ４（Ｆ４）」
車両規定に関し、下記の事項を「Ｆ４車両規定の競技会用実施細則」として適用する。

1．タイヤ

（１）ＪＡＦ承認のもとでオーガナイザーによって指定されたタイヤを使用すること。
（２）ハンドカットによるタイヤの加工（溶剤の塗布を含む）を禁止する。
（３）公式予選、決勝レースを通じて競技会に使用するドライタイヤは１セットのみ
とする。

　　　なお、競技中のタイヤ交換は外的要因（パンク等）により競技長の許可を得た
場合以外は認められない。

2．エアリストリクター

　　ＪＡＦ承認のもとでオーガナイザーによって指定されたエアリストリクター径を
遵守すること。
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ＪＡＦ／ＦＩＡ公認の安全燃料タンク

ＪＡＦ／ＦＩＡ公認の安全燃料タンク

　参加者は安全燃料タンクを使用するときには、ＪＡＦおよび／またはＦＩＡ公認の
製造者によって造られた安全燃料タンクを使用しなければならない。ＪＡＦおよび／
またはＦＩＡの公認を得るためには、製造者はその製品が一定の品質を保ちうること
と、ＪＡＦおよび／またはＦＩＡによって認められた基準に合致していることを証明
しなければならない。ＪＡＦおよび／またはＦＩＡ公認のタンク製造者は、公認基準
に合致したタンクのみを顧客に納品することが義務付けられる。
　ＪＡＦおよび／またはＦＩＡは、関係製造者によって提出された書類を検討したう
え、技術仕様を承認する権利を留保する。

基準：すべての燃料ブラダーはＦＩＡ基準FT3-1999、FT3.5-1999またはFT5-1999に
合致していなければならない。

　　　これらのタンクの技術仕様書はＦＩＡ事務局に申し込めば入手できる。

燃料ブラダーの耐用年数：
　製造後、５年を経過した燃料ブラダーを使用することは禁止される。ただし、製造
後５年を経過した燃料ブラダーを燃料ブラダーの製造者が検査を行い、再保証した場
合については、更に２年間、当該燃料ブラダーを使用することができるが、製造後７
年を越えて使用することはできない。

ＪＡＦ公認安全燃料タンク一覧

公認№ 公認年月日 製造者名 備考 公認有効期限

JST-001 1977.12.31 日本コンストラクターズユニオン S-FJ用 2019.12.31

（注）上記安全燃料タンクの耐用年数は、製造後５年である。
　　　参加者はその耐用年数について十分な配慮をしなければならない。
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ＪＡＦ／ＦＩＡ公認の安全燃料タンク

ＦＩＡ基準に従い製造された燃料ブラダーに貼付されるラベル例

（2003年 6月１日以降製造のブラダーに貼付義務付け）

（2012年12月31日までのラベル）　　

（2013年1月1日以降のラベル）　　

再保証した場合のラベル例

　上記ラベルに近接して（下方が好ましい）貼付される。
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スピード競技用ヘルメットに関する指導要綱

スピード競技用ヘルメットに関する指導要綱

　スピード競技では、ＪＡＦ公認競技用ヘルメット、国際モータースポーツ競技規則
付則Ｊ項のテクニカルリストに記載された基準、または、下記2．の規格に適合する
競技用ヘルメットを競技中常に装着すること。
1．JAF公認競技用ヘルメット

　　ａ．ＪＡＦ公認競技用ヘルメットのリストは、「レース競技に参加するドライバ
ーの装備品に関する細則」を参照のこと。

　　ｂ．ＪＡＦ公認競技用ヘルメットには、下記の公認シールが貼付されている。
　　　　ＪＡＦ公認品の証明であるので、取り外さないこと。

JAF公認シール

　　　　　見本：
JAF公認№JAF-SP-EQ-000-04

公認番号公認年
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スピード競技用ヘルメットに関する指導要綱

JAF公認競技用ヘルメットのリスト（2019年7月31日現在）

JAF公認No. 品　　　　名 形　式

Ｊ Ｐ Ｈ ０ ０ １ GPエキスパート （アライ） フルフェイス
 　 〃　 ０ ０ ２ エルゴノミック01　 （ローヤル） 〃
　 〃 　 ０ ０ ３ MPAエメ9　　 （　〃　） 〃
 　 〃 　 ０ ０ ４ GPエキスパート　 （アライ） 〃
 　 〃 　 ０ ０ ５ ノランN33　　 （極　東） 〃
 　 〃 　 ０ ０ ６ ノランN34 　　 （　〃　） 〃
　 〃　 ０ ０ ７ ノランN42 　　 （　〃　） 〃
 　 〃 　 ０ ０ ８ ノランN35AIR　 （　〃　） 〃
JAF-SP-EQ-073-89 GPN CLC　　 （アライ） 〃
JAF-SP-EQ-074-89 GP-U　　 （　〃　） 〃
JAF-SP-EQ-086-90 GP-2K　　 （　〃　） 〃
JAF-SP-EQ-101-93 GP-3K　　 （　〃　） 〃
JAF-SP-EQ-115-96 GRV-SR／GRV-4　 （SHOEI） 〃
JAF-SP-EQ-116-96 X-Four-Light／X-Four　（　〃　） 〃
JAF-SP-EQ-117-97 SX-3　　 （　〃　） 〃
JAF-SP-EQ-121-98 X-Four-Light2／X-Four （　〃　） 〃
JAF-SP-EQ-123-01 VJ-SR （　〃　） オープンフェイス

2．各規格

　　１）日本工業規格（ＪＩＳ）乗車用安全帽（JIS T8133：2015 ２種）の基準に合致
したヘルメット（旧規格JIS T8133:1997のＣ種、JIS T8133：2000およびJIS 
T8133：2007適合品を含む）

　　　　帽体の形状がハーフ形、スリークォーターズ形のもの、および２輪用特殊ヘ
ルメットは使用できない。

　　　　　　⎧２輪用特殊ヘルメット　・トライアル用⎫
　　　　　　｜　　　　　　　　　　　・オフロード用｜
　　　　　　⎩　　　　　　　　　　　・モトクロス用⎭
　　２）ＳＮＥＬＬ規格
　　３）British Standards Institution BS6658-85 types A and A/FR including all 
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amendments (Great Britain)
　　４）SFI Foundation Inc., SFI spec 31.1 and SFI spec 31.2 (USA)
　　５）SIS 88.24.11(2) (Sweden)
　　６）DS 2124.1 (Denmark)
　　７）SFS 3653 (Finland)
　　８）ONS/OMK (Germany) (black on white, black on blue, blue on white or red on 

white labels only)
　　９）NF S 72 305 (France)
　　10）E22 (Commission of the European Economic Communities) with the 02, 03 ,  

04 or 05 series
　　　　上記基準に合致したヘルメットには、下記のラベルが貼付されている。
　　　　基準合致の証明であるので取り外さないこと。

SNELL FOUNDATION (USA)

SA 90

SA 2000

M 95

SA 95

SA 2005

M2000

M 2005

K 98
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B.S.I. (GREAT BRITAIN)

BS 6658-85 TYPE A BS 6658-85 TYPE A/FR

SFI (USA) 

SFI SPEC 31.1 SFI SPEC 31.2

SIS 88.24.11 (2) (SWEDEN) 
DS 2124.1 (DENMARK)
SFS 3653 (FINLAND)

ONS/OMK/GERMANY 

AFNOR (FRANCE)　　　　　　　C.E.E./E.E.C. (EUROPE)

NF S 72 305 E 22
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3．車両形式、競技形式などによるヘルメット種別の適用

　　１）オープンカー
　　　　フルフェイス型ヘルメットを着用すること。（但し、競技会特別規則で特別

の定めがある場合を除く。）
　　２）クローズドカー
　　　　フルフェイス型ヘルメットの着用を推奨する。（但し、競技会特別規則で特

別の定めがある場合を除く。）
4．改造、加工の禁止

　　ヘルメット製造者が認めた方法および当該ヘルメット型番に認証を与えた基準機
構が認めた方法を除き、ヘルメットに対し一切の改造、加工をしてはならない。

5．保護能力

　　１）塗料はヘルメットの帽体の素材と反応し、その保護能力に影響を与える可能
性がある。ヘルメット製造者が定めたヘルメットの装飾、塗装に関する制限事
項、あるいは指導要綱に従うこと。

　　２）ヘルメットに強い衝撃を受けた場合、外観に異常がなくても保護能力が劣化
している場合もある。ヘルメット製造者、あるいはヘルメット製造者が指定し
た工場、代理店などに専門的判断を委ねること。

6．使用限度

　　製造後「10年」を経過したものを使用してはならない。
7．頭部および頸部の保護装置（ＦＨＲシステム）

　１）ＪＡＦあるいはＦＩＡによって認められない限り、頭部や頸部の保護を意図し
てヘルメットに装着するいかなる装置の着用も禁止される。

　２）国際格式の競技においては、国際モータースポーツ競技規則付則Ｌ項に従い、
ＦＩＡ基準8858に従い公認されたＦＨＲシステムの着用が義務付けられる。

　３）国内格式以下の競技において、頭部および頸部の保護装置を使用する場合は、
以下に従うこと。

　（１）ＦＩＡ基準8858に従い公認されたＦＨＲシステムを使用すること。
　（２）ＦＨＲシステムは、ＦＩＡテクニカルリストNo.33、No.41、No.49もしくは

No.69に列記されている当該装置に適合するヘルメットと共に着用しなければ
ならない。

　（３）テザー取り付け点がヘルメット製造者により当初から装着されているヘルメ
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ットの使用が推奨される。また、公認されたテザーを使用すること。
　（４）ＪＡＦあるいはＦＩＡによって認められた装置をヘルメットに装着する場合

には、ヘルメット製造者および頭部／頸部保護装置製造者が指定した工場、代
理店などに委ねること。

国内格式以下の競技における頭部および頸部の保護装置を使用する場合の条件

①②③

④

① 頭部の動きを抑制する装置 FIA基準8858に合致したＦＨＲシステムを使用すること。

② テザー FIA基準8858に合致したテザーを使用すること。

③ テザー取付点 ヘルメットメーカーが認証したテザー取付点を使用すること。

④ ヘルメット ＦＨＲシステムに適合するものでなくてはならない。
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ラリー競技およびスピード競技における安全ベルトに関する指導要綱

1．シートベルト（Seat belt、Safety harnesses）

　　衝突時に、乗員を保護するのが最大の目的であり、モータースポーツの安全性を
より高めるため装備、装着が義務付けられる。競技参加者は、自らを保護するとい
う意識を高めこれらの効果的な装備、装着の重要性を認識する必要がある。

2．シートベルトの形式

　１）２点式（Two point seat belt）

　　・腰部を拘束するため、腰の両端から腰前部に着用する２点支持形式のもの。
　　・衝突時の乗員の拘束性は、３点式に比べ劣る。
　　・車体への取り付け点数：２点
　 2）３点式（Three point seat belt）（図１参照）

　　・腰部および胸部を拘束するため、２点式に加え肩にも着用する３点支持形式の
もの。

　　・衝突時の乗員保護性能に優れ、実用性も高く最も標準的な形式。
　　・車体への取り付け点数：３点
　 3）フルハーネス式（Full harness seat belt）（図２参照）

　　・少なくとも、１本の腰部拘束用ベルトと２本、またはそれ以上の胸部拘束用ベ
ルトからなる形式のもの。

　　・拘束性は１番優れている。
　　・車体への取り付け点数：３点、４点、５点、６点
　　・Ｙタイプ（図３参照）：
　　　　２本の胸部拘束用ベルトを持つが、途中で１本になりそのまま車体へ取り付

けられるベルト、いわゆる「Ｙ字レイアウト」の胸部拘束用ベルトの使用は禁
止される。

3．競技における装備、装着

　１）自動車製造業者により装備されたものと同等以上の機能、性能を有する３点式
以上を乗員の数だけ装備し、競技中は常に装着すること。

　２）３点式においては「押しボタン式バックル（Enclosed push button buckle）：
ボタンを押し込んでタングプレートを解離するバックル」を装備すること。（図



－615－－615－

ラリー競技およびスピード競技における安全ベルトに関する指導要綱

５参照）

３点式シートベルト（Three point seat belt）（図１）

　　　　　１．タングプレート
　　　　　２．バックル
　　　　　３．取り付け金具
　　　　　４．腰ベルト
　　　　　　　（ストラップ）
　　　　　　　（ウエビング）
　　　　　５．肩ベルト
　　　　　　　（ストラップ）
　　　　　　　（ウエビング）
　　　　　６．ベルトガイド

フルハーネス式シートベルト（Full harness seat belt）（図 2）

　　　１．タングプレート
　　　２．バックル
　　　３．取り付け金具
　　　４．腰ベルト
　　　　　（ストラップ）
　　　　　（ウエビング）
　　　５．肩ベルト
　　　　　（ストラップ）
　　　　　（ウエビング）
　　　６．ベルトガイド

5

6

4

1 2

3

4

5

4

1 2

3
4

1
1

5

6

6
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フルハーネス式の５点式シートベルト

　　　１．脚ベルト
　　　２．取り付け金具

Ｙタイプの肩ベルト（図 3）

ガイド ガイド

ベルト
（ウエビング）

ベルト
（ウエビング）

※使用は禁止される。

肩ベルトのレイアウト（図 4）

座位中心線

押しボタン式バックル（図 5）

1
2
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4．車体側への取り付け

　１）シートベルトの取り付け位置は一般的には下図に示す範囲内で装備、装着する
ことが好ましい。

　　　ラップベルト取り付け具の間隔はシート幅以上であることが望ましい。
図 6　好ましくない取り付け具位置とベルト角度

ベルト自体の伸びが
不足する

取り付け具

取り付け具
後部シート

上下のおさえが不足する

　　　　取り付け具は器具本体およびボルト、ナット、座金、補助座金などで構成さ
れ、各取り付けは単式とする。

　　　　車体側に固定する取り付け具のボルト、およびナットのネジは下記の通りと
する。

ネジの呼び名
および等級

ナットの有効
ネジ部の長さ

ボルトの
引張荷重

7／16－20UNF－2A
および2B 約10mm 2，270㎏f

｛22．26ＫＮ｝
（ねじはJISB－0208を参照）

　　　　取り付け部はいかなる場合でも２mm以上動いてはならず、車体構造上の必
要により補助座金を付けなければならないとき、もしくはメーカーの取り付け
部を使用しないで新設する場合は、必ず次の補助座金を使用しなければならな
い。

　　　　補助座金は鋼鉄製とし、ボルト穴の径はＪＩＳ Ｂ1001の２級以上とし、座
金のかどは半径６mm以上の丸、または６mm以上の45度面取りを行うこと。
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　　　　座金の寸法は下記の通りとする。

板厚（mm） 有効面積
（cm2）

座金の縁からボルト
穴中心までの距離

（mm）

1．5以上 25以上 12以上

図 7　取り付け具の種類

単式取り付け具

複式取り付け具

図 8　座金のかど

半径６mm以上
６mm以上
45°面取り

　２）改造、加工の禁止
　　　自動車製造者、あるいはシートベルト製造者によりシートベルトに当初から組
み込まれ、あるいは構成されている以下の部品は一切改造、加工してはならない。

　（１）ストラップ（Strap）
　（２）バックル（Buckle）
　（３）タング（Tongue）
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　（４）取り付け具（Anchor plate）
　（５）ボルト（Bolt）
　（６）ワッシャー（Washer）
　（７）その他構成部品
　３）その他について
　（１）ウエビングの取り付け具への通し方は、下図の方法がゆるみに対して効果的

である。

図 9　ベルトの通し方
ベルト
（ウェビング）

取り付け具 取り付け具

（日本式） （アメリカ式）

ベルト
（ウェビング）

　（２）肩ベルトの車体への取り付け点をロールケージとする場合は、国際モーター
スポーツ競技規則付則Ｊ項第253条6.2に従うこと。

　（３）「レース競技における安全ベルトに関する細則」に従った取り付け方法につ
いてもその使用が認められる。

5．維持、管理と寿命

　１）ウエビングは使用頻度、あるいは化学薬品や太陽光線により劣化するので、常
にその状況を点検、確認すること。

　２）一部が切断したり、擦り切れたウエビングは交換すること。
　３）ウエビングにベンジンや、ガソリン等の有機溶剤を付着、浸透させてはならな
い。

　　　付着、浸透させた場合は性能が落ち、十分な効果を発揮できなくなる恐れがあ
るので、交換すること。

　４）バックル、タング等の金属部品に曲がり、変形、錆、作動不良等の劣化が認め
られた場合は、交換すること。

　５）万一事故により、シートベルトに強い衝撃を受けた場合、ウエビング、構成部
品等の外観に異常がなくても再使用してはならない。
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レース車両の排気音量測定に関する指導要綱

　本指導要綱は、ＪＡＦ公認レース競技会のオーガナイザーが開催場所の排気音量の
影響を考慮し、当該競技会の特別規則で最大値を規定する場合の測定方法として、Ｊ
ＡＦモータースポーツ専門部会・技術部会が検討したものである。

1．測定の条件

　1-1　測定する車両の状態

　　　　測定を受ける車両は十分な暖機運転を行った後、手動変速機付車両はクラッ
チを接続した状態の中立位置、自動変速機付車両は中立位置の状態とする。

　1-2　測定車両は、参加者によりエンジンの回転数を最大出力時の回転数の75％
±100rpmで無負荷運転を続け、その間の音量の最大値が測定される。

　1-3　測定する場所

　　　　測定場所は屋外の平坦な路面で、車両の最外側から少なくとも１ｍの範囲が
舗装され、車両およびマイクロホンから３ｍ以上に音響障害物がないこと。

　1-4　暗騒音の考慮

　　　　測定時の周囲の音量レベル（暗騒音）が測定された排気音量レベルに対し
10dB（Ａ）より低い場合は測定値は有効とする。

2．測定装置

　　　　ＪＩＳ（Ｃ1505と同等）の検定を有する音量測定機器を用い、Ａ特性を使用
する。

3．測定の方法

　3-1　マイクロホンの位置

　　　　マイクロホンは排気口と同じ高さで水平に保ち排気口に向ける。
　　　　排気ガスの流れの中心とみなされる軸に対し45°±10°の角度の範囲内とす

る。
　　　　排気口が２個以上ある場合は大きい方で、同サイズの場合は前後では後方、

幅は外側で測定する。
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　　　　排気口が車両の両側にある場合にはコースの外側のもので測定する。
　3-2　排気口と測定器間の距離は下記の音量対比表を参考に選択できる。
　　　　ただし、最大規制音量は表中の２重枠内の値を超えないこと。

距離m 音量レベル　dB（Ａ）

３ １２０ １１０ １０５ １００   ９０

２ １２４ １１４ １０９ １０４   ９４

１ １３０ １２０ １１５ １１０ １００

０.５ １３５ １２５ １２０ １１５ １０５

　　　参考
　　　PWL　≒　SPL＋20logr＋8
　　　PWL：音源のパワーレベル
　　　SPL：ｒm離れた位置での音圧レベル

　3-3　これ以外の測定方法を用いる場合はその詳細を特別規則に明記すること。
　　　（下図に従った走行中の競技車両に対する音量測定が推奨される。）

∞

プリンター

機器
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ラリー車両およびスピード車両 
（Ｐ車両、ＰＮ車両、Ｎ車両、ＳＡ車両、ＳＡＸ車両、Ｂ車両、ＡＥ車両） 

の排気音量測定に関する指導要綱

　本指導要綱は、ＪＡＦ公認競技会特別規則書に規定することにより排気音量測定を
行う場合の測定値および測定方法として、道路運送車両の保安基準に準拠したもので
ある。

1．測定自動車の状態

　　測定自動車は適当な速度で走行することにより十分暖機されている状態であるこ
と。

2．測定機器等の調整等

2.1　騒音測定装置

2.1.1　騒音計等

　一　騒音を測定する装置は、次のいずれかに掲げるものであり、使用開始前に十分
暖機し、その後校正を行った上で使用すること。

　　（1）騒音計は、ＪＩＳ Ｃ1505-1988「精密騒音計」によるもの又はこれと同等の
性能を有するものであること。

　　（2）音量計は、道路運送車両法施行規則第57条第１項第４号に定める技術上の
基準に適合しているものであること。

　二　周波数補正回路の特性は、Ａ特性とする。
　三　指示機構の動特性は、「速い動特性（ＦＡＳＴ）」を有する騒音計等にあっては、
「速い動特性（ＦＡＳＴ）」とする。

2.1.2　原動機回転計

　　原動機回転計は、自動車に備えられたもの以外のものを用いるものとする。
2.1.3　自動記録装置

　　自動記録装置を用いる場合には、記録装置の動特性は２．１．１の第三号に準じた
状態とする。
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2.2　マイクロホン

　　騒音計のマイクロホンは、次の各号に掲げる位置及び向きにウインドスクリーン
を装着した状態で設置する。この場合において、マイクロホンの位置とは、マイク
ロホンの前面の中心の位置をいう。また、マイクロホンの向きについてその製作者
が特に指示する場合はその指示による。

　一　マイクロホンの位置は、排気流の方向を含む鉛直面と外側後方45°に交わる排
気管の開口部中心を含む鉛直面上で排気管の開口部中心から（排気管の開口部が
上向きの排気管を有する自動車にあっては、車両中心線に直交する排気管の開口
部中心を含む鉛直面上で排気管の開口部に近い車両の最外側から）0.5ｍ離れた位
置（図に示すＭ１（排気管の開口部（以下「開口部」という。）が上向き（当該
開口部の鉛直線に対する角度が30°以下のものをいう。）の場合は、図に示すＭ
２の位置のことをいう。）で、かつ、開口部中心の高さ（開口部中心の高さが地
上高さ0.2ｍ未満の場合は地上高さ0.2ｍ）の±0.025ｍの位置とする。

　二　車両の一部が障害物となり、前号の位置にマイクロホンを設置できない場合は、
開口部中心から0.5±0.025ｍの距離で、前号の位置に最も近い設置可能な位置（排
気流の影響を受ける位置及び地上高さ0.2ｍ未満の位置を除く。）をマイクロホン
の位置とする。

　三　前号に掲げる計測位置にマイクロホンを物理的に設置できない場合にあっては、
排気流の方向を含む鉛直面と外側後方45°に交わる排気管開口部の中心を含む鉛
直面より外側で、かつ、排気管開口部の中心から0.5ｍ以上離れた範囲内におい
て、排気管開口部の中心高さで当該計測位置に可能な限り近い位置（地上高さ0.2
ｍ未満の位置を除く。）にマイクロホンを設置するものとする。

　四　マイクロホンの向きは水平、かつ、開口部中心の方向へ向けるものとする。た
だし、開口部が上向きの場合（排気流の方向が当該排気管の鉛直線に対し30°を
超えない程度の傾きを有するものを含む。）は、マイクロホンを上方に向けるも
のとする。

　五　開口部を複数有し、その中心間隔が0.3ｍを超える場合は、それぞれの開口部
を計測の対象としてマイクロホンを設置する。また、開口部の中心間隔が0.3ｍ
以下の場合は、最も後方（最も後方の開口部を複数有する場合は、その外側、最
も後方かつ外側の開口部を複数有する場合は、その上方）の開口部を計測の対象
としてマイクロホンを設置する。この場合において、排気が漏れている部位は排
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気管開口部とみなす。

3．測定場所

　　近接排気騒音の測定場所は、概ね平坦で、車両の外周及びマイクロホンから２ｍ
程度の範囲内に壁、ガードレール等の顕著な音響反射物がない場所とする。

4．測定方法等

　　近接排気騒音の測定は次の各号に掲げる方法により行う。
4.1　自動車の状態

　　自動車は停止状態、変速機の変速位置は中立、クラッチは接続状態とする。ただ
し、変速機が中立の変速位置を有していない自動車にあっては、駆動輪を地面か
ら浮かせた状態とする。

4.2　測定方法

　　原動機を最高出力時の回転数の75％（小型自動車及び軽自動車（二輪自動車（側
車付二輪自動車を含む。）に限る。）並びに原動機付自転車のうち原動機の最高
出力時の回転数が毎分5,000回転を超えるものにあっては、50％）の回転数±３％
の回転数に数秒間保持した後、急速に減速し、アイドリングが安定するまでの間
の自動車騒音の大きさの最大値を測定することにより行う。なお、原動機の回転
数は、回転計（車載の回転計を除く。）により測定する。
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　　図

0.5
m

0.5m

M1

M1

45°

45°

排気流方向

排気流方向

>0
.3m

0.5
m M1

45°

排気流方向
排気流方向

≦
0.3
m

M2

0.5
m

Ｍ１：排気流の方向を含む鉛直面と外側後方45±10゜に交わる開口部中心を含む鉛直
面上で開口部中心から0.5±0.025ｍ離れた位置

Ｍ２：車両中心線に直行する開口部中心を含む鉛直面上で開口部に近い車両の最外側
から0.5ｍ離れた位置を通る鉛直線からの水平距離が0.025ｍ以下の位置

5．測定値の取扱い

　一　測定は２回行い、１dB 未満は切り捨てるものとする。
　二　２回の測定値の差が２dB を超える場合には、測定値を無効とする。
　　　ただし、いずれの測定値も基準値を超える場合は有効とする。
　三　２回の測定値（四により補正した場合には、補正後の値）の平均を騒音値とす
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る。
　四　測定値の対象とする騒音と暗騒音の測定値の差が３dB 以上10dB 未満の場合に
は、測定値から次表の補正値を控除するものとし、３dB 未満の場合には測定値
を無効とする。

（単位：dB）
測定の対象とする騒音と暗騒音の計測値の差 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

補　　正　　値 ３ ２ １
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ラリー車両およびスピードＳＡ車両の後付マフラーに関する細則

　　平成22年４月以降に生産された車両（当該車両の自動車検査証の備考欄に「マフ
ラー加速騒音規制適用車」の記載がある車両）のマフラーは、以下を満足している
こと。

　　なお、平成28年10月１日以降に型式指定を受けた車両に後付消音器を装着する場
合は、該当する道路運送車両の保安基準の細目告示（平成28年４月20日施行）に従
った騒音基準を満たすこと。

１　消音器の騒音低減機構を容易に除去できる構造（一酸化炭素等発散防止装置と構
造上一体となっている消音器であって、当該一酸化炭素等発散防止装置の点検又は
整備のために分解しなければならない構造のものを除く。）でないこと。

２　次のいずれかの表示があること。

　（１）純正品表示
　　　　（車両型式認証を受けた自動車等が備える純正マフラーに行う表示）

　（２）装置型式指定品表示（装置型式指定を受けた騒音防止装置に行う表示）

　（３）性能等確認済表示
　　　　（登録性能等確認機関が確認した交換用マフラーに行う表示）
　　　　　（例）
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（第１種後付消音器の性能等確認済表示の例）
確認機関の略称の例：JQR　JATA　JARI

　（４）国連欧州経済委員会規則（ＵＮ規則）適合表示（Ｅマーク）
　　　表示例：数字は認定国の番号を示し、認定国により変わります（43：日本）

　（５）欧州連合指令（ＥＵ指令）適合品表示（ｅマーク）
　　　表示例：数字は認定国の番号を示し、認定国により変わります（１：ドイツ）

　３　次のいずれかの自動車等が現に備えているマフラー
　（１）加速走行騒音レベルが82ｄＢ以下である車両。公的試験機関が実施した試験

結果（加速走行騒音試験結果）が必用となる。

　（２）加速走行騒音レベルがＵＮ規則またはＥＵ指令に適合する車両等。
　　　　外国の法令に基づく書面または表示で確認することができる。例えば以下の

ものがある。（ただし、同一性や基準への適合性が明らかであることが必
用。）

　　　①ＣＯＣペーパー（ＥＵ指令に基づく車両型式認可車両に交付される適合証明
書）

　　　②ＷＶＴＡラベルまたはプレート（ＥＵ指令に基づく車両型式認可を受けた車
両に貼付されている当該車両型式認可番号が表示されているもの。）
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アクセサリー等の自動車部品

１．空気流を調整等するための部品

　　エアスポイラー、エアダム、フードウィンドデフレクター、フードスクープ、ル
ーバー、フェンダースカート、その他エアロパーツ類。

2 ．手荷物等を運搬するための部品

3．その他の部品

　　サンルーフ、コンバーチブル・トップ、窓フィルム（コーティングを含む）、バ
ンパーガード、フェンダーカバー、その他カバー類、ヘッドライト／フォグライト
カバー、その他灯火器カバー類。ドア等プロテクター、その他ガード類。サンバイ
ザー、ルーフトップバイザー、その他バイザー類。水／泥はねよけ、アンテナ、ボ
ディサイドモールディング、デフレクター／スクリーン（グリル）。コーナーポール、
コーナー等のセンサー、ナンバー取付ステー、任意灯火器類、駐車ブレーキグリッ
プ、警音器（ホーン）、補助メーター（水温、油温、油圧、過給圧等）。

注）上記1.～3.の車体まわり関係の自動車部品を装着することにより、歩行者、自転車等乗員に接触
するおそれのある車体外側表面部位は、外側に向けて先端が尖がった又は鋭い部分があっては
ならない。

4 ．原動機・排気系統関係の部品

　　リモコン式エンジンスターター、エキゾーストパイプチップ／エクステンション。

5 ．車室内に設置する部品

　　空気清浄器、エアコンディショナー、ナビゲーションシステム、無線機、電話機、
音響／映像機器、盗難警報システム、集中ドアロック、パワーウィンドウ、フット
レスト、ニーレスト、シフトアップインジケーター。
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6 ．身体障害者用操作装置の部品（健常者の使用は許されない）

　　下記の変更内容に係る部品に限り取付け等が認められる。
　　（１）ステアリングホイールへの旋回ノブの取付
　　（２）アクセル、クラッチ、ブレーキ等への手動操作部品の取付
　　（３）方向指示器レバーの移設または足踏み方式部品の取付
　　（４）足踏み式駐車ブレーキへの手押しレバーの取付
　　（５）ペダル類へのペダルを延長するための部品の取付
　　（６）助手席への補助ブレーキペダルの一時的な取付
　　（７）アクセルペダルまたはブレーキペダルの移設または増設
　　（８）ワンタッチ式駐車ブレーキ補助装置の追加取付
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エア・スポイラの構造基準（参考）

1．適用範囲

　　この構造基準は、専ら乗用の用に供する乗車定員10人以下の普通自動車及び小型
自動車、貨物の運送の用に供する車両総重量2.8トン以下の普通自動車及び小型自
動車並びに軽自動車に備えるエア・スポイラ（二輪自動車、側車付二輪自動車並び
にカタピラ及びそりを有する軽自動車に備えるものを除く。）に適用する。

2 ．用　語

　　「エア・スポイラ」とは、走行中における車体まわりの空気の流れを整流するた
めに、車体の前部若しくは後部（最前部の車軸と最後部の車軸との間における下面
及び側面の部分を除く。）又は屋根部の前縁部、若しくは後縁部に付加された構造
物（バンパ、灯火類及びそのハウジング、ラジエータ・グリル、導風板（貨物の運
送の用に供する自動車の運転者室の屋根部に備えられた空気を整流するための板を
いう。）並びに可倒式の構造物を除く。）をいう。

3 ．構造要件

　 3.1）エア・スポイラは、自動車の前部及び後部のいずれの部分においても、自動車
の最前端又は最後端とならないものであること。ただし、バンパの下端より下
方にある部分であって、直径100mmの球体が静的に接触することのできる部
分（鉛直線と母線のなす角度が30度である円錐を静的に接触させながら移動さ
せた場合の接触点の軌跡より下方の部分を除く。）の角度が半径５mm以上で
あるもの又は角部の硬さが60ショア（Ａ）以下の場合にあっては、この限りで
ない。

　 3.2）エア・スポイラ（バンパの下端より下方にある部分及び地上1.8mを超える部
分を除く。）は、直径100mmの球体が静的に接触することのできる部分に半径
2.5mm未満の角部を有さないものであること。ただし、角部の硬さが60ショア
（Ａ）以下のとき、又は角部の高さが５mm未満の場合若しくは角部の間隔（直
径100mmの球体を２つの角部に静的に接触させたときの接点間の距離をいう。）
が40mm以下の場合であって角部が次表に定める角部の形状の要件を満足する



－632－－632－

エア・スポイラの構造基準（参考）

ときは、この限りでない。（例参照）

角部の高さ（h） 角部の形状 角部の間隔（δ） 角部の形状

h＜5mm
角部に外向きの尖
った部分または鋭
い部分がないこと。

25＜δ≦40mm 角部の半径が1.0mm以上で
あること

δ≦25 角部の半径が0.5mm以上で
あること

例）角部の高さ及び間隔の例

角部の間隔

角部の高さ

100㎜φの球

エア・スポイラ

エア・スポイラ

エア・スポイラ

エア・スポイラ又は車体

　 3.3）エア・スポイラは、その付近における車体の最外側（バンパの上端より下方に
ある部分にあっては、当該自動車の最外側）とならないものであること。

　 3.4）エア・スポイラは、側方への翼状のオーバー・ハング部（以下「ウィング」と
いう。）を有していないものであること。ただし、ウィング側端の部分と車体
とのすき間が極めて小さい場合又はウィング側端が当該自動車の最外側から
165mm以上内側にある場合又はウィング側端が当該自動車の最外側から
165mm以上内側にないウィングの部分が歩行者等に接触した場合に衝撃を緩
衝することができる構造である場合にあっては、この限りでない。

　 3.5）エア・スポイラは、溶接、ボルト・ナット、接着剤等により車体に確実に取り
付けられている構造であること。
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ＦＩＡ公認の競技用シート

1．ＦＩＡ基準8855-1999に従い公認された競技用シート

１）ラベル

　　上記基準に従い公認された競技用シートには、下記のラベルが貼付されている。
公認の証明であるので取り外さないこと。

　　ラベルはＦＩＡにより管理され、ＦＩＡのオフィシャルまたはＡＳＮのオフィシ
ャルにラベルを削除または除去する権利が与えられている。これは車両の事故によ
りシートの性能が将来危険な状態になるとの競技会技術委員長の見解によって実施
される。

図１：ラベル例（2017年１月１日以降は無効）

FIA Standard 8855-1999
ABC Seats Ltd.

Model:Super Champion 1996
Homologation N°CS.001.96

Date of Manufacture : June 1996

図 2：ラベル例（2012年１月１日から2013年12月31日）

図 3：新ラベル例（2014年１月１日から）
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2 ）シートの使用期限

　　ＦＩＡ公認シートの使用期限は、シートのラベルに示される製造年月から５年と
する。
　　再び有効とするために製造者へ戻され検査を受けたシートは更に２年間の延長が
認められる。延長は、シートに有効期間の満了日を明記した追加のラベルを貼付す
ることによって表示され、製造者の品質検査の証印によって有効とされる。
3 ）シートは、シート製造者のインストラクションおよびテクニカルリストNo.12に

従って使用されなければならない。

参考：ＦＩＡ基準8855-1999に従ってＦＩＡに公認された日本製競技用シートの一覧

 （2019年7月31日現在）

FIA公認番号 製品名 製造者名 取付け支持具の位置

CS.013.00 Interget （株）シーワンコーポレーション シートの側面

CS.017.00 AAR RACING-2 303 ア ラ コ（株） シートの底

CS.018.00 AAR RACING-2 302 〃 〃

CS.019.00 AAR RACING-2 301 〃 〃

CS.020.00 AAR RACING-2 300 〃 〃

CS.024.01 Mooncraft S/No.2 ムーンクラフト（株） シートの側面

CS.071.03 DCM CS01 （株）童夢カーボンマジック 〃

CS.073.03 BRIDE F38A テ ィ ー ズ（株） 〃

CS.085.04 GT COMPETITION Ⅱ ムーンクラフト（株） 〃

CS.092.04 BRIDE F31A テ ィ ー ズ（株） 〃

CS.105.04 BRIDE F77A 〃 〃

CS.115.04 BRIDE FZ380 〃 〃

CS.116.04 BRIDE FZ310 〃 〃

CS.134.05 GT COMPETITION Ⅲ ムーンクラフト（株） 〃

CS.160.06 GT PRO ニッサン・モータースポーツ・
インターナショナル（株） 〃

CS.165.06 JURAN GTR500 （株） タ ニ ダ 〃

CS.173.06 JURAN GTX100 〃 〃
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CS.174.06 JURAN GTR500C （株） タ ニ ダ シートの側面

CS.175.06 JURAN GTX600 〃 〃

CS.176.06 JURAN GTX600C 〃 〃

CS.220.08 GT COMPETITION Ⅴ ムーンクラフト（株） 〃

CS.228.09 GT PRO Ⅱ ニッサン・モータースポーツ・
インターナショナル（株） 〃

CS.235.10 GT COMPETITION Ⅴ＋ ムーンクラフト（株） 〃

CS.242.10 TB RACING MSH001 トヨタ紡織（株） 〃

CS.248.11 GT PRO Ⅲ ニッサン・モータースポーツ・
インターナショナル（株） 〃

CS.251.11 FZ670 ブリッド（株） 〃

CS.252.11 FZ910 〃 〃

CS.255.11 FZ210 〃 〃

CS.256.11 FZ420 〃 〃

CS.259.11 FZ410 〃 〃

CS.260.11 FZ770 〃 〃

CS.288.13 FZ390 〃 〃

CS.289.13 F39A 〃 〃

CS.291.13 TB RACING MSH002 トヨタ紡織（株） 〃

CS.321.15 GT COMPETITION-Ⅵ ムーンクラフト（株） 〃

CS.333.15 H31A ブリッド（株） 〃

CS.337.16 HZ310 〃 〃

CS.395.18 JURAN GTX100α （株） タ ニ ダ 〃

CS.396.18 JURAN GTX600α 〃 〃

2．ＦＩＡ基準8862-2009に従い公認された競技用シート

１）ラベル

　　上記基準に従い公認された競技用シートには、下記のラベルが貼付されている。
公認の証明であるので取り外さないこと。

　　ラベルはＦＩＡにより管理され、ＦＩＡのオフィシャルまたはＡＳＮのオフィシ
ャルにラベルを削除または除去する権利が与えられている。これは車両の事故によ
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ＦＩＡ公認の競技用シート

りシートの性能が将来危険な状態になるとの競技会技術委員長の見解によって実施
される。

図 4：ラベル例

　　（2022年１月１日以降は無効）

図 5：新ラベル例（2012年１月１日以降有効）

2）製造者からの情報

　　ドライバーは身体に合ったシートを選ぶべきである。通常のレーシングポジショ
ンで着座した時に、シートは、以下の通り骨盤、肩、頭部を楽に支えるものである
こと。
　　・目線の位置は、サイドヘッドサポートの上端よりも下、かつサイドヘッドサポ

ートの下端より上にあること。
　　・肩はシートのサイドショルダーサポートの内側に収まること。
　　・骨盤はサイドペルビスサポートによって適切に支持されること。
　　図５に示されるイメージが含まれるものとする。
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ＦＩＡ公認の競技用シート

　　　図 6：サイドヘッドサポートに対して推奨されるドライバーの頭部位置

目線

サイドヘッドサポートの下端

サイドヘッドサポートの上端

3 ）シートの寿命

　　ＦＩＡ公認シートの最大耐用期間は製造年から10年とする。例えば、2012年１月
１日に製造されたシートは『2023年以降無効』である。同様に、2012年12月31日に
製造されたシートは『2023年以降無効』である。

　　耐用期間に関わらず、重大な事故に遭遇したシートは即座にその使用を止めるこ
と。

4 ）シートは、シート製造者のインストラクションおよびテクニカルリストNo.40に

従って使用されなければならない。
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ＦＩＡ公認の競技用シート

参考：ＦＩＡ基準8862-2009に従ってＦＩＡに公認された日本製競技用シートの一覧

 （2019年7月31日現在）

FIA公認番号 製品名 製造者名 備考

AS.019.11 DH11 （株）童夢

AS.024.12 DH11W 〃

AS.048.16 DOME RS16 〃 （for circuit events only）

AS.053.16 DOME RS16R 〃
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Ｊ
Ａ
Ｆ
公
認
車
両
一
覧

（
20
19
年
８
月
31
日
現
在
）

国
内
競
技
車
両
規
則
お
よ
び
FI
A
国
際
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
競
技
規
則
付
則
Ｊ
項
に
よ
り
競
技
参
加
者
は
各
自
の
車
両
公
認
書
を
携
帯
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
車
両
公
認
書
の
購
入
方
法
に
つ
い
て
は
最
寄
の
Ｊ
Ａ
Ｆ
各
支
部
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

（
注
）
ゴ
シ
ッ
ク
は
基
本
公
認
車
両
で
す
。

JA
F

公
認
N
o.

FI
A

公
認
発
効
年

車
　
　
　
　
両
　
　
　
　
名

（
変
型
・
正
常
進
化
の
内
容
）

型
式

排
気
量

最
低
重
量

（
kg
）

FI
A
公
認
N
o.

グ
ル
ー
プ

有
効
期
限

FT
-0
99

20
08
年

ト
ヨ
タ
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー

VD
J2
00

66
91
.8

25
75

T2
-2
01
0

T
20
20
年

V
O
-1
/1

ル
ー
フ
ベ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
ド
ラ
イ
ブ
レ
シ
オ

1/
1V
O

ER
-2
/1

排
気
シ
ス
テ
ム
全
体
の
誤
記
訂
正

2/
1E
R

V
P-
3/
1

フ
ァ
イ
ナ
ル
ド
ラ
イ
ブ
差
動
制
限
方
式
（
LS
D
／
デ
フ
ロ
ッ
ク
）

3/
1V
P

FT
-1
00

20
11
年

ト
ヨ
タ
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー

KD
J1
55

44
86
.9

19
44

T2
-2
01
1

T
20
19
年

V
O
-1
/1

ブ
レ
ー
キ

1/
1V
O

JA
-2
23

20
12
年

ヴ
ィ
ッ
ツ

N
C
P1
31

15
00
.8

A-
57
42

A
20
21
年

V
R1
-1
/1

R1
B変
型

1/
1V
R1
B

V
R1
-2
/2

R1
B変
型
-燃
料
タ
ン
ク

2/
2V
R1
B

ER
-3
/1

燃
料
ポ
ン
プ

3/
1E
R

JA
-2
24

20
13
年

ヤ
リ
ス

N
SP
13
0

13
33
.0

A-
57
45

A
20
20
年

V
R1
-1
/1

R1
A
変
型

1/
1V
R1
A

JA
-2
26

20
14
年

G
T8
6

ZN
6

19
99
.2

A-
57
56

A
20
23
年

V
R3
-1
/1

R3
C変
型

V
O
-2
/1

D
O
O
R　
FO
RM

V
O
-3
/2

GL
A
ZI
N
G

V
O
-4
/3

SA
FE
T
Y
　
CA
GE

V
O
-5
/4

BO
D
Y
　
SH
EL
L

V
R3
-6
/2

ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
、
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ン
、
ス
テ
ア
リ
ン
グ
ロ
ッ
ド

ト
ヨ
タ
自
動
車（
株
）
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JAF公認車両一覧　トヨタ

JA
F

公
認
N
o.

FI
A

公
認
発
効
年

車
　
　
　
　
両
　
　
　
　
名

（
変
型
・
正
常
進
化
の
内
容
）

型
式

排
気
量

最
低
重
量

（
kg
）

FI
A
公
認
N
o.

グ
ル
ー
プ

有
効
期
限

V
O
-7
/5

V
O
変
型
-エ
ン
ジ
ン
、
ギ
ア
比
、
ブ
レ
ー
キ
、
ド
ラ
イ
ブ
シ
ャ
フ
ト
他

V
O
-8
/6

V
O
変
型
-B
O
D
Y
 S
H
EL
L

7/
5 
V
O

V
R3
-9
/3

エ
ン
ジ
ン
、
ギ
ア
比
、
ブ
レ
ー
キ
、
ド
ラ
イ
ブ
シ
ャ
フ
ト
他

8/
3 
V
R3
C

JA
-2
29

20
17
年

ヤ
リ
ス

N
SP
13
1

14
96
.1

A-
57
71

A
20
24
年

W
R-
1/
1

ワ
ー
ル
ド
ラ
リ
ー
カ
ー

40
0/
01
W
R

V
O
-2
/1

VO
変
型
-A
LT
ER
NA
TO
R, 
FA
N,
 SE
AT
 B
RA
CK
ET
, S
US
PE
NS
IO
N,
 B
RA
KE
, R
OO
F 
VE
NT

40
1/
01
 V
O

V
O
-3
/2

V
O
変
型
-G
LA
ZI
N
G

40
2/
02
 V
O

ER
-4
/1

ブ
レ
ー
キ
デ
ィ
ス
ク
冷
却
穴
数
訂
正

40
3/
01
 E
R

ER
-5
/2

FI
A
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
ch
追
加
指
示
対
応
、
Rr
デ
フ
レ
ー
ル
追
加
等

40
4/
02
 E
R

ER
-6
/3

FI
A
デ
ー
タ
ロ
ギ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
写
真
差
し
替
え

40
5/
03
 E
R

ER
-7
/4

吸
排
気
バ
ル
ブ
及
び
吸
気
カ
ム
シ
ャ
フ
ト
の
誤
記
訂
正

40
6/
04
 E
R

V
O
-8
/3

V
O
変
型
 - 
GL
A
ZI
N
G

40
7/
03
 V
O

ER
-9
/5

カ
ム
シ
ャ
フ
ト

40
9/
01
ER
J

V
O
-1
0/
4

V
O
変
型
-S
ea
t B
ra
ck
et

40
8/
04
 V
O

V
O
-1
1/
5

V
O
変
型
-S
tr
ut
、
Sh
oc
k 
A
bs
or
be
r他

41
1/
05
V
O

ER
-1
2/
6

エ
ン
ジ
ン
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

41
0/
02
ER
J

ER
-1
3/
7

ボ
デ
ィ
シ
ェ
ル

01
/0
1 
ER

ER
-1
4/
8

ボ
デ
ィ
シ
ェ
ル

41
4/
06
 E
R

V
O
-1
5/
6

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン

41
2/
06
 1
V
O

V
O
-1
6/
7

ブ
レ
ー
キ
ダ
ク
ト
、
ド
ア
フ
ォ
ー
ム

41
5/
07
 V
O

ER
-1
7/
9

エ
ン
ジ
ン
制
御
シ
ス
テ
ム

41
3/
05
 E
R

ER
-1
8/
10

燃
料
タ
ン
ク
、
ド
ア
フ
ォ
ー
ム

41
9/
07
ER

ER
-1
9/
11

イ
ン
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
、
Fr
バ
ン
パ
ー
、
Fr
フ
ェ
ン
ダ
ー

41
7/
04
ER
J

ER
-2
0/
12

シ
リ
ン
ダ
ー
ヘ
ッ
ド
、
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー

41
6/
03
ER
J

V
O
-2
1/
8

Fr
フ
ェ
ン
ダ
ー
ル
ー
バ
ー
、
ク
ー
リ
ン
グ
フ
ァ
ン

41
8/
08
V
O

V
O
-2
2/
9

EL
EC
TR
ICA
L E
QU
IPM
EN
T, 
TR
AN
SM
ISS
ION
, A
XL
ES
/SU
SPE
NS
ION
S, R
UN
NIN
G G
EA
R, B
OD
YW
OR
K/
CH
AS
SIS

42
6/
10
V
O

ER
-2
3/
13

EN
GI
N
E 
CO
N
T
RO
L 
SY
ST
EM

42
0/
08
 E
R

ER
-2
4/
14

EN
GI
N
E 
- T
IM
IN
G

42
1/
09
 E
R

V
O
-2
5/
10

SE
A
T
 B
RA
CK
ET

42
2-
09
 V
O

ER
-2
6/
15

T
RA
N
SM
IS
SI
O
N
 1

42
3/
10
 E
R

ER
-2
7/
16

T
RA
N
SM
IS
SI
O
N
 2

42
4/
11
 E
R

ER
-2
8/
17

FI
A
 D
A
T
A
 L
O
GG
IN
G 
SY
ST
EM

42
5/
12
 E
R

V
O
-2
9/
11

SE
A
T
 B
RA
CK
ET

42
7/
11
 V
O

ER
-3
0/
18

EN
GI
N
E

42
9/
05
 E
RJ

V
O
-3
1/
12

EN
GI
N
E,
 C
O
O
LI
N
G 
FA
N
, S
U
SP
EN
SI
O
N
, B
RA
K
ES
, D
O
O
R 
FO
RM

43
0/
12
V
O

ER
-3
2/
19

In
ta
ke
 M
an
ifo
ld

43
3/
07
ER
J

ER
-3
3/
20

So
ftw
ar
e

43
1/
06
ER
J

V
O
-3
4/
13

En
gin
e C
oo
lin
g 
Fa
n, 
Al
ter
na
tor
, F
ro
nt
 B
ra
ke
 C
oo
lin
g 
Du
ct,
 E
ne
rg
y 
Ab
so
rb
ing
 D
ev
ice

43
2/
13
 V
O

ER
－
35
/2
1

EN
GI
N
E 
CO
N
T
RO
L 
SY
ST
EM

42
8/
13
 E
R

ER
－
36
/2
2

T
RA
N
SF
ER
 B
O
X
 A
N
D
 C
EN
T
RA
L 
D
IF
FE
RE
N
T
IA
L
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JAF公認車両一覧　トヨタ

JA
F

公
認
N
o.

FI
A

公
認
発
効
年

車
　
　
　
　
両
　
　
　
　
名

（
変
型
・
正
常
進
化
の
内
容
）

型
式

排
気
量

最
低
重
量

（
kg
）

FI
A
公
認
N
o.

グ
ル
ー
プ

有
効
期
限

V
O
－
37
/1
4

T
U
RB
O
CH
A
RG
IN
G,

43
4/
14
 V
O

－
BO
D
Y
W
O
RK

43
5/
15
 V
O

ER
-3
8/
23

BO
D
Y
 W
O
RK

43
6/
14
 E
R

ER
-3
9/
24

FI
A
 D
A
T
A
 L
O
GG
IN
G 
SY
ST
EM
, B
O
D
Y
W
O
RK

43
9/
15
 E
R

ER
-4
0/
25

GE
A
RB
O
X

44
0/
08
 E
RJ

V
F-
41
/1

T
H
RO
T
T
LE
 U
N
IT

44
3/
01
 V
F

V
O
-4
2/
15

EN
GI
NE
 C
OO
LI
NG
 F
AN
, A
LT
ER
NA
TO
R, 
ST
RU
T,
 S
HO
CK
 A
BS
OR
BE
R, 
AI
R 
DU
CT

44
1/
18
 V
O

V
O
-4
3/
16

BR
AK
E 
DI
SC

43
7/
16
 V
O

V
O
-4
4/
17

SE
A
T
 B
RA
CK
ET

43
8/
17
 V
O

V
O
-4
5/
18

SE
A
T
 B
RA
CK
ET

44
2/
19
 V
O

V
O
-4
6/
19

SE
A
T
 B
RA
CK
ET

44
4/
20
 V
O

ER
-4
7/
26

BO
D
Y
W
O
RK

44
5/
09
 E
RJ

ER
-4
8/
27

SO
FT
W
A
RE

44
8/
11
 E
RJ

ER
-4
9/
28

EN
GI
N
E

44
7/
10
 E
RJ

V
O
-5
0/
20

A
lte
rn
at
or
,G
ea
rb
ox
 P
ad
dl
e,S
us
pe
ns
io
n,
Br
ak
e,E
xt
er
io
r

44
9/
22
 V
O

V
O
-5
1/
21

SE
A
T
 B
RA
CK
ET

45
0/
23
V
O

ER
-5
2/
29

M
ed
ic
al
 L
ig
ht
s

45
1/
16
ER

ER
-5
3/
30

D
iff
er
re
nt
ia
l

45
2/
17
ER

V
O
-5
4/
22

EN
GI
N
E 
CO
O
LI
N
G 
FA
N
, B
RA
K
E

V
O
-5
5/
23

BR
A
K
E 

45
3/
24
 V
O

V
O
-5
6/
24

SE
A
T
 B
RA
CK
ET

45
4/
25
 V
O

JG
-0
07

20
17
年

LE
XU
S 
RC
 F

U
SC
10

54
21
.0

13
00

G
T3
-0
46

G
T3

20
24
年

V
O
-1
/1

V
O
変
型
-A
IR
 C
O
N
D
IT
IO
N
IN
G 
SY
ST
EM

01
/0
1 
V
O

V
O
-2
/2

V
O
変
型
-E
N
D
U
RA
N
CE
 R
A
CE

02
/0
2 
V
O

V
O
-3
/3

V
O
変
型
-S
A
FE
T
Y
 C
A
GE

03
/0
3 
V
O

ER
-4
/1

ブ
レ
ー
キ
デ
ィ
ス
ク

ER
-5
/2

オ
イ
ル
タ
ン
ク
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
タ
ン
ク
、
ブ
レ
ー
キ
デ
ィ
ス
ク
、
ス
キ
ッ
ド
プ
レ
ー
ト

04
/0
1E
R

V
O
-6
/4

V
O
変
型
-E
N
D
U
RA
N
CE
 R
A
CE

05
/0
4V
O

ER
-7
/3

燃
料
系
統
、
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ン
ブ
ラ
ケ
ッ
ト

06
/0
2E
R

ER
-8
/4

ア
ン
チ
ロ
ー
ル
バ
ー
、
ブ
レ
ー
キ
、
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ド

08
/0
4E
R

EV
O
-9
/1

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
、
ブ
レ
ー
キ
、
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ド
、
空
力
装
置
、
衝
撃
吸
収
構
造

〃
V
O
-1
0/
5

V
O
変
型
-E
N
D
U
RA
N
CE
 R
A
CE

10
/0
6V
O

V
O
-1
1/
6

安
全
ケ
ー
ジ

09
/0
5V
O

ER
-1
2/
5

諸
元

07
/0
3E
R

ER
-1
3/
6

諸
元
、
ギ
ア
ボ
ッ
ク
ス
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
、
ブ
レ
ー
キ

11
/0
5E
R

V
F-
14
/1

ク
ラ
ッ
チ

13
/0
1V
F

V
O
-1
5/
7

エ
ア
コ
ン

12
/0
6V
O

ER
-1
6/
7

エ
ン
ジ
ン
デ
ー
タ
シ
ー
ト

14
/0
6E
R

ER
-1
7/
8

ST
EE
RI
N
G 
M
EC
H
A
N
IS
M

15
/0
7E
R

ER
-1
8/
9

SU
SP
EN
SI
O
N

17
/0
9E
R

ER
-1
9/
10

EN
GI
N
E

16
/0
8E
R
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JAF公認車両一覧　日産

JA
F

公
認
N
o.

FI
A

公
認
発
効
年

車
　
　
　
　
両
　
　
　
　
名

（
変
型
・
正
常
進
化
の
内
容
）

型
式

排
気
量

最
低
重
量

（
kg
）

FI
A
公
認
N
o.

グ
ル
ー
プ

有
効
期
限

FT
-0
69

19
98
年

パ
ト
ロ
ー
ル

TB
SY
61

44
78
.8

20
81

T-
10
93

T
20
23
年

V
O
-1
/1

フ
ァ
イ
ナ
ル
ド
ラ
イ
ブ

1/
1V
O

FT
-0
85

20
02
年

パ
ト
ロ
ー
ル

TG
PS
Y6
1

47
58
.7

20
83

T-
11
11

T
20
23
年

V
O
-1
/1

フ
ァ
イ
ナ
ル
ド
ラ
イ
ブ

1/
1V
O

ER
-2
/1

フ
ラ
イ
ホ
イ
ー
ル
、
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー

2/
1E
R

ET
-3
/1

フ
ロ
ン
ト
バ
ン
パ
ー
、
リ
ア
バ
ン
パ
ー

3/
1E
T

FT
-0
86

20
02
年

ダ
ブ
ル
キ
ャ
ブ

D
22

37
28
.0

17
75

T-
11
10

T
20
23
年

ER
-2
/1

エ
ン
ジ
ン

1/
1E
R

V
P-
3/
2

ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
，
ブ
レ
ー
キ

2/
1V
P

FT
-0
96

20
07
年

ナ
バ
ラ

D
40

37
32
.6

20
13

T2
-2
00
6

T
20
23
年

FT
-0
98

20
08
年

パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

R5
1

37
32
.7
5

21
70

T2
-2
00
9

T
20
21
年

JG
-0
03

20
09
年

G
T－
R

R3
5

G
T1
-0
03

G
T1

20
24
年

V
O
-1
/1

FI
A
－
GT
1ロ
ー
ル
ケ
ー
ジ

1/
1V
O

V
O
-2
/2

20
09
年
GT
1参
戦
に
伴
う
暫
定
V
O
（
FI
A
指
示
に
よ
る
）

2/
2V
O

V
O
-3
/3

20
09
年
GT
1参
戦
に
伴
う
V
O
（
GT
 B
ur
ea
uに
よ
る
発
行
）

3/
3V
O

ER
-4
/1

リ
ア
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン

4/
1E
R

ER
-5
/2

リ
ア
サ
ブ
フ
レ
ー
ム

5/
2E
R

ER
-6
/3

20
09
年
GT
1参
戦
に
伴
う
ER

6/
3E
R

JG
-0
04

20
10
年

G
T－
R

R3
5

55
57
.6

12
50

G
T1
-1
01

G
T1

20
23
年

V
O
-1
/1

ロ
ー
ル
ケ
ー
ジ

1/
1V
O

ER
-2
/1

バ
ン
パ
ー

2/
1E
R

ER
-3
/2

フ
ェ
ン
ダ
ー

3/
2E
R

ER
-4
/3

ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ャ
フ
ト

4/
3E
R

ER
-5
/4

20
11
年
仕
様
の
ER
（
ル
ー
フ
他
9件
）

5/
4E
R

ER
-6
/5

Fr
 u
pr
 a
rm
重
量
 誤
記
訂
正

6/
5E
R

ER
-7
/6

Ca
m
 d
im
en
sio
ns
 誤
記
訂
正

7/
6E
R

JG
-0
05

20
12
年

G
T－
R

R3
5

64
58
.8

13
00

G
T3
-0
30

G
T3

20
19
年

V
O
-1
/1

ロ
ー
ル
ケ
ー
ジ

1/
1V
O

V
O
-2
/2

エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

2/
2V
O

ER
-3
/1

サ
イ
ド
シ
ル
カ
バ
ー
排
熱
口
追
加

3/
1E
R

ER
-5
/2

ホ
イ
ー
ル
ベ
ー
ス
、
最
低
車
高
、
デ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
、
ア
ク
ス
ル
等

4/
2E
R

V
O
-6
/4

触
媒

8/
3V
O

V
F-
7/
1

オ
イ
ル
サ
ン
プ
(バ
ッ
フ
ル
プ
レ
ー
ト
)、
シ
ョ
ッ
ク
ア
ブ
ソ
ー
バ
ー

5/
1V
F

EV
O
-8
/1

コ
ン
ロッ
ド
、
カ
ム
シ
ャ
フト
、ト
ラ
ン
ク
穴
、
燃
料
タン
ク
、
リア
ブ
レ
ー
キ
、
リア
ウ
イン
グ
等

6/
1E
V
O

V
O
-1
0/
6

En
du
ra
nc
e 
K
IT

10
/5
V
O

V
O
-1
1/
7

エ
ア
コ
ン

9/
4V
O

ER
-1
2/
3

フ
ラ
イ
ホ
イ
ー
ル
、
ギ
ア
ボ
ッ
ク
ス
ピ
ニ
オ
ン
BR
G他

7/
3E
R

V
O
-1
3/
8

En
du
ra
nc
e 
FR
 A
X
L 
Pa
rt
s 
(H
ub
 B
rg
.、
Ce
nt
er
 S
ft.
)

12
/6
V
O

日
産
自
動
車（
株
）



－644－－644－

JAF公認車両一覧　日産

JA
F

公
認
N
o.

FI
A

公
認
発
効
年

車
　
　
　
　
両
　
　
　
　
名

（
変
型
・
正
常
進
化
の
内
容
）

型
式

排
気
量

最
低
重
量

（
kg
）

FI
A
公
認
N
o.

グ
ル
ー
プ

有
効
期
限

ER
-1
4/
4

W
he
el
 S
pe
ed
 S
en
so
r

11
/4
ER

ER
-1
5/
5

エ
アジ
ャッ
キ
バ
ル
ブ
位
置
、
サ
イド
ミラ
ー
ス
テイ
、
前
後
アク
ス
ル
シ
ス
テ
ム
、
ホイ
ー
ル
固
定
装
置
等

13
/5
ER

ER
-1
6/
6

カ
ム
シ
ャ
フ
ト

〃
ER
-1
7/
7

フ
ュ
ー
エ
ル
ポ
ン
プ
製
品
番
号
、
バ
ッ
テ
リ
ー
位
置
、
ス
テ
ア
リ
ン
グ
ラ
ッ
ク
比
ス
ト
ロ
ー
ク
値

15
/6
ER

EV
O
-1
8/
2

外
観
意
匠
変
更
、
ア
クス
ル
、
ブ
レ
ー
キ
、
フラ
イホ
イー
ル
、
イン
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
、
ラジ
エ
タ
ー
他

16
/2
EV
O

V
O
-1
9/
9

ロ
ー
ル
ケ
ー
ジ

14
/7
V
O

V
O
-2
0/
10

ブ
レ
ー
キ
・
リ
ザ
ー
バ
ー
タ
ン
ク
、
ク
ラ
ッ
チ
・
リ
ザ
ー
バ
ー
タ
ン
ク
追
加
他

18
/8
V
O

V
F-
21
/2

ア
ウ
ト
サ
イ
ド
ミ
ラ
ー

17
/2
V
F

ER
-2
2/
8

Br
ak
e 
M
as
te
r 
Cy
lin
de
r変
更
（
耐
久
信
頼
性
向
上
）

19
/7
ER

V
F-
23
/3

日
産
自
動
車
、
及
び
、
レ
イ
ン
ラ
イ
ト
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
都
合
に
よ
る
部
品
仕
様
の
変
更

ER
-2
4/
9

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
追
加
対
応

21
/0
8 
ER

V
O
-2
5/
11

EN
D
U
RA
N
CE
 V
O
へ
の
FR
ブ
レ
ー
キ
シ
ス
テ
ム
の
追
加
申
請

22
/0
9 
V
O

V
F-
26
/4

プ
ロ
ペ
ラ
シ
ャ
フ
ト
に
関
す
る
メ
ー
カ
ー
並
び
に
使
用
変
更
の
申
請

V
F-
27
/5

LE
N
T
U
S製
プ
ロ
ペ
ラ
シ
ャ
フ
ト
に
関
す
る
V
F申
請
（
耐
久
信
頼
性
向
上
）

26
/0
5V
F

ER
-2
8/
10

車
両
公
認
書
中
の
車
両
全
長
に
関
す
る
交
差
変
更
に
伴
う
申
請
（
±
5→
±
10
）

28
/1
2E
R

V
O
-2
9/
12

EN
DU
RA
NC
E 
VO
/F
Rブ
レ
ー
キ
デ
ィ
ス
ク
・
ベ
ル
の
一
部
形
状
変
更
に
関
す
る
VO
申
請

30
/1
0V
O

ER
-3
0/
11

FR
ブ
レ
ー
キ
デ
ィ
ス
ク
・
ベ
ル
の
一
部
形
状
変
更
に
関
す
る
ER
申
請

29
/1
3E
R

ER
-3
1/
12

ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ

31
/1
4E
R

FT
-1
02

20
14
年

PA
TR
O
L

Y6
2

55
69
.6

24
34

T2
-2
01
6

T
20
23
年

JG
-0
08

20
17
年

N
IS
SA
N
 G
T－
R

R3
5

12
90

G
T3
-0
48

G
T3

20
25
年

V
O
-1
/1

Sa
fe
ty
 C
ag
e

01
/0
1 
V
O

V
O
-2
/2

A
ir 
Co
nd
iti
on
er

02
/0
2 
V
O

ER
－
3/
1

Re
ar
 w
ind
ow
 fa
ste
ne
r, 
Ex
ha
us
t M
an
ifo
ld,
 G
ea
r r
ati
o, 
Su
sp
en
sio
n 
Ar
m,
 B
ra
ke
 D
isc
, e
tc.
.

03
/0
1 
ER

V
O
-4
/3

En
du
ra
nc
e 
V
O
: S
ub
 fu
el
 p
um
p

04
/0
3 
V
O

V
O
－
5/
4

A
irc
on
di
tio
ni
ng
 s
ys
te
m

05
/0
4 
V
O

ER
－
6/
2

Re
in
fo
rc
ed
 R
ea
r 
su
bf
ra
m
e

07
/0
3 
ER

ER
－
7/
3

Sp
ar
k 
pl
ug
(F
IA
 r
eq
ue
st
)

06
/0
2 
ER

V
O
－
8/
5

En
du
ra
nc
e 
V
O
: C
ar
bo
n 
Cl
ut
ch

08
/0
5 
V
O



－645－－645－

JAF公認車両一覧　三菱

JA
F

公
認
N
o.

FI
A

公
認
発
効
年

車
　
　
　
　
両
　
　
　
　
名

（
変
型
・
正
常
進
化
の
内
容
）

型
式

排
気
量

最
低
重
量

（
kg
）

FI
A
公
認
N
o.

グ
ル
ー
プ

有
効
期
限

JA
-2
20

20
08
年

ラ
ン
サ
ー
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
Ⅹ

C
Z4
A

33
97
.0

A-
57
18

A
20
22
年

ET
-3
/2

ボ
デ
ィ
ー
外
観
、
エ
ン
ジ
ン
部
品
の
正
常
進
化

1/
1E
T

V
O
-4
/1

エ
ン
ジ
ン

－
FN
-0
86

20
08
年

ラ
ン
サ
ー
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
Ⅹ

C
Z4
A

33
97
.0

13
70

N
-5
71
8

N
20
22
年

V
O
-3
/2

エ
ン
ジ
ン
、
駆
動
系
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
、
走
行
装
置
、
車
体

1/
1V
O

V
O
-4
/3

ボ
デ
ィ
ー
ワ
ー
ク

2/
2V
O

V
O
-5
/4

走
行
装
置
、
車
体

5/
3V
O

ER
-6
/1

エ
ン
ジ
ン
　
リ
ス
ト
リ
ク
タ
ー
誤
記
訂
正

3/
1E
R

ER
-7
/2

車
体

4/
2E
R

ER
-8
/3

燃
料
ポ
ン
プ
の
最
大
流
量
、
ピ
ス
ト
ン
部
品
番
号
の
誤
記
訂
正

7/
3E
R

V
O
-9
/5

駆
動
系
、
走
行
装
置
、
タ
ー
ボ
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー

6/
4V
O

V
O
-1
0/
6

駆
動
系
、
走
行
装
置

8/
5V
O

V
O
-1
1/
7

エ
ン
ジ
ン

9/
6V
O

V
O
-1
2/
8

エ
ン
ジ
ン
、
ブ
レ
ー
キ
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン

10
/7
V
O

－
エ
ン
ジ
ン

11
/8
V
O

V
F-
13
/2

エ
ン
ジ
ン

12
/1
V
F

V
R4
-1
4/
1

エ
ン
ジ
ン
、
電
装
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
、
外
装

13
/1
V
R4

V
R4
-1
5/
2

エ
ン
ジ
ン
、
電
装
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
、
外
装

14
/2
V
R4

ER
-1
6/
4

駆
動
系

17
/4
ER

V
R4
-1
7/
3

室
外

15
/3
V
R4

V
O
-1
8/
9

走
行
装
置

16
/9
V
O

V
O
-1
9/
10

エ
ン
ジ
ン

18
/2
V
F

三
菱
自
動
車
工
業（
株
）



－646－－646－

JAF公認車両一覧　本田

JA
F

公
認
N
o.

FI
A

公
認
発
効
年

車
　
　
　
　
両
　
　
　
　
名

（
変
型
・
正
常
進
化
の
内
容
）

型
式

排
気
量

最
低
重
量

（
kg
）

FI
A
公
認
N
o.

グ
ル
ー
プ

有
効
期
限

JA
-2
25

20
13
年

C
IV
IC
 1
.4
 S
po
rt

FK
1

13
32
.6

A-
57
47

A
20
23
年

K
S-
1/
1

V
K
-S
20
00
（
サ
ー
キ
ッ
ト
）

10
0/
1K
S

V
O
-2
/1

ロ
ー
ル
ケ
ー
ジ

10
1/
1V
O

V
O
-3
/2

ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク
シ
ャ
シ
ー
（
ボ
デ
ィ
シ
ェ
ル
）

10
2/
2V
O

－
エ
ン
ジ
ン

10
3/
1E
R

ER
-4
/1

ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク

10
4/
2E
R

－
エ
ン
ジ
ン

10
5/
3E
R

ER
-5
/2

エ
ン
ジ
ン

10
6/
4E
R

ER
-6
/3

エ
ン
ジ
ン

10
7/
5E
R

K
S-
7/
2

V
K
-S
20
00
（
サ
ー
キ
ッ
ト
）

20
0/
1K
S

V
O
-8
/3

ロ
ー
ル
ケ
ー
ジ

20
1/
1V
O

－
ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク

20
2/
1E
R

ER
-9
/4

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
、
ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク

20
3/
2E
R

ER
-1
0/
5

エ
ン
ジ
ン

20
5/
4E
R

ER
-1
1/
6

エ
ン
ジ
ン

20
4/
3E
R

ET
-1
2/
1

デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
、
エ
ン
ジ
ン
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
ギ
ア
、
ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク

1/
1E
T

ER
-1
3/
7

デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
、
ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク

20
9/
6E
R

－
ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク

21
0/
7E
R

－
エ
ン
ジ
ン

21
1/
8E
R

ER
-1
4/
8

エ
ン
ジ
ン
、
ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク
（
V
K
-S
20
00
）

20
6/
5E
R

V
F-
15
/1

エ
ン
ジ
ン
 （
V
K
-S
20
00
）

20
7/
1V
F

V
O
-1
6/
4

ロ
ー
ル
ケ
ー
ジ
（
V
O
の
V
O
）

20
8/
2V
O

ER
-1
8/
10

ラ
ン
ニ
ン
グ
ギ
ア
（
V
K
-S
20
00
の
ER
）

21
2/
09
 E
R

ER
-1
9/
11

エ
ン
ジ
ン
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
、
ボ
デ
ィ
シ
ェ
ル
（
V
K
-S
20
00
の
ER
）

21
4/
11
 E
R

ER
-2
0/
12

ロ
ー
ル
ケ
ー
ジ
（
V
O
の
ER
）

21
5/
12
 E
R

V
O
-2
1/
5

タ
ー
ボ
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
（
V
K
-S
20
00
の
V
O
）

21
6/
03
 V
O

ER
-2
2/
13

エ
ン
ジ
ン
（
V
K
-S
20
00
の
ER
）

21
3/
10
 E
R

ER
-2
3/
14

エ
ン
ジ
ン
（
ス
ロ
ッ
ト
ル
径
公
差
誤
記
訂
正
）

21
7/
13
 E
R

ER
-2
4/
15

ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク
・
シ
ャ
シ
ー
（
ボ
デ
ィ
シ
ェ
ル
）

21
8/
14
 E
R

ER
-2
5/
16

エ
ン
ジ
ン
（
別
ER
前
の
イ
ン
テ
ー
ク
マ
ニ
フ
ォ
ー
ル
ド
誤
記
訂
正
）

21
9/
15
 E
R

ER
-2
6/
17

エ
ン
ジ
ン
（
イ
ン
テ
ー
ク
マ
ニ
フ
ォ
ー
ル
ド
変
更
）

22
0/
16
 E
R

ER
-2
7/
18

エ
ン
ジ
ン
（
ブ
ロ
ッ
ク
お
よ
び
ス
リ
ー
ブ
変
更
）

22
2/
18
 E
R

ER
-2
8/
19

エ
ン
ジ
ン
（
FI
A
 D
A
T
A
 L
O
GG
IN
G 
SY
ST
EM
）

22
1/
17
 E
R

K
S-
29
/3

V
K
-S
20
00
キ
ッ
ト

30
0/
01
 K
S

V
O
-3
0/
6

ロ
ー
ル
ケ
ー
ジ
（
V
O
の
V
O
）

ER
-3
1/
20

SA
FE
T
Y
 H
A
RN
ES
S 
M
O
U
N
T
IN
G 
PO
IN
T
S（
20
0/
01
の
ER
）

22
3/
19
 E
R

V
O
-3
2/
7

ロ
ー
ル
ケ
ー
ジ
 （
20
1/
01
 V
O
の
V
O
）

22
4/
04
 V
O

ER
-3
3/
21

CY
LI
N
D
ER
 H
EA
D

30
1/
01
 E
RJ

本
田
技
研
工
業（
株
）



－647－－647－

JAF公認車両一覧　本田

JA
F

公
認
N
o.

FI
A

公
認
発
効
年

車
　
　
　
　
両
　
　
　
　
名

（
変
型
・
正
常
進
化
の
内
容
）

型
式

排
気
量

最
低
重
量

（
kg
）

FI
A
公
認
N
o.

グ
ル
ー
プ

有
効
期
限

ER
-3
4/
22

EN
GI
N
E 
, A
X
EL
ES
 A
N
D
 S
U
SP
EN
SI
O
N
 , 
BO
D
Y
SH
EL
L 
, S
A
FE
T
Y

30
3/
02
 E
RJ

ER
-3
5/
23

EN
GI
N
E（
T
H
RO
T
T
LE
 B
O
D
Y
）

30
2/
01
 E
R

ER
-3
6/
24

FL
A
T
 F
LO
O
R

30
4/
03
 E
RJ



－648－－648－

JAF公認車両一覧　SUBARU

JA
F

公
認
N
o.

FI
A

公
認
発
効
年

車
　
　
　
　
両
　
　
　
　
名

（
変
型
・
正
常
進
化
の
内
容
）

型
式

排
気
量

最
低
重
量

（
kg
）

FI
A
公
認
N
o.

グ
ル
ー
プ

有
効
期
限

JA
-2
22

20
11
年

ス
バ
ル
 イ
ン
プ
レ
ッ
サ
 W
RX
 S
TI
 4
ド
ア
（
20
10
）

G
VB

33
96
.3

A-
57
38

A
20
20
年

ER
-1
/1

タ
ー
ボ

1/
1E
R

FN
-0
88

20
11
年

ス
バ
ル
 イ
ン
プ
レ
ッ
サ
 W
RX
 S
TI
 4
ド
ア
（
20
10
）

G
VB

33
96
.3

14
19

N
-5
73
8

N
20
20
年

V
O
-1
/1

エン
ジン
、冷
却、ク

ラッ
チ、ギ

アボ
ック
ス、ト
ラン
スフ
ァー
、ファ
イナ
ルド
ライ
ブ、シ

ャフト
、サス

ペン
ション

、スタ
ビラ
イザ
ー、ブ

レー
キ、ス

テア
リン
グ、イ
ンテ
リア
、エク

ステ
リア

1/
1V
O

V
O
-2
/2

車
体

2/
2V
O

ET
-3
/1

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン

4/
1E
T

V
R4
-4
/1

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
、
イ
ン
テ
リ
ア
、
エ
ク
ス
テ
リ
ア

3/
1V
R4

V
O
-5
/3

エ
ン
ジ
ン
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
、
ブ
レ
ー
キ

5/
3V
O

ER
-7
/2

エ
ク
ス
テ
リ
ア

6/
1E
R

V
F-
8/
1

エ
ン
ジ
ン

7/
1V
F

JA
-2
27

20
14
年

ス
バ
ル
BR
Z

ZC
6

19
99
.2

A-
57
57

A
20
23
年

JA
-2
28

20
15
年

ス
バ
ル
 W
RX
 S
TI

VA
B

33
96
.3

A-
57
58

A
20
24
年

ET
-1
/1

外
装
、
イ
ン
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
、
ホ
イ
ー
ル
、
ブ
レ
ー
キ
、
内
装
、
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス

1/
1E
T

FN
-0
89

20
15
年

ス
バ
ル
 W
RX
 S
TI

VA
B

33
96
.3

13
93

N
-5
75
8

N
20
24
年

V
O
-1
/1

タ
ー
ボ
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
、
ブ
レ
ー
キ

1/
1V
O

V
O
-2
/2

ウ
ィ
ン
ド
ウ

V
O
-3
/3

不
要
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
削
除

2/
2V
O

ET
-4
/1

最
低
重
量
、
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー

3/
1E
T

（
株
）S
U
BA
RU
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JAF公認車両一覧　いすゞ

JA
F

公
認
N
o.

FI
A

公
認
発
効
年

車
　
　
　
　
両
　
　
　
　
名

（
変
型
・
正
常
進
化
の
内
容
）

型
式

排
気
量

最
低
重
量

（
kg
）

FI
A
公
認
N
o.

グ
ル
ー
プ

有
効
期
限

FT
-0
87

20
03
年

D
-M
AX

TF
S2
6

34
94
.3

17
70

T-
11
12

T
20
20
年

V
O
-1
/1

フ
ァ
イ
ナ
ル
ド
ラ
イ
ブ

1/
1V
O

FT
-0
88

20
03
年

D
-M
AX

TF
S7
7

44
99
.0

18
50

T-
11
13

T
20
20
年

V
O
-1
/1

フ
ァ
イ
ナ
ル
ド
ラ
イ
ブ

1/
1V
O

FT
-0
92

20
05
年

D
-M
AX

TF
S8
5

44
99
.0

18
00

T2
-2
00
2

T
20
20
年

FT
-0
93

20
07
年

D
-M
AX

TF
S8
5H

44
99
.0

18
10

T2
-2
00
3

T
20
19
年

ER
-1
/1

ク
ラ
ッ
チ
 プ
レ
ー
ト
直
径
 の
誤
記
訂
正

1/
1E
R

FT
-1
01

20
13
年

D
-M
AX

TF
S8
5

44
99

18
10
/1
83
4

T2
-2
01
3

T
20
24
年

FT
-1
03

20
15
年

M
U
-X

U
C
S8
5

44
99

18
95
/1
92
0

T2
-2
01
7

T
20
24
年

い
す
ゞ
自
動
車（
株
）
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Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
車
両
一
覧

（
20
19
年
８
月
31
日
現
在
）

登
録
車
両
は
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
車
両
規
定
に
基
づ
き
Ｊ
Ａ
Ｆ
に
登
録
さ
れ
た
車
両
の
こ
と
で
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
公
認
の
ラ
リ
ー
、
レ
ー
ス
、
お
よ
び
ス
ピ
ー
ド
競
技
の
み
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ト
ヨ
タ
自
動
車（
株
）

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JT
-0
83

19
83
年

A
E8
6

カ
ロ
ー
ラ
レ
ビ
ン
，
ス
プ
リ
ン
タ
ー
ト
レ
ノ

4A
15
87

48
05

JT
-0
84

19
84
年

A
W
11

ト
ヨ
タ
M
R2

4A
15
87

50
60

JT
-0
86

19
84
年

A
E8
2

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
16
00
，
ス
プ
リ
ン
タ
ー
16
00

4A
15
87

48
02

JT
-0
91

19
86
年

EP
71

ス
タ
ー
レ
ッ
ト

2E
12
95

51
39

タ
ー
ボ
付

JT
-0
92

19
86
年

M
Z2
0

ソ
ア
ラ
30
00

7M
29
54

53
90

タ
ー
ボ
付

JT
-0
93

19
86
年

M
Z2
1

ソ
ア
ラ
30
00

7M
29
54

53
91

タ
ー
ボ
付

JT
-0
94

19
86
年

M
A
70

ス
ー
プ
ラ
30
00

7M
29
54

53
88

タ
ー
ボ
付

JT
-0
95

19
86
年

ST
16
5

セ
リ
カ
20
00
GT
－
FO
U
R

3S
19
98

54
98

タ
ー
ボ
付

JT
-0
96

19
86
年

EL
31

タ
ー
セ
ル
，
コ
ル
サ
，
カ
ロ
ー
ラ
Ⅱ
15
00

3E
14
56

54
22

タ
ー
ボ
付

JT
-0
97

19
86
年

A
W
11

M
R2

4A
15
87

50
60

ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
付

JT
-0
98

19
87
年

EL
31

タ
ー
セ
ル
15
00
，
コ
ル
サ
15
00
，
カ
ロ
ー
ラ
Ⅱ
15
00

3E
14
56

54
22

JT
-0
99

19
87
年

EL
30

タ
ー
セ
ル
13
00
，
コ
ル
サ
13
00
，
カ
ロ
ー
ラ
Ⅱ
13
00

2E
12
95

54
21

JT
-1
00

19
87
年

A
E9
2

カ
ロ
ー
ラ
，
カ
ロ
ー
ラ
レ
ビ
ン
，
ス
プ
リ
ン
タ
ー
，

ス
プ
リ
ン
タ
ー
ト
レ
ノ
，
ス
プ
リ
ン
タ
ー
シ
エ
ロ

4A
15
87

56
34

JT
-1
01

19
87
年

A
E9
2

カ
ロ
ー
ラ
レ
ビ
ン
，
ス
プ
リ
ン
タ
ー
ト
レ
ノ

4A
15
87

56
34

ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
付

JT
-1
02

19
87
年

SV
25

カ
ム
リ
4W
D
，
ビ
ス
タ
4W
D

3S
19
98

57
23

JT
-1
03

19
87
年

A
E9
5

カ
ロ
ー
ラ
4W
D
，
ス
プ
リ
ン
タ
ー
4W
D

4A
15
87

57
24

JT
-1
04

19
89
年

ST
18
5

セ
リ
カ
20
00

3S
19
98

62
48

タ
ー
ボ
付

JT
-1
05

19
89
年

SW
20

M
R2

3S
19
98

63
41

JT
-1
06

19
89
年

SW
20

M
R2

3S
19
98

63
41

タ
ー
ボ
付

JT
-1
07

19
90
年

EP
82

ト
ヨ
タ
ス
タ
ー
レ
ッ
ト

4E
13
31

63
60

JT
-1
08

19
90
年

EP
82

ト
ヨ
タ
ス
タ
ー
レ
ッ
ト

4E
13
31

63
60

タ
ー
ボ
付

JT
-1
09

19
90
年

EX
Y
10

セ
ラ

5E
14
96

64
06

JT
-1
10

19
90
年

ST
18
5H

セ
リ
カ
20
00

3S
19
98

62
49

タ
ー
ボ
付

JT
-1
11

19
90
年

EP
85

ス
タ
ー
レ
ッ
ト
4W
D

4E
13
31

65
66

JT
-1
12

19
90
年

EL
41

ト
ヨ
タ
タ
ー
セ
ル
，
コ
ル
サ
，
カ
ロ
ー
ラ
Ⅱ

4E
13
31

66
06
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JAF登録車両一覧　トヨタ

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JT
-1
13

19
90
年

EL
43

ト
ヨ
タ
タ
ー
セ
ル
，
コ
ル
サ
，
カ
ロ
ー
ラ
Ⅱ

5E
14
96

66
07

JT
-1
14

19
90
年

EL
45

ト
ヨ
タ
タ
ー
セ
ル
，
コ
ル
サ
，
カ
ロ
ー
ラ
Ⅱ

5E
14
96

66
08

4W
D

JT
-1
15

19
91
年

A
E1
01

カ
ロ
ー
ラ
，
ス
プ
リ
ン
タ
ー
，
カ
ロ
ー
ラ
レ
ビ
ン
，

ス
プ
リ
ン
タ
ー
ト
レ
ノ

4A
15
87

68
04

JT
-1
16

19
91
年

A
E1
01

カ
ロ
ー
ラ
レ
ビ
ン
，
ス
プ
リ
ン
タ
ー
ト
レ
ノ

4A
15
87

68
04

ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
付

JT
-1
17

19
91
年

A
E1
04

カ
ロ
ー
ラ
4W
D
，
ス
プ
リ
ン
タ
ー
4W
D

4A
15
87

68
06

4W
D

JT
-1
18

19
92
年

A
E1
01

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
FX

4A
15
87

68
04

JT
-1
19

19
92
年

EL
44

ト
ヨ
タ
サ
イ
ノ
ス

5E
14
96

67
54

JT
-1
20

19
93
年

JZ
A
80

ト
ヨ
タ
ス
ー
プ
ラ

2J
Z

29
97

72
95

JT
-1
21

19
93
年

JZ
A
80

ト
ヨ
タ
ス
ー
プ
ラ

2J
Z

29
97

72
95

タ
ー
ボ
付

JT
-1
22

19
93
年

ST
20
2

セ
リ
カ
，
コ
ロ
ナ
EX
iV
，
カ
リ
ー
ナ
ED

3S
19
98

75
08

JT
-1
23

19
93
年

ST
20
3

セ
リ
カ
，
コ
ロ
ナ
EX
iV
，
カ
リ
ー
ナ
ED

3S
19
98

75
09

デ
ュ
ア
ル
モ
ー
ド
4W
S装
着
車

JT
-1
24

19
94
年

ST
20
5

セ
リ
カ
GT
－
FO
U
R

3S
19
98

75
84

タ
ー
ボ
付

JT
-1
25

19
94
年

ST
20
6

カ
レ
ン

3S
19
98

75
85

JT
-1
26

19
94
年

A
T
19
1

カ
リ
ー
ナ

7A
17
62

77
72

JT
-1
27

19
95
年

A
E1
11

カ
ロ
ー
ラ
レ
ビ
ン
，
ス
プ
リ
ン
タ
ー
ト
レ
ノ

4A
15
87

80
44

JT
-1
28

19
96
年

EP
91

ト
ヨ
タ
ス
タ
ー
レ
ッ
ト

4E
13
31

84
15

JT
-1
29

19
96
年

EP
91

ト
ヨ
タ
ス
タ
ー
レ
ッ
ト

4E
13
31

84
15

タ
ー
ボ
付

JT
-1
30

19
96
年

EP
95

ト
ヨ
タ
ス
タ
ー
レ
ッ
ト

4E
13
31

84
16

4W
D

JT
-1
31

19
97
年

T
JG
00

ト
ヨ
タ
キ
ャ
バ
リ
エ

T
2

23
92

83
94

JT
-1
32

19
98
年

SX
E1
0

ト
ヨ
タ
ア
ル
テ
ッ
ツ
ァ

3S
-G
E

19
98

91
79

JT
-1
33

19
99
年

SC
P1
0

ヴ
ィ
ッ
ツ

1S
Z-
FE

99
7

92
72

JT
-1
34

19
99
年

ZZ
T
23
1

セ
リ
カ

2Z
Z-
GE

17
95

10
29
9

JT
-1
35

19
99
年

ZZ
W
30

M
R－
S

1Z
Z-
FE

17
94

10
38
4

JT
-1
36

20
01
年

ZZ
T
23
0

セ
リ
カ

1Z
Z-
FE

17
94

10
29
8

JT
-1
37

20
02
年

SC
P1
0

ヴ
ィ
ッ
ツ

1S
Z-
FE

99
7

11
24
5

JT
-1
38

20
02
年

SX
E1
0

ア
ル
テ
ッ
ツ
ァ

3S
-G
E

19
98

10
98
8

JT
-1
39

20
02
年

ZZ
E1
23

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
ラ
ン
ク
ス
，
ト
ヨ
タ
ア
レ
ッ
ク
ス

2Z
Z-
GE

17
95

10
87
1

JT
-1
40

20
03
年

U
ZZ
40

ト
ヨ
タ
 ソ
ア
ラ

3U
Z-
FE

42
92

10
89
4

JT
-1
41

20
05
年

N
CP
 9
1

ト
ヨ
タ
 ヴ
ィ
ッ
ツ
RS

1N
Z-
FE

14
96

15
01
0

JT
-1
42

20
05
年

U
ZZ
40

レ
ク
サ
ス
　
SC
43
0

3U
Z-
FE

42
92

15
08
8

JT
-1
43

20
06
年

GS
R5
0W

ト
ヨ
タ
　
エ
ス
テ
ィ
マ

2G
R-
FE

34
56

15
26
9

JT
-1
44

20
06
年

GR
S1
84

ク
ラ
ウ
ン

2G
R-
FS
E

34
56

15
18
1

JT
-1
45

20
08
年

GS
E2
1

レ
ク
サ
ス
　
IS
35
0

2G
R-
FS
E

34
56

15
12
9

JT
-1
46

20
09
年

N
ZE
14
1

カ
ロ
ー
ラ
ア
ク
シ
オ

1N
Z-
FE

14
96

15
42
0

JT
-1
47

20
10
年

ZR
R7
0G

ヴ
ォ
ク
シ
ー
，
ノ
ア

3Z
R-
FE

19
86

15
73
7

JT
-1
48

20
10
年

ZV
W
30

プ
リ
ウ
ス

2Z
R-
FX
E

17
97

16
29
4

JT
-1
49

20
11
年

N
H
W
10

プ
リ
ウ
ス

1N
Z-
FX
E

14
96

89
76

JT
-1
50

20
11
年

N
CP
13
1

ヴ
ィ
ッ
ツ
RS
、
ヴ
ィ
ッ
ツ
 G
R 
SP
O
RT

1N
Z-
FE

14
96

16
72
0

JT
-1
51

20
12
年

ZN
6

86
FA
20

19
98

17
11
6

JT
-1
52

20
12
年

U
SE
20

レ
ク
サ
ス
　
IS
　
F

2U
R-
GS
E

49
68

15
97
1
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JAF登録車両一覧　トヨタ

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JT
-1
53

20
12
年

LF
A
10

レ
ク
サ
ス
　
LF
A

1L
R-
GU
E

48
05

新
07
47
2

JT
-1
54

20
14
年

N
CP
13
1改

ヴ
ィ
ッ
ツ
“
GR
M
N
 T
ur
bo
”

1N
Z-
FE

14
96

－
ベ
ー
ス
車
両
:JT
-1
50
、タ
ー
ボ
付
、3
ド
ア
、強
化
ブ
レ
ー
キ
、

17
イ
ン
チ
ホ
イ
ー
ル
等

JT
-1
55

20
14
年

U
SC
10

レ
ク
サ
ス
　
RC
　
F

2U
R-
GS
E

49
68

17
83
5

JT
-1
56

20
14
年

N
H
P1
0

ア
ク
ア

1N
Z-
FX
E

14
96

17
05
3

JT
-1
57

20
15
年

GS
C1
0

レ
ク
サ
ス
RC
35
0

2G
R-
FS
E

34
56

17
83
3

JT
-1
58

20
15
年

N
CP
91
改

V
itz
 R
S 
T
RD
 R
ac
in
g

1N
Z-
FE

14
96

－
ベ
ー
ス
車
両
:JT
-1
41
、
6点
式
ロ
ー
ル
ケ
ー
ジ
等

※
本
ロ
ー
ル
ケ
ー
ジ
は
す
べ
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
規
則
適
合

を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
競
技
に
参
加
す
る

場
合
は
必
ず
該
当
す
る
規
則
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

JT
-1
59

20
15
年

N
CP
13
1改

V
itz
 R
S 
Ra
ci
ng

1N
Z-
FE

14
96

－
ベ
ー
ス
車
両
:JT
-1
50
、
6点
式
ロ
ー
ル
ケ
ー
ジ
等

※
本
ロ
ー
ル
ケ
ー
ジ
は
す
べ
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
規
則
適
合

を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
競
技
に
参
加
す
る

場
合
は
必
ず
該
当
す
る
規
則
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

JT
-1
60

20
15
年

ZN
6改

86
 R
ac
in
g

FA
20

19
98

－
ベ
ー
ス
車
両
:JT
-1
51
、
6点
式
ロ
ー
ル
ケ
ー
ジ
等
、
エ
ン
ジ

ン
オ
イ
ル
ク
ー
ラ
ー
、
ブ
レ
ー
キ
ダ
ク
ト
等

※
本
ロ
ー
ル
ケ
ー
ジ
は
す
べ
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
規
則
適
合

を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
競
技
に
参
加
す
る

場
合
は
必
ず
該
当
す
る
規
則
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

JT
-1
61

20
15
年

GR
X
13
3

マ
ー
ク
X

2G
R-
FS
E

34
56

16
36
1

JT
-1
62

20
16
年

ZV
W
51

プ
リ
ウ
ス

ZV
W
51

17
97

18
20
8

2W
D
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

JT
-1
63

20
16
年

N
CP
13
1改

ヴ
ィ
ッ
ツ
RS
“
G'
s”

1N
Z-
FE

14
96

－
ベ
ー
ス
車
両
：
JT
-1
50
、フ
ロ
ン
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ロ
ッ
ド
等

JT
-1
64

20
16
年

N
CP
13
1改

ヴ
ィ
ッ
ツ
RS
“
G'
s”

1N
Z-
FE

14
96

－
ベ
ー
ス
車
両
：
JT
-1
50
、
フ
ロ
ン
ト
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
メ
ン

バ
ー
後
端
ブ
レ
ー
ス
、
セ
ン
タ
ー
ト
ン
ネ
ル
ブ
レ
ー
ス
、
リ

ヤ
フ
ロ
ア
ブ
レ
ー
ス
追
加
等

JT
-1
65

20
16
年

ZN
6

86
FA
20

19
98

17
11
6

外
観
（
前
後
ラ
ン
プ
、
リ
ヤ
ス
ポ
イ
ラ
ー
、
バ
ン
パ
ー
等
）

（
M
T
/A
T
）、
エ
ン
ジ
ン
及
び
減
速
比
（
M
T
）

JT
-1
66

20
17
年

N
GX
50

C-
H
R

8N
R-
FT
S

11
96

18
47
8

ガ
ソ
リ
ン

JT
-1
67

20
17
年

ZY
X
10

C-
H
R

2Z
R-
FX
E

17
97

18
47
9

H
V

JT
-1
68

20
17
年

U
RZ
10
0

レ
ク
サ
ス
 L
C5
00

2U
R-
GS
E

49
68

18
55
7

JT
-1
69

20
17
年

N
H
P1
30

ヴ
ィ
ッ
ツ
/ヴ
ィ
ッ
ツ
 H
Y
BR
ID
 G
R 
SP
O
RT

1N
Z-
FX
E

14
96

18
50
7

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

JT
-1
70

20
17
年

N
CP
13
1

ヴ
ィ
ッ
ツ
“
GR
”

1N
Z-
FE

14
96

－
JT
-1
71

20
18
年

N
CP
13
1

ヴ
ィ
ッ
ツ
GR
M
N

2Z
R-
FE

17
97

－
ベ
ー
ス
車
両
：
JT
-1
50
、
エ
ン
ジ
ン
（
ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ

ャ
ー
付
）、
3ド
ア
、
ブ
レ
ー
キ
、
17
イ
ン
チ
ホ
イ
ー
ル
、
ブ

レ
ー
ス
追
加
、
6速
M
T

JT
-1
72

20
18
年

ZV
W
52

プ
リ
ウ
ス
PH
V

2Z
R-
FX
E

17
97

18
43
2

JT
-1
73

20
18
年

ZV
W
52

プ
リ
ウ
ス
PH
V
“
GR
 S
PO
RT
”

2Z
R-
FX
E

17
97

－
ベ
ー
ス
車
両
：
JT
-1
72
、
ブ
レ
ー
キ
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
、

18
イ
ン
チ
ホ
イ
ー
ル
、
ブ
レ
ー
ス
追
加
、
外
観
、
等

JT
-1
74

20
19
年

D
B2
2

ス
ー
プ
ラ

B4
8

19
98

19
18
1

JT
-1
75

20
19
年

D
B4
2

ス
ー
プ
ラ

B5
8

29
97

19
18
2

JT
-1
76

20
19
年

D
B8
2

ス
ー
プ
ラ

B4
8

19
98

19
18
3

JT
-1
77

20
19
年

GR
X
13
3

マ
ー
ク
X
“
GR
M
N
”

2G
R-
FS
E

34
56

－
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JAF登録車両一覧　日産

日
産
自
動
車（
株
）

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JN
-1
24

19
84
年

Z3
1

フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
Z2
シ
ー
タ
ー

V
G2
0E
T

19
98

49
05

タ
ー
ボ
付

JN
-1
25

19
84
年

GZ
31

フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
Z2
／
2

V
G2
0E
T

19
98

49
06

タ
ー
ボ
付

JN
-1
26

19
84
年

H
Z3
1

フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
Z2
シ
ー
タ
ー

V
G3
0E
T

29
60

49
07

タ
ー
ボ
付

JN
-1
27

19
84
年

H
GZ
31

フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
Z2
／
2

V
G3
0E
T

29
60

49
08

タ
ー
ボ
付

JN
-1
29

19
84
年

K
10

マ
ー
チ

M
A
10

98
7

46
31

JN
-1
33

19
85
年

H
R3
1

ス
カ
イ
ラ
イ
ン

RB
20

19
98

52
45

JN
-1
34

19
85
年

H
R3
1

ス
カ
イ
ラ
イ
ン

RB
20

19
98

52
45

タ
ー
ボ
付

JN
-1
35

19
85
年

B1
2

サ
ニ
ー

E1
3

12
70

53
13

JN
-1
36

19
85
年

H
B1
2

サ
ニ
ー

E1
5

14
87

53
14

JN
-1
37

19
85
年

H
B1
2

サ
ニ
ー

E1
5

14
87

53
14

タ
ー
ボ
付

JN
-1
38

19
85
年

H
N
B1
2

サ
ニ
ー

E1
5

14
87

53
18

4W
D

JN
-1
39

19
85
年

K
10

マ
ー
チ

M
A
10

98
7

46
31

タ
ー
ボ
付

JN
-1
43

19
85
年

PZ
31

フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
Z2
シ
ー
タ
ー

RB
20

19
98

52
68

タ
ー
ボ
付

JN
-1
44

19
85
年

PG
Z3
1

フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
Z2
by
2

RB
20

19
98

52
69

タ
ー
ボ
付

JN
-1
50

19
86
年

N
13

パ
ル
サ
ー

E1
3

12
70

54
24

JN
-1
51

19
86
年

H
N
13

パ
ル
サ
ー

E1
5

14
87

54
25

JN
-1
52

19
86
年

EN
13

パ
ル
サ
ー

CA
16

15
98

54
26

JN
-1
53

19
86
年

H
N
N
13

パ
ル
サ
ー

E1
5

14
87

54
28

4W
D

JN
-1
57

19
86
年

EB
12

サ
ニ
ー

CA
16

15
98

54
69

JN
-1
58

19
86
年

H
B1
2

ロ
ー
レ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ト

E1
5

14
87

53
14

JN
-1
59

19
86
年

EB
12

ロ
ー
レ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ト

CA
16

15
98

54
69

JN
-1
60

19
86
年

K
EN
13

エ
ク
サ

CA
16

15
98

55
20

JN
-1
61

19
86
年

BH
N
13

ラ
ン
グ
レ
ー
，
リ
ベ
ル
タ
ビ
ラ

E1
5

14
87

55
18

JN
-1
62

19
86
年

BE
N
13

ラ
ン
グ
レ
ー
，
リ
ベ
ル
タ
ビ
ラ

CA
16

15
98

55
19

JN
-1
63

19
86
年

H
Z3
1

フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
ー
Z2
シ
ー
タ
ー

V
G3
0

29
60

49
07

JN
-1
64

19
86
年

H
GZ
31

フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
ー
Z2
by
2

V
G3
0

29
60

49
08

JN
-1
65

19
87
年

BH
N
N
13

ラ
ン
グ
レ
ー
，
リ
ベ
ル
タ
ビ
ラ

E1
5

14
87

55
98

4W
D

JN
-1
66

19
87
年

FB
12

サ
ニ
ー
，
ロ
ー
レ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ト

GA
15

14
97

57
37

JN
-1
67

19
87
年

FN
B1
2

サ
ニ
ー
，
ロ
ー
レ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ト

GA
15

14
97

57
39

4W
D

JN
-1
68

19
87
年

RU
12

ブ
ル
ー
バ
ー
ド

CA
18

18
09

57
59

JN
-1
69

19
87
年

RN
U
12

ブ
ル
ー
バ
ー
ド

CA
18

18
09

57
60

4W
D

JN
-1
70

19
87
年

RN
U
12

ブ
ル
ー
バ
ー
ド

CA
18

18
09

57
60

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JN
-1
71

19
88
年

FN
13

パ
ル
サ
ー

GA
15

14
97

58
44

JN
-1
72

19
88
年

FN
N
13

パ
ル
サ
ー

GA
15

14
97

58
45

4W
D

JN
-1
73

19
88
年

S1
3

シ
ル
ビ
ア

CA
18

18
09

58
63

JN
-1
74

19
88
年

S1
3

シ
ル
ビ
ア

CA
18

18
09

58
63

タ
ー
ボ
付

JN
-1
75

19
88
年

K
S1
3

シ
ル
ビ
ア

CA
18

18
09

58
64

4輪
操
舵
付

JN
-1
76

19
88
年

K
S1
3

シ
ル
ビ
ア

CA
18

18
09

58
64

タ
ー
ボ
付
、
4輪
操
舵
付

JN
-1
77

19
88
年

EK
10

マ
ー
チ

M
A
09

93
0

59
33

タ
ー
ボ
、
ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
付



－654－－654－

JAF登録車両一覧　日産

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JN
-1
78

19
89
年

RS
13

18
0S
X

CA
18

18
09

60
76

タ
ー
ボ
付

JN
-1
79

19
89
年

K
RS
13

18
0S
X

CA
18

18
09

60
77

タ
ー
ボ
付
、
4輪
操
舵
付

JN
-1
80

19
89
年

FR
32

ス
カ
イ
ラ
イ
ン

CA
18

18
09

61
30

JN
-1
81

19
89
年

H
R3
2

ス
カ
イ
ラ
イ
ン

RB
20

19
98

61
31

JN
-1
82

19
89
年

H
CR
32

ス
カ
イ
ラ
イ
ン

RB
20

19
98

61
32

4輪
操
舵
付

JN
-1
83

19
89
年

H
CR
32

ス
カ
イ
ラ
イ
ン

RB
20

19
98

61
32

タ
ー
ボ
付
、
4輪
操
舵
付

JN
-1
84

19
89
年

H
N
R3
2

ス
カ
イ
ラ
イ
ン

RB
20

19
98

61
33

タ
ー
ボ
付
、
4輪
操
舵
付
、
4W
D

JN
-1
85

19
89
年

BN
R3
2

ス
カ
イ
ラ
イ
ン

RB
26

25
68

61
34

タ
ー
ボ
付
、
4輪
操
舵
付
、
4W
D

JN
-1
86

19
89
年

Z3
2

フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
Z

V
G3
0

29
60

61
95

JN
-1
87

19
89
年

GZ
32

フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
Z

V
G3
0

29
60

61
97

JN
-1
88

19
89
年

CZ
32

フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
Z

V
G3
0

29
60

61
96

タ
ー
ボ
付
、
4輪
操
舵
付

JN
-1
89

19
89
年

GC
Z3
2

フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
Z

V
G3
0

29
60

61
98

タ
ー
ボ
付
、
4輪
操
舵
付

JN
-1
90

19
89
年

EU
12

ブ
ル
ー
バ
ー
ド

SR
18

18
38

63
32

JN
-1
91

19
89
年

H
U
12

ブ
ル
ー
バ
ー
ド

SR
20

19
98

63
33

JN
-1
92

19
89
年

EN
U
12

ブ
ル
ー
バ
ー
ド

SR
18

18
38

63
34

4W
D

JN
-1
93

19
89
年

H
N
U
12

ブ
ル
ー
バ
ー
ド

SR
20

19
98

63
35

4W
D

JN
-1
94

19
89
年

H
N
U
12

ブ
ル
ー
バ
ー
ド

SR
20

19
98

63
35

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JN
-1
95

19
90
年

B1
3

サ
ニ
ー

GA
13

12
95

63
85

JN
-1
96

19
90
年

FB
13

サ
ニ
ー

GA
15

14
97

63
86

JN
-1
97

19
90
年

EB
13

サ
ニ
ー

GA
16

15
96

63
87

JN
-1
98

19
90
年

H
B1
3

サ
ニ
ー

SR
18

18
38

63
88

JN
-1
99

19
90
年

FN
B1
3

サ
ニ
ー

GA
15

14
97

63
90

4W
D

JN
-2
00

19
90
年

H
N
B1
3

サ
ニ
ー

SR
18

18
38

63
91

4W
D

JN
-2
01

19
90
年

P1
0

プ
リ
メ
ー
ラ

SR
18

18
38

63
83

JN
-2
02

19
90
年

H
P1
0

プ
リ
メ
ー
ラ

SR
20

19
98

63
84

JN
-2
03

19
90
年

N
14

パ
ル
サ
ー

GA
13

12
95

65
81

JN
-2
04

19
90
年

FN
14

パ
ル
サ
ー

GA
15

14
97

65
82

JN
-2
05

19
90
年

EN
14

パ
ル
サ
ー

GA
16

15
96

65
83

JN
-2
06

19
90
年

H
N
14

パ
ル
サ
ー

SR
18

18
38

65
84

JN
-2
07

19
90
年

FN
N
14

パ
ル
サ
ー

GA
15

14
97

65
86

4W
D

JN
-2
08

19
90
年

RN
N
14

パ
ル
サ
ー

SR
20

19
98

65
87

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JN
-2
09

19
91
年

PS
13

シ
ル
ビ
ア

SR
20

19
98

67
21

JN
-2
10

19
91
年

K
PS
13

シ
ル
ビ
ア

SR
20

19
98

67
22

4輪
操
舵
付

JN
-2
11

19
91
年

PS
13

シ
ル
ビ
ア

SR
20

19
98

67
21

タ
ー
ボ
付

JN
-2
12

19
91
年

K
PS
13

シ
ル
ビ
ア

SR
20

19
98

67
22

タ
ー
ボ
付
、
4輪
操
舵
付

JN
-2
13

19
91
年

RP
S1
3

18
0S
X

SR
20

19
98

67
23

タ
ー
ボ
付

JN
-2
14

19
91
年

K
RP
S1
3

18
0S
X

SR
20

19
98

67
24

タ
ー
ボ
付
、
4W
S付

JN
-2
15

19
91
年

EN
U
13

ブ
ル
ー
バ
ー
ド

SR
18

18
38

69
08

4W
D

JN
-2
16

19
91
年

EU
13

ブ
ル
ー
バ
ー
ド

SR
18

18
38

69
04

JN
-2
17

19
91
年

H
U
13

ブ
ル
ー
バ
ー
ド

SR
20

19
98

69
05

JN
-2
18

19
91
年

H
N
U
13

ブ
ル
ー
バ
ー
ド

SR
20

19
98

69
09

4W
D
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Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JN
-2
19

19
91
年

H
N
U
13

ブ
ル
ー
バ
ー
ド

SR
20

19
98

69
09

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JN
-2
20

19
91
年

ER
32

ス
カ
イ
ラ
イ
ン

RB
25

24
98

68
50

JN
-2
21

19
91
年

EC
R3
2

ス
カ
イ
ラ
イ
ン

RB
25

24
98

68
51

JN
-2
22

19
92
年

K
11

マ
ー
チ

CG
10
D
E

99
7

70
23

JN
-2
23

19
92
年

H
K
11

マ
ー
チ

CG
13
D
E

12
74

70
24

JN
-2
24

19
92
年

H
N
P1
0

プ
リ
メ
ー
ラ

SR
20
D
E

19
98

67
25

4W
D

JN
-2
25

19
93
年

BN
R3
2

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
（
JN
-1
85
）

（
部
品
名
称
）

（
部
品
番
号
）

ブ
レ
ー
キ
キ
ャ
リ
パ
ー
（
FR
，
RH
）

41
00
0　
12
U
00
ブ
レ
ン
ボ
製

ブ
レ
ー
キ
キ
ャ
リ
パ
ー
（
FR
，
LH
）

41
01
0　
12
U
00
ブ
レ
ン
ボ
製

ブ
レ
ー
キ
キ
ャ
リ
パ
ー
（
RR
，
RH
）

44
00
0　
12
U
00
ブ
レ
ン
ボ
製

ブ
レ
ー
キ
キ
ャ
リ
パ
ー
（
RR
，
LH
）

44
01
0　
12
U
00
ブ
レ
ン
ボ
製

ブ
レ
ー
キ
デ
ィ
ス
ク
 （
FR
）

40
20
6　
12
U
00
ブ
レ
ン
ボ
製

ブ
レ
ー
キ
デ
ィ
ス
ク
 （
RR
）

43
20
6　
12
U
00
ブ
レ
ン
ボ
製

タ
イ
ヤ

40
31
2　
12
U
00
22
5/
50
R1
7

ホ
イ
ー
ル
デ
ィ
ス
ク

40
30
0　
05
U
15
8J
J×
17

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

JN
-2
26

19
93
年

ER
33

ス
カ
イ
ラ
イ
ン

RB
25

24
98

73
95

JN
-2
27

19
93
年

EC
R3
3

ス
カ
イ
ラ
イ
ン

RB
25

24
98

73
96

4輪
操
舵
付

JN
-2
28

19
93
年

EC
R3
3

ス
カ
イ
ラ
イ
ン

RB
25

24
98

73
96

タ
ー
ボ
付
、
4輪
操
舵
付

JN
-2
29

19
93
年

S1
4

シ
ル
ビ
ア

SR
20

19
98

75
15

JN
-2
30

19
93
年

S1
4

シ
ル
ビ
ア

SR
20

19
98

75
15

タ
ー
ボ
付

JN
-2
31

19
93
年

CS
14

シ
ル
ビ
ア

SR
20

19
98

75
16

タ
ー
ボ
付
、
4輪
操
舵
付

JN
-2
32

19
94
年

EN
R3
3

ス
カ
イ
ラ
イ
ン

RB
25

24
98

75
28

4W
D

JN
-2
33

19
94
年

EB
14

サ
ニ
ー

GA
16

15
96

75
65

JN
-2
34

19
94
年

H
B1
4

サ
ニ
ー

SR
18

18
38

75
66

JN
-2
35

19
94
年

FN
B1
4

サ
ニ
ー

GA
15

14
97

75
68

4輪
駆
動

(部
品
名
称
)

(部
品
番
号
)

JN
-2
36

19
94
年

BN
R3
2

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
（
JN
-1
85
）

タ
イ
ヤ

40
31
2　
12
U
10
24
5/
45
ZR
17

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

JN
-2
37

19
94
年

FB
14

サ
ニ
ー
ル
キ
ノ

GA
15

14
97

75
64

JN
-2
38

19
94
年

H
B1
4

サ
ニ
ー
ル
キ
ノ

SR
18

18
38

75
66

JN
-2
39

19
95
年

BC
N
R3
3

ス
カ
イ
ラ
イ
ン

RB
26

25
68

78
24

タ
ー
ボ
付
、
4輪
操
舵
付

JN
-2
40

19
95
年

EN
15

パ
ル
サ
ー
4ド
ア
セ
ダ
ン
，パ
ル
サ
ー
セリ
エ
3ド
ア
ハッ
チ
バッ
ク
，

ル
キ
ノ
3ド
ア
ハッ
チ
バッ
ク

GA
16

15
96

79
34

JN
-2
41

19
95
年

H
N
15

パ
ル
サ
ー
4ド
ア
セ
ダ
ン
，パ
ル
サ
ー
セリ
エ
3ド
ア
ハッ
チ
バッ
ク
，

ル
キ
ノ
3ド
ア
ハッ
チ
バッ
ク

SR
18

18
38

79
35

JN
-2
42

19
95
年

FN
N
15

パ
ル
サ
ー
4ド
ア
セ
ダ
ン
，パ
ル
サ
ー
セリ
エ
3ド
ア
ハッ
チ
バッ
ク
，

ル
キ
ノ
3ド
ア
ハッ
チ
バッ
ク

GA
15

14
97

79
37

JN
-2
43

19
95
年

H
R1
1

プ
レ
セ
ア

SR
20

19
98

79
59
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JAF登録車両一覧　日産

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

（
部
品
名
称
）

（
部
品
番
号
）

JN
-2
44

19
96
年

BC
N
R3
3

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
（
JN
-2
39
）

ブ
レ
ー
キ
キ
ャ
リ
パ
ー
，
FR
/R
H

41
00
0　
59
U
00
ブ
レ
ン
ボ
製

ブ
レ
ー
キ
キ
ャ
リ
パ
ー
，
FR
/R
H

41
01
0　
59
U
00
ブ
レ
ン
ボ
製

BR
K
T
ア
ッ
シ
ー
キ
ャ
リ
パ
ー

41
02
4　
59
U
60

キ
ャ
リ
パ
ー
を
取
り
付
け
る
た
め
の
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
（
左
右
共
用
）

デ
ィ
ス
ク
 ア
ッ
シ
ー

　
　
　
　
-F
Rブ
レ
ー
キ
，
RH

40
20
4　
59
U
00
ブ
レ
ン
ボ
製

デ
ィ
ス
ク
 ア
ッ
シ
ー

　
　
　
　
-F
Rブ
レ
ー
キ
，
LH

40
20
5　
59
U
00
ブ
レ
ン
ボ
製

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

JN
-2
45

19
96
年

G5
0

イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
Q
45

V
H
45
D
E

44
94

62
86

JN
-2
46

19
97
年

BC
N
R3
3

ス
カ
イ
ラ
イ
ン

RB
26

25
68

78
24

JN
-2
39
の
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
車

JN
-2
47

19
97
年

JB
14

サ
ニ
ー
ル
キ
ノ

SR
16
V
E

15
96

88
71

V
Z-
R（
2ド
ア
ク
ー
ペ
）

JN
-2
48

19
97
年

JN
15

パ
ル
サ
ー
／
ル
キ
ノ

SR
16
V
E

15
96

88
72

VZ
-R
（
3ド
ア
HB
/4
ド
ア
/S
-R
V）
、
VZ
-R
 N
1（
3ド
ア
HB
）

JN
-2
49

19
98
年

JN
15

パ
ル
サ
ー
／
ル
キ
ノ

SR
16
V
E

15
96

88
72

VZ
-R
N1
レ
ー
ス
ベ
ー
ス
車
、
20
5/
50
R1
5タ
イ
ヤ
オ
プ
シ
ョ
ン
追
加

JN
-2
50

19
99
年

BN
R3
4

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
GT
－
R

RB
26
D
ET
T

25
68

92
37

タ
ー
ボ
付
、
GT
-R
/G
T
-R
 V
-sp
ec
/G
T
-R
 V
-sp
ec
 N
1

JN
-2
51

19
99
年

S1
5

シ
ル
ビ
ア

SR
20
D
ET

19
98

92
69

タ
ー
ボ
付
、
sp
ec
-R
/s
pe
c-
Rエ
ア
ロ

JN
-2
52

19
99
年

S1
5

シ
ル
ビ
ア

SR
20
D
E

19
98

92
69

sp
ec
-S
/s
pe
c-
Sエ
ア
ロ

JN
-2
53

19
99
年

K
11

マ
ー
チ

CG
10
D
E

99
7

10
40
2

JN
-2
22
の
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
車

JN
-2
54

19
99
年

A
K
11

マ
ー
チ

CG
A
3D
E

13
48

10
40
3

JN
-2
23
の
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
車

JN
-2
55

20
00
年

A
N
K
11

マ
ー
チ
　
4W
D

CG
A
3D
E

13
48

10
40
4

JN
-2
56

20
02
年

K
12

マ
ー
チ
　
2W
D

CR
10
D
E

99
7

11
29
8

JN
-2
57

20
02
年

A
K
12

マ
ー
チ
　
2W
D

CR
12
D
E

12
40

11
29
9

JN
-2
57

20
05
年

A
K
12

マ
ー
チ
　
2W
D

CR
12
D
E

12
40

15
09
4

JN
-2
58

20
02
年

BK
12

マ
ー
チ
　
2W
D

CR
14
D
E

13
86

11
30
0

JN
-2
59

20
02
年

H
Y
34

セ
ド
リ
ッ
ク
　
2W
D

V
Q
30
D
ET

29
87

10
16
3

JN
-2
60

20
03
年

Z3
3

フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
Z

V
Q
35
D
E

34
98

11
54
1

JN
-2
60

20
10
年

Z3
3

フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
Z

V
Q
35

34
98

12
66
8

JN
-2
61

20
04
年

Z3
3

フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
Z　
T
yp
eE

V
Q
35
D
E

34
98

11
54
1

全
長
、
全
幅
を
変
更
し
た
類
別
追
加

JN
-2
62

20
06
年

GY
50

フ
ー
ガ

V
K
45
D
E

44
94

15
10
1

JN
-2
63

20
08
年

R3
5

GT
－
R

V
R3
8D
ET
T

37
99

15
96
5

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JN
-2
63

20
11
年

R3
5

GT
－
R

V
R3
8D
ET
T

37
99

16
67
2

マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
よ
る
排
ガ
ス
適
合
変
更
、
寸
法
変
更

JN
-2
64

20
09
年

Z3
4

フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
Z

V
Q
37
V
H
R

36
96

16
21
6

JN
-2
65

20
09
年

ZE
11

ノ
ー
ト

H
R1
6D
E

15
97

16
13
4

JN
-2
66

20
14
年

ZE
0

日
産
リ
ー
フ

EM
61

80
16
71
8

電
気
自
動
車

JN
-2
67

20
14
年

A
ZE
0

日
産
リ
ー
フ

EM
57

70
17
43
6

電
気
自
動
車

JN
-2
68

20
14
年

K
13

日
産
マ
ー
チ

H
R1
2D
E

11
98

16
47
0

JN
-2
69

20
14
年

K
13
改

日
産
マ
ー
チ
 N
IS
M
O
 S

H
R1
5D
E

14
98

－
ベ
ー
ス
車
両
:JN
-2
68
、
1.5
Lエ
ン
ジ
ン
、
5速
M
/T
、

20
5/
45
R1
6タ
イ
ヤ
&
ホ
イ
ー
ル
、
専
用
パ
ワ
ー
ス
テ
ア
リン
グ
等

JN
-2
70

20
14
年

E1
2

日
産
ノ
ー
ト

H
R1
2D
E

11
98

17
33
8

JN
-2
71

20
14
年

E1
2改

日
産
ノ
ー
ト
　
N
IS
M
O
　
S

H
R1
6D
E

15
97

－
ベ
ー
ス
車
両
：
JN
-2
70
、
1.6
Lエ
ン
ジ
ン
、
5速
M
/T
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JAF登録車両一覧　日産

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

20
5-
45
R1
7 タ
イ
ヤ
＆
ホ
イ
ー
ル
、
専
用
ブ
レ
ー
キ
シ
ス
テ
ム
等

JN
-2
72

20
17
年

H
E1
2

日
産
ノ
ー
ト
 e
-P
O
W
ER

EM
57

70
18
42
9

電
気
自
動
車

JN
-2
73

20
17
年

H
E1
2

日
産
ノ
ー
ト
 e
-P
O
W
ER
 N
IS
M
O

EM
57

70
－

ベ
ー
ス
車
両
「
日
産
ノ
ー
ト
 e
-P
O
W
ER
」
　
専
用
ボ
デ
ィ

ー
補
強
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
、
バ
ン
パ
ー
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ユ
ニ
ッ
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ト
等

JN
-2
74

20
17
年

R3
5改

日
産
GT
-R
 N
IS
M
O

V
R3
8D
ET
T

37
99

－
ベ
ー
ス
車
両
「
日
産
GT
-R
」
専
用
ボ
デ
ィ
ー
補
強
、
前
後
バ

ン
パ
ー
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
、
EC
U
、
エ
キ
ゾ
ー
ス
ト
、
シ

ー
ト
等

JN
-2
75

20
19
年

H
E1
2

日
産
ノ
ー
ト
 e
-P
O
W
ER
 N
IS
M
O
 S

EM
57

70
－

ベ
ー
ス
車
両
：
JN
-2
72
、
専
用
ボ
デ
ィ
ー
補
強
、
サ
ス
ペ
ン

シ
ョ
ン
、
タ
イ
ヤ
＆
ホ
イ
ー
ル
、
バ
ン
パ
ー
、
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
ユ
ニ
ッ
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ト
等



－658－－658－

JAF登録車両一覧　マツダ

マ
ツ
ダ（
株
）

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JY
-0
01

19
80
年

SA
22
C

サ
バ
ン
ナ
RX
7

12
A

11
46

36
72

JY
-0
05

19
80
年

S1
24
A
B

サ
バ
ン
ナ

12
A

11
46

29
02

JY
-0
06

19
80
年

FA
4T
S

フ
ァ
ミ
リ
ア

T
C

12
72

35
66

JY
-0
07

19
80
年

FA
4U
S

フ
ァ
ミ
リ
ア

U
C

14
15

36
49

JY
-0
08

19
80
年

FA
4T
S

フ
ァ
ミ
リ
ア

T
C

12
72

34
84

JY
-0
11

19
80
年

FA
3P
S

フ
ァ
ミ
リ
ア
プ
レ
ス
ト
13
00

T
C

12
72

33
22

JY
-0
14

19
80
年

ST
C

グ
ラ
ン
ド
フ
ァ
ミ
リ
ア

T
C

12
72

33
23

JY
-0
17

19
80
年

CB
2N
S

カ
ペ
ラ

N
A

15
86

37
48

JY
-0
18

19
80
年

CB
2V
S

カ
ペ
ラ

V
C

17
69

37
47

JY
-0
19

19
80
年

CB
2M
S

カ
ペ
ラ

M
A

19
70

37
46

JY
-0
20

19
80
年

SN
A

カ
ペ
ラ

N
A

15
86

24
61

JY
-0
21

19
80
年

CB
12
S

カ
ペ
ラ
ロ
ー
タ
リ
ー

12
A

11
46

30
15

JY
-0
23

19
80
年

CB
1V
S

カ
ペ
ラ
18
00

V
C

17
69

30
16

JY
-0
24

19
80
年

LA
4V
S

ル
ー
チ
ェ

V
C

17
69

36
24

JY
-0
25

19
80
年

LA
4M
S

ル
ー
チ
ェ

M
A

19
70

36
23

JY
-0
26

19
80
年

LA
43
S

ル
ー
チ
ェ

13
B

13
08

36
94

JY
-0
27

19
80
年

LA
43
S

ル
ー
チ
ェ

13
B

13
08

36
21

JY
-0
29

19
80
年

LA
3V
S

ル
ー
チ
ェ
18
00

V
C

17
69

32
10

JY
-0
30

19
80
年

LA
42
S

ル
ー
チ
ェ

12
A

11
46

36
22

JY
-0
32

19
80
年

LA
22
SB

ル
ー
チ
ェ
ロ
ー
タ
リ
ー

12
A

11
46

28
97

JY
-0
34

19
80
年

LA
33
S

ル
ー
チ
ェ
ロ
ー
タ
リ
ー

13
B

13
08

29
85

JY
-0
35

19
80
年

CD
23
C

コ
ス
モ

13
B

13
08

32
13

JY
-0
36

19
80
年

CD
3M
C

コ
ス
モ

M
A

19
70

35
19

JY
-0
37

19
80
年

CD
23
C

コ
ス
モ

13
B

13
08

37
97

JY
-0
38

19
80
年

CD
3M
C

コ
ス
モ

M
A

19
70

36
14

JY
-0
39

19
80
年

CD
22
C

コ
ス
モ

12
A

11
46

32
11

JY
-0
40

19
81
年

BD
10
31

フ
ァ
ミ
リ
ア

E3
12
96

42
10

JY
-0
41

19
81
年

BD
10
51

フ
ァ
ミ
リ
ア

E5
14
90

42
11

JY
-0
42

19
83
年

SA
22
C

サ
バ
ン
ナ
RX
－
7タ
ー
ボ

12
A

11
46

36
72

タ
ー
ボ
付

JY
-0
43

19
84
年

H
BS
N
2

マ
ツ
ダ
コ
ス
モ

12
A

11
46

44
23

JY
-0
44

19
84
年

H
BS
N
2

マ
ツ
ダ
コ
ス
モ
タ
ー
ボ

12
A

11
46

44
23

タ
ー
ボ
付

JY
-0
45

19
84
年

BE
3P
F

フ
ォ
ー
ド
レ
ー
ザ
ー
13
00

E3
12
96

46
28

JY
-0
46

19
84
年

BE
5P
F

フ
ォ
ー
ド
レ
ー
ザ
ー
15
00

E5
14
90

46
29

JY
-0
47

19
84
年

BE
5P
F

フ
ォ
ー
ド
レ
ー
ザ
ー
　
タ
ー
ボ

E5
14
90

46
29

タ
ー
ボ
付

JY
-0
48

19
85
年

BF
5P

フ
ァ
ミ
リ
ア
15
00

E5
14
90

51
66

JY
-0
49

19
85
年

BF
5P

フ
ァ
ミ
リ
ア
15
00
タ
ー
ボ

E5
14
90

51
66

タ
ー
ボ
付

JY
-0
50

19
85
年

BF
3P

フ
ァ
ミ
リ
ア
13
00

E3
12
96

51
67

JY
-0
51

19
85
年

BF
5P
F

フ
ォ
ー
ド
レ
ー
ザ
ー
15
00

E5
14
90

51
68

JY
-0
52

19
85
年

BF
5P
F

フ
ォ
ー
ド
レ
ー
ザ
ー
15
00
タ
ー
ボ

E5
14
90

51
68

タ
ー
ボ
付
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JAF登録車両一覧　マツダ

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JY
-0
53

19
85
年

BF
M
R

フ
ァ
ミ
リ
ア
3ド
ア
ハ
ッ
チ
バ
ッ
ク

フ
ル
タ
イ
ム
4W
D
16
00
D
O
H
Cタ
ー
ボ

B6
15
97

53
26

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JY
-0
54

19
85
年

BF
M
P

フ
ァミ
リ
ア
3ド
ア
ハ
ッ
チ
バ
ック
16
00
D
O
H
Cタ
ー
ボ
，

フ
ァミ
リ
ア
4ド
ア
セ
ダ
ン
16
00
D
O
H
Cタ
ー
ボ

B6
15
97

53
25

タ
ー
ボ
付

JY
-0
55

19
85
年

BF
M
RF

レ
ー
ザ
ー
3ド
ア
ハ
ッ
チ
バ
ッ
ク

フ
ル
タ
イ
ム
4W
D
16
00
D
O
H
Cタ
ー
ボ

B6
15
97

53
34

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JY
-0
56

19
85
年

BF
M
PF

レ
ー
ザ
ー
3ド
ア
ハ
ッ
チ
バ
ッ
ク
16
00
D
O
H
Cタ
ー
ボ

B6
15
97

53
33

タ
ー
ボ
付

JY
-0
57

19
86
年

FC
3S

サ
バ
ン
ナ
RX
－
7

13
B

13
08

52
97

タ
ー
ボ
付

JY
-0
58

19
87
年

D
A
JP
F

フ
ォ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
　
13
00
D
O
H
C

BJ
12
90

55
37

JY
-0
59

19
87
年

BF
M
P

フ
ァ
ミ
リ
ア
エ
チ
ュ
ー
ド

B6
15
97

53
25

JY
-0
60

19
89
年

BG
5S

フ
ァ
ミ
リ
ア
15
00
　
3ド
ア

B5
14
98

60
90

JY
-0
61

19
89
年

BG
6S

フ
ァ
ミ
リ
ア
16
00
　
3ド
ア

B6
15
97

60
91

JY
-0
62

19
89
年

BG
5P

フ
ァ
ミ
リ
ア
15
00
　
4ド
ア
，
ア
ス
テ
ィ
ナ

B5
14
98

60
93

JY
-0
63

19
89
年

BG
6P

フ
ァ
ミ
リ
ア
16
00
　
4ド
ア
，
ア
ス
テ
ィ
ナ

B6
15
97

60
94

JY
-0
64

19
89
年

N
A
6C
E

ユ
ー
ノ
ス
ロ
ー
ド
ス
タ
ー

B6
15
97

61
99

JY
-0
65

19
89
年

BG
6Z

フ
ァ
ミ
リ
ア
16
00
　
4W
D
　
3ド
ア

B6
15
97

62
38

4W
D

JY
-0
66

19
89
年

BG
8Z

フ
ァ
ミ
リ
ア
18
00
　
タ
ー
ボ
　
4W
D
　
3ド
ア
　

BP
18
39

62
39

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JY
-0
67

19
89
年

BG
6R

フ
ァ
ミ
リ
ア
16
00
　
4W
D
　
4ド
ア

B6
15
97

62
40

4W
D

JY
-0
68

19
89
年

BG
8R

フ
ァ
ミ
リ
ア
18
00
　
タ
ー
ボ
　
4W
D
　
4ド
ア
　

BP
18
39

62
41

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JY
-0
69

19
89
年

BG
8R
F

フ
ォ
ー
ド
レ
ー
ザ
ー
18
00
タ
ー
ボ
4W
D

BP
18
39

62
43

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JY
-0
70

19
91
年

BG
8P

フ
ァ
ミ
リ
ア
18
00
　
4ド
ア
，
ア
ス
テ
ィ
ナ

BP
18
39

64
29

JY
-0
71

19
91
年

BG
8S

フ
ァ
ミ
リ
ア
18
00
　
3ド
ア

BP
18
39

67
32

JY
-0
72

19
91
年

EC
8S
E

ユ
ー
ノ
ス
プ
レ
ッ
ソ
18
00

K
8

18
44

67
89

JY
-0
73

19
91
年

EC
5S
A

オ
ー
ト
ザ
ム
A
Z－
3　
15
00

B5
14
98

67
88

JY
-0
74

19
91
年

FD
3S

ア
ン
フ
ィ
ニ
RX
－
7

13
B-
RE
W

13
08

69
37

タ
ー
ボ
付

JY
-0
75

19
92
年

BG
8Z

フ
ァ
ミ
リ
ア
18
00
　
4W
D
　
3ド
ア

BP
18
39

62
39

タ
ー
ボ
付（
イン
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
及
び
タ
ー
ボ
変
更
）、
外
観
変
更
、4
W
D

JY
-0
76

19
92
年

A
A
6P
A

キ
ャ
ロ
ル
タ
ー
ボ

F6
A

65
7

64
70

タ
ー
ボ
付

JY
-0
77

19
92
年

GE
EP
F

テ
ル
ス
タ
ー
・
20
00
・
V
6

K
F-
ZE

19
95

69
23

JY
-0
78

19
92
年

GE
EP

ク
ロ
ノ
ス
，
M
S－
6　
20
00
・
V
6

K
F-
ZE

19
95

69
20

JY
-0
79

19
92
年

CA
EP
E

ユ
ー
ノ
ス
50
0・
20
00
・
V
6

K
F-
ZE

19
95

70
54

JY
-0
80

19
92
年

GE
EP

M
X
－
6・
20
00
・
V
6

K
F-
ZE

19
95

69
88

JY
-0
81

19
92
年

GE
5B

M
X
－
6・
25
00
・
V
6

K
L-
ZE

24
96

69
89

JY
-0
82

19
92
年

PG
6S
A

A
Z－
1・
66
0c
c　
D
O
H
C　
イン
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
タ
ー
ボ

F6
A

65
7

71
55

タ
ー
ボ
付

JY
-0
83

19
93
年

FD
3S

ア
ン
フ
ィ
ニ
　
RX
－
7

13
B-
RE
W

13
08

69
37

タ
ー
ボ
付
、
17
イ
ン
チ
タ
イ
ヤ
&ホ
イ
ー
ル
（
フ
ロ
ン
ト
：
23
5／

45
ZR
17
-8
JJ
, リ
ア
：
25
5/
40
ZR
-1
7-
8.5
J）
オ
プ
ショ
ン
追
加

JY
-0
84

19
93
年

CB
A
8P

マ
ツ
ダ
　
ラ
ン
テ
ィ
ス
　
18
00
　
D
O
H
C

BP
-Z
E

18
39

74
04

JY
-0
85

19
93
年

CB
A
EP

マ
ツ
ダ
　
ラ
ン
テ
ィス
　
V
6・
20
00
　
D
O
H
C

K
F-
ZE

19
95

74
05

JY
-0
86

19
93
年

N
A
8C

ユ
ー
ノ
ス
ロ
ー
ド
ス
タ
ー
　
18
00
　
D
O
H
C

BP
-Z
E（
RS
）

18
39

73
68

JY
-0
87

19
94
年

JC
3S

ユ
ー
ノ
ス
コ
ス
モ

13
B-
RE
W

13
08

64
35

タ
ー
ボ
付

JY
-0
88

19
94
年

JC
ES

ユ
ー
ノ
ス
コ
ス
モ

20
B-
RE
W

19
62

64
36

タ
ー
ボ
付

JY
-0
89

19
94
年

BH
A
5P

フ
ァ
ミ
リ
ア
・
セ
ダ
ン
・
15
00

B5
-Z
E

14
98

76
51
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JAF登録車両一覧　マツダ

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JY
-0
90

19
94
年

BH
A
5S

フ
ァ
ミ
リ
ア
・
ネ
オ
・
15
00

B5
-Z
E

14
98

76
52

JY
-0
91

19
94
年

BH
A
8P

フ
ァ
ミ
リ
ア
・
セ
ダ
ン
・
18
00

BP
-Z
E

18
39

76
53

JY
-0
92

19
94
年

BH
A
8S

フ
ァ
ミ
リ
ア
・
ネ
オ
・
18
00

BP
-Z
E

18
39

76
54

JY
-0
93

19
94
年

BH
A
5P
F

レ
ー
ザ
ー
・
セ
ダ
ン
・
15
00

B5
-Z
E

14
98

76
57

JY
-0
94

19
94
年

BH
A
5S
F

レ
ー
ザ
ー
・
3ド
ア
・
ハ
ッ
チ
バ
ッ
ク
・
15
00

B5
-Z
E

14
98

76
58

JY
-0
95

19
94
年

BH
A
8P
F

レ
ー
ザ
ー
・
セ
ダ
ン
・
18
00

BP
-Z
E

18
39

76
59

JY
-0
96

19
94
年

BH
A
8S
F

レ
ー
ザ
ー
・
3ド
ア
ハ
ッ
チ
バ
ッ
ク
・
18
00

BP
-Z
E

18
39

76
60

JY
-0
97

19
94
年

CG
2S
P

マ
ツ
ダ
・
カ
ペ
ラ

FS
-D
E

19
91

77
41

JY
-0
98

19
94
年

CG
2S
PF

ニ
ホ
ン
フ
ォ
ー
ド
・
テ
ル
ス
タ
ー
Ⅱ

FS
-D
E

19
91

77
44

JY
-0
99

19
95
年

FD
3S

ア
ン
フ
ィ
ニ
　
RX
－
7

13
B-
RE
W

13
08

69
37

タ
ー
ボ
付
、
ア
ン
フ
ィ
ニ
RX
-7
 9
5年
度
モ
デ
ル
車
の
登
録

JY
-1
00

19
95
年

A
C6
P

キ
ャ
ロ
ル
タ
ー
ボ

F6
A

65
7

83
91

タ
ー
ボ
付

JY
-1
01

19
96
年

D
W
3W

デ
ミ
オ

B3
-M
E

13
23

85
55

JY
-1
02

19
96
年

D
W
5W

デ
ミ
オ

B5
-M
E

14
98

85
56

JY
-1
03

19
96
年

BH
A
LP

フ
ァ
ミ
リ
ア
セ
ダ
ン
　

Z5
-D
E

14
89

76
49

JY
-1
04

19
96
年

BH
A
6R

フ
ァ
ミ
リ
ア
4W
D
セ
ダ
ン

B6
-D
E

15
97

77
75

4W
D

JY
-1
05

19
96
年

BH
A
8P

フ
ァ
ミ
リ
ア
セ
ダ
ン

BP
-Z
E

18
39

76
53

JY
-1
06

19
96
年

BH
A
LS

フ
ァ
ミ
リ
ア
ハ
ッ
チ
バ
ッ
ク

Z5
-D
E

14
89

76
50

JY
-1
07

19
96
年

BH
A
8S

フ
ァ
ミ
リ
ア
ハ
ッ
チ
バ
ッ
ク

BP
-Z
E

18
39

76
54

JY
-1
08

19
96
年

BH
A
LP
F

フ
ォ
ー
ド
レ
ザ
ー
セ
ダ
ン

Z5
-D
E

14
89

76
55

 
JY
-1
09

19
96
年

BH
A
6R
F

フ
ォ
ー
ド
レ
ザ
ー
4W
D
セ
ダ
ン

B6
-D
E

15
97

77
78

4W
D

JY
-1
10

19
96
年

BH
A
8P
F

フ
ォ
ー
ド
レ
ー
ザ
ー
セ
ダ
ン

BP
-Z
E

18
39

76
59

JY
-1
11

19
96
年

BH
A
LS
F

フ
ォ
ー
ド
レ
ー
ザ
ー
ハ
ッ
チ
バ
ッ
ク

Z5
-D
E

14
89

76
56

JY
-1
12

19
97
年

GF
8P

カ
ペ
ラ

FP
-D
E

18
39

88
50

JY
-1
13

19
97
年

GF
EP

カ
ペ
ラ

FS
-Z
E

19
91

88
51

JY
-1
14

19
97
年

GF
ER

カ
ペ
ラ

FS
-D
E

19
91

88
52

4W
D

JY
-1
15

19
98
年

N
B6
C

ロ
ー
ド
ス
タ
ー
（
2ド
ア
・
オ
ー
プ
ン
）

B6
-Z
E

15
97

90
01

JY
-1
16

19
98
年

N
B8
C

ロ
ー
ド
ス
タ
ー
（
2ド
ア
・
オ
ー
プ
ン
）

BP
-Z
E

18
39

90
02

JY
-1
17

19
98
年

BJ
5P

フ
ァ
ミ
リ
ア

ZL
14
98

90
37

2W
D
・
4W
D

JY
-1
18

19
98
年

BJ
5W

フ
ァ
ミ
リ
ア

ZL
14
98

90
39

2W
D
・
4W
D

JY
-1
19

19
98
年

BJ
8W

フ
ァ
ミ
リ
ア

FP
18
39

90
40

4W
D

JY
-1
20

19
99
年

FD
3S

RX
－
7

13
B-
RE
W

13
08

69
37

タ
ー
ボ
付
、
'99
年
モ
デ
ル

JY
-1
21

19
99
年

BJ
FW

フ
ァ
ミ
リ
ア
S－
ワ
ゴ
ン

FS
-Z
E

19
91

10
25
9

2W
D
・
4W
D

JY
-1
22

20
02
年

N
B6
C

ロ
ー
ド
ス
タ
ー

B6
-Z
E

15
97

11
43
0

平
成
12
年
排
出
ガ
ス
規
制
対
応
他

JY
-1
23

20
02
年

N
B8
C

ロ
ー
ド
ス
タ
ー

BP
-V
E

18
39

11
43
1

平
成
12
年
排
出
ガ
ス
規
制
対
応
他

JY
-1
24

20
02
年

GG
EP

ア
テ
ン
ザ

LF
-D
E

19
98

11
33
5

セ
ダ
ン

JY
-1
25

20
02
年

GG
3P

ア
テ
ン
ザ

L3
-V
E

22
60

11
33
6

セ
ダ
ン

JY
-1
26

20
02
年

GG
ES

ア
テ
ン
ザ

LF
-D
E

19
98

11
37
5

ハ
ッ
チ
バ
ッ
ク

JY
-1
27

20
02
年

GG
3S

ア
テ
ン
ザ

L3
-V
E

22
60

11
37
6

ハ
ッ
チ
バ
ッ
ク

JY
-1
28

20
02
年

D
Y
3W

デ
ミ
オ

ZJ
-V
E

13
48

11
45
1

JY
-1
29

20
02
年

D
Y
5W

デ
ミ
オ

ZY
-V
E

14
98

11
45
2

JY
-1
30

20
03
年

SE
3P

RX
－
8

13
B-
M
SP

65
4c
c×
2

11
75
1

4ド
ア
、
ク
ー
ペ
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JAF登録車両一覧　マツダ

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

（
ロ
ータ
リー
エ
ンジ
ン
）

JY
-1
31

20
04
年

BK
5P

ア
ク
セ
ラ

ZY
-V
E

14
98

11
90
3

4ド
ア
セ
ダ
ン
、
5ド
ア
ハ
ッ
チ
バ
ッ
ク

JY
-1
32

20
04
年

BK
EP

ア
ク
セ
ラ

LF
-D
E

19
98

11
90
4

4ド
ア
セ
ダ
ン
、
5ド
ア
ハ
ッ
チ
バ
ッ
ク

JY
-1
33

20
04
年

BK
3P

ア
ク
セ
ラ

L3
-V
E

22
60

11
90
5

4ド
ア
セ
ダ
ン
、
5ド
ア
ハ
ッ
チ
バ
ッ
ク

JY
-1
34

20
05
年

N
CE
C

ロ
ー
ド
ス
タ
ー

LF
-V
F

19
98

15
07
3

2シ
ー
タ
ー
オ
ー
プ
ン

JY
-1
35

20
05
年

GG
3P

マ
ツ
ダ
ス
ピ
ー
ド
ア
テ
ン
ザ

L3
-V
D
T

22
60

15
01
2

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JY
-1
36

20
06
年

BK
3P

マ
ツ
ダ
　
ア
ク
セ
ラ

L3
-V
D
T

22
60

15
32
6

タ
ー
ボ
付
、
2W
D
（
FF
）

JY
-1
37

20
07
年

D
E3
FS

マ
ツ
ダ
　
デ
ミ
オ

ZJ
13
48

15
70
0

JY
-1
38

20
07
年

D
E5
FS

マ
ツ
ダ
　
デ
ミ
オ

ZY
14
98

15
70
1

JY
-1
39

20
08
年

GH
EF
P

マ
ツ
ダ
　
ア
テ
ン
ザ

LF
19
98

16
01
3

セ
ダ
ン
、
2W
D

JY
-1
40

20
08
年

GH
5F
P

マ
ツ
ダ
　
ア
テ
ン
ザ

L5
24
88

16
01
4

セ
ダ
ン
、
2W
D

JY
-1
41

20
08
年

GH
EF
S

マ
ツ
ダ
　
ア
テ
ン
ザ

LF
19
98

16
01
6

ハ
ッ
チ
バ
ッ
ク
、
2W
D

JY
-1
42

20
08
年

GH
5F
S

マ
ツ
ダ
　
ア
テ
ン
ザ

L5
24
88

16
01
7

ハ
ッ
チ
バ
ッ
ク
、
2W
D

JY
-1
43

20
09
年

N
CE
C

マ
ツ
ダ
　
ロ
ー
ド
ス
タ
ー

LF
19
98

16
21
8

2シ
ー
タ
ー
オ
ー
プ
ン

JY
-1
44

20
09
年

SE
3P

マ
ツ
ダ
　
RX
－
8

13
B-
M
SP

（
ロ
ータ
リー
エ
ンジ
ン
）

65
4c
c×
2

16
06
1

4ド
ア
 ク
ー
ペ
 （
5M
T
）

JY
-1
45

20
09
年

SE
3P

マ
ツ
ダ
　
RX
－
8

13
B-
M
SP

（
ロ
ータ
リー
エ
ンジ
ン
）

65
4c
c×
2

12
14
4

4ド
ア
 ク
ー
ペ
 （
6M
T
/6
A
T
）

JY
-1
46

20
09
年

BL
3F
W

マ
ツ
ダ
ス
ピ
ー
ド
　
ア
ク
セ
ラ

L3
-V
D
T

22
60

16
29
0

タ
ー
ボ
付

JY
-1
47

20
12
年

GJ
2F
P

マ
ツ
ダ
　
ア
テ
ン
ザ
　
X
D

SH
-V
PT
R

21
88

17
45
6

6A
T
、
6M
T
両
方
を
含
む

JY
-1
48

20
14
年

BM
5F
P

マ
ツ
ダ
　
ア
ク
セ
ラ
セ
ダ
ン

P5
-V
PS

14
96

17
60
6

6A
T
、
6M
T
両
方
を
含
む

JY
-1
49

20
14
年

BM
5F
S

マ
ツ
ダ
　
ア
ク
セ
ラ
SP
O
RT

P5
-V
PS

14
96

17
60
7

6A
T
、
6M
T
両
方
を
含
む

JY
-1
50

20
14
年

BM
EF
S

マ
ツ
ダ
　
ア
ク
セ
ラ
SP
O
RT

PE
-V
PR

19
97

17
60
8

6A
T

JY
-1
51

20
14
年

BM
2F
S

マ
ツ
ダ
　
ア
ク
セ
ラ
SP
O
RT

SH
-V
PT
R

21
88

17
67
1

6A
T
、
6M
T
両
方
を
含
む

JY
-1
52

20
14
年

BM
EF
S

マ
ツ
ダ
　
ア
ク
セ
ラ

PE
-V
PR

19
97

17
60
8

6M
T
の
追
加
登
録

JY
-1
53

20
14
年

D
J3
FS

マ
ツ
ダ
　
デ
ミ
オ

P3
-V
PS

12
98

17
79
5

2W
D
、
6A
T
/5
M
T
　
両
方
を
含
む

JY
-1
54

20
14
年

D
J5
FS

マ
ツ
ダ
　
デ
ミ
オ

S5
-D
PT
S

14
98

17
81
7

2W
D
、
6A
T
/6
M
T
　
両
方
を
含
む

JY
-1
55

20
15
年

N
D
5R
C

マ
ツ
ダ
　
ロ
ー
ド
ス
タ
ー

P5
-V
P（
RS
）

P5
-V
PR
（
RS
）　
注

14
96

18
06
3

6A
T
/6
M
T
　
両
方
を
含
む

注
）減
速
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
生
機
構
/ア
イド
リン
グ
スト
ップ
機
構
付
き

JY
-1
56

20
15
年

D
JL
FS

マ
ツ
ダ
　
デ
ミ
オ

P5
-V
PS

14
96

18
19
1

JY
-1
57

20
16
年

N
D
ER
C

マ
ツ
ダ
 ロ
ー
ド
ス
タ
ー
RF

PE
-V
PR
［
RS
］

19
97

18
45
0

6A
T
/6
M
T
両
方
含
む

JY
-1
58

20
18
年

N
D
5R
C

マ
ツ
ダ
 ロ
ー
ド
ス
タ
ー

P5
-V
P（
RS
）

P5
-V
PR
（
RS
） 
 注

14
96

18
96
8

6A
T
/6
M
T
両
方
を
含
む

注
）
i-E
LO
O
P及
び
i-s
to
p装
着

JY
-1
59

20
18
年

N
D
ER
C

マ
ツ
ダ
 ロ
ー
ド
ス
タ
ー
RF

PE
-V
PR
（
RS
）

19
97

18
96
9

6A
T
/6
M
T
両
方
を
含
む
、
i-E
LO
O
P及
び
i-s
to
p装
着

JY
-1
60

20
18
年

D
JL
FS

マ
ツ
ダ
 デ
ミ
オ

P5
-V
PS

14
96

18
99
5

2W
D
、
6A
T
/6
M
T
両
方
を
含
む
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三
菱
自
動
車
工
業（
株
）

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JM
-0
10

19
80
年

A
72

ラ
ン
サ
ー

4G
33

14
39

31
84

JM
-0
11

19
80
年

A
73

ラ
ン
サ
ー

4G
32

15
97

31
85

JM
-0
12

19
80
年

A
75

ラ
ン
サ
ー

4G
36

12
38

31
83

JM
-0
13

19
80
年

A
14
1A

ラ
ン
サ
ー

G1
1B

12
44

35
39

JM
-0
14

19
80
年

A
14
2A

ラ
ン
サ
ー

G1
2B

14
10

36
76

JM
-0
15

19
80
年

A
14
3A

ラ
ン
サ
ー

G3
3B

14
39

35
57

JM
-0
16

19
80
年

A
14
4A

ラ
ン
サ
ー

G3
2B

15
97

35
58

JM
-0
17

19
80
年

A
17
2A

ラ
ン
サ
ー

G1
2B

14
10

38
31

JM
-0
18

19
80
年

A
17
4A

ラ
ン
サ
ー

G3
2B

15
97

38
32

JM
-0
19

19
80
年

A
17
5A

ラ
ン
サ
ー

G6
2B

17
95

41
77

JM
-0
26

19
80
年

A
55
C

ギ
ャ
ラ
ン
G．
T
．
O

4G
35

16
86

31
81

JM
-0
27

19
80
年

A
57
C

ギ
ャ
ラ
ン
G．
T
．
O

4G
52

19
95

31
82

JM
-0
28

19
80
年

A
11
2A

ギ
ャ
ラ
ン

4G
32

15
97

31
75

JM
-0
29

19
80
年

A
11
2H

ギ
ャ
ラ
ン

4G
32

15
97

31
76

JM
-0
30

19
80
年

A
11
4A

ギ
ャ
ラ
ン

4G
51

18
55

31
77

JM
-0
31

19
80
年

A
11
4H

ギ
ャ
ラ
ン

4G
51

18
55

31
78

JM
-0
32

19
80
年

A
11
5A

ギ
ャ
ラ
ン

4G
52

19
95

31
79

JM
-0
47

19
80
年

A
16
4A

ギ
ャ
ラ
ン
・
シ
グ
マ

4G
52

19
95

41
97

タ
ー
ボ
付

JM
-0
48

19
80
年

A
16
4A

エ
テ
ル
ナ
・
シ
グ
マ

4G
52

19
95

41
97

タ
ー
ボ
付

JM
-0
61

19
80
年

A
16
4A

ギ
ャ
ラ
ン
・
ラ
ム
ダ

G6
3B

19
97

41
97

タ
ー
ボ
付

JM
-0
64

19
81
年

A
17
5A

ラ
ン
サ
ー
EX
18
00
タ
ー
ボ

G6
2B

17
95

41
77

タ
ー
ボ
付

JM
-0
65

19
82
年

A
15
2A

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
Ⅱ

G1
2B

14
10

36
69

タ
ー
ボ
付

JM
-0
67

19
82
年

A
21
2A

ト
レ
デ
ィ
ア
16
00
タ
ー
ボ

G3
2B

15
97

44
96

タ
ー
ボ
付

JM
-0
70

19
82
年

A
21
2A

コ
ル
デ
ィ
ア
16
00
タ
ー
ボ

G3
2B

15
97

44
96

タ
ー
ボ
付

JM
-0
72

19
83
年

A
18
3A

ス
タ
リ
オ
ン
20
00
タ
ー
ボ

G6
3B

19
97

45
05

タ
ー
ボ
付

JM
-0
73

19
83
年

A
10
7A

ミ
ニ
カ
ア
ミ
Lタ
ー
ボ

G2
3B

54
6

43
98

タ
ー
ボ
付

JM
-0
74

19
83
年

A
10
7V

ミ
ニ
カ
エ
コ
ノ
タ
ー
ボ

G2
3B

54
6

43
99

タ
ー
ボ
付

JM
-0
75

19
83
年

A
18
3A

ス
タ
リ
オ
ン
20
00
タ
ー
ボ

G6
3B

19
97

45
05

タ
ー
ボ
付

JM
-0
76

19
83
年

E1
5A

ギ
ャ
ラ
ン
シ
グ
マ
20
00
タ
ー
ボ

G6
3B

19
97

48
77

タ
ー
ボ
付

JM
-0
77

19
83
年

E1
5A

エ
テ
ル
ナ
シ
グ
マ
20
00
タ
ー
ボ

G6
3B

19
97

48
77

タ
ー
ボ
付

JM
-0
78

19
83
年

E1
3A

ギ
ャ
ラ
ン
シ
グ
マ
18
00
タ
ー
ボ

G6
2B

17
95

48
76

タ
ー
ボ
付

JM
-0
79

19
83
年

E1
3A

エ
テ
ル
ナ
シ
グ
マ
18
00
タ
ー
ボ

G6
2B

17
95

48
76

タ
ー
ボ
付

JM
-0
80

19
83
年

A
21
3A

コ
ル
デ
ィ
ア
18
00
タ
ー
ボ

G6
2B

17
95

44
97

タ
ー
ボ
付

JM
-0
81

19
83
年

A
21
3A

ト
レ
デ
ィ
ア
18
00
タ
ー
ボ

G6
2B

17
95

44
97

タ
ー
ボ
付

JM
-0
82

19
84
年

A
17
5A

ラ
ン
サ
ー
18
00
タ
ー
ボ

G6
2B

17
95

41
77

タ
ー
ボ
付

JM
-0
83

19
84
年

C1
3A

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
16
00
タ
ー
ボ
3ド
ア
，
5ド
ア

ラ
ン
サ
ー
フ
ィ
オ
ー
レ
16
00
タ
ー
ボ

G3
2B

15
97

49
14

タ
ー
ボ
付

JM
-0
86

19
84
年

H
11
A

ミ
ニ
カ
タ
ー
ボ

G2
3B

54
6

49
90

タ
ー
ボ
付

JM
-0
87

19
84
年

H
11
V

ミ
ニ
カ
エ
コ
ノ
タ
ー
ボ

G2
3B

54
6

49
91

タ
ー
ボ
付
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JM
-0
88

19
84
年

L0
41
GW

パ
ジ
ェ
ロ
タ
ー
ボ

G6
3B

19
97

47
55

タ
ー
ボ
付

JM
-0
89

19
84
年

L0
41
G

パ
ジ
ェ
ロ

G6
3B

19
97

45
15

タ
ー
ボ
付

JM
-0
91

19
84
年

A
21
3G

コ
ル
デ
ィ
ア
4W
D

G6
2B

17
95

51
37

タ
ー
ボ
付

JM
-0
92

19
87
年

A
18
4A

ス
タ
リ
オ
ン
20
00
GS
R－
V
R

G6
3B

19
97

55
78

タ
ー
ボ
付

JM
-0
93

19
87
年

H
14
A

ミ
ニ
カ
タ
ー
ボ

3G
81

54
8

55
74

タ
ー
ボ
付

JM
-0
94

19
87
年

H
14
V

ミ
ニ
カ
エ
コ
ノ
タ
ー
ボ

3G
81

54
8

55
76

タ
ー
ボ
付

JM
-0
95

19
87
年

C5
1A

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
13
00

4G
13

12
98

57
33

JM
-0
96

19
87
年

C5
2A

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
15
00

4G
15

14
68

57
34

2座
席
仕
様
あ
り

JM
-0
97

19
87
年

C5
3A

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
16
00

4G
61

15
95

57
35

2座
席
仕
様
あ
り

JM
-0
98

19
87
年

C5
3A

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
16
00
タ
ー
ボ

4G
61
タ
ー
ボ

15
95

57
35

タ
ー
ボ
付

JM
-0
99

19
87
年

E3
9A

ギ
ャ
ラ
ン
20
00
　
4W
D

4G
63

19
97

57
63

タ
ー
ボ
付
、
4W
S付

JM
-1
00

19
87
年

E3
9A

ギ
ャ
ラ
ン
20
00
　
4W
D

4G
63

19
97

57
63

4W
S付

JM
-1
01

19
87
年

E3
8A

ギ
ャ
ラ
ン
20
00
　
4W
D

4G
63

19
97

57
62

タ
ー
ボ
付

JM
-1
02

19
87
年

E3
8A

ギ
ャ
ラ
ン
20
00
　
4W
D

4G
63

19
97

57
62

JM
-1
03

19
87
年

E3
3A

ギ
ャ
ラ
ン
20
00

4G
63

19
97

56
80

JM
-1
04

19
87
年

E3
2A

ギ
ャ
ラ
ン
18
00

4G
37

17
55

56
79

JM
-1
05

19
87
年

E3
1A

ギ
ャ
ラ
ン
16
00

4G
32

15
97

56
78

JM
-1
06

19
88
年

C6
1A

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
13
00
（
4ド
ア
セ
ダ
ン
）

4G
13

12
98

57
88

JM
-1
07

19
88
年

C6
2A

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
15
00
（
4ド
ア
セ
ダ
ン
）

4G
15

14
68

57
89

JM
-1
08

19
88
年

C6
3A

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
16
00
（
4ド
ア
セ
ダ
ン
）

4G
61

15
95

57
90

JM
-1
09

19
88
年

C7
2A

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
15
00
　
4W
D
（
4ド
ア
セ
ダ
ン
）

4G
15

14
68

57
92

4W
D

JM
-1
10

19
88
年

C7
3A

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
16
00
　
4W
D
（
4ド
ア
セ
ダ
ン
）

4G
61

15
95

57
93

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JM
-1
11

19
88
年

C6
1A

ラ
ン
サ
ー
13
00

4G
13

12
98

57
88

JM
-1
12

19
88
年

C6
2A

ラ
ン
サ
ー
15
00

4G
15

14
68

57
89

JM
-1
13

19
88
年

C6
3A

ラ
ン
サ
ー
16
00

4G
61

15
95

57
90

JM
-1
14

19
88
年

C6
3A

ラ
ン
サ
ー
16
00
タ
ー
ボ

4G
61

15
95

57
90

タ
ー
ボ
付

JM
-1
15

19
88
年

C7
2A

ラ
ン
サ
ー
15
00
タ
ー
ボ
　
4W
D

4G
15

14
68

57
92

JM
-1
16

19
88
年

C7
3A

ラ
ン
サ
ー
16
00
タ
ー
ボ
　
4W
D

4G
61

15
95

57
93

タ
ー
ボ
付

JM
-1
17

19
88
年

A
18
7A

ス
タ
リ
オ
ン
26
00
タ
ー
ボ

G5
4B

25
55

58
24

タ
ー
ボ
付

JM
-1
18

19
89
年

E3
2A

エ
テ
ル
ナ
18
00

4G
37

17
55

56
79

JM
-1
19

19
89
年

E3
3A

エ
テ
ル
ナ
20
00

4G
63

19
97

56
80

JM
-1
20

19
89
年

E3
8A

エ
テ
ル
ナ
20
00
　
4W
D

4G
63

19
97

57
62

4W
D

JM
-1
21

19
89
年

E3
9A

エ
テ
ル
ナ
20
00
　
4W
D
（
4W
S付
）

4G
63

19
97

57
63

4W
D
、
4W
S

JM
-1
22

19
89
年

E3
8A

エ
テ
ル
ナ
20
00
　
タ
ー
ボ
　
4W
D

4G
63

19
97

57
62

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JM
-1
23

19
89
年

E3
9A

エ
テ
ル
ナ
20
00
　
タ
ー
ボ
　
4W
D
（
4W
S付
）

4G
63

19
97

57
63

タ
ー
ボ
付
、
4W
D
、
4W
S

JM
-1
24

19
89
年

H
21
V

ミ
ニ
カ
ダ
ン
ガ
ン
ZZ

3G
81

54
8

60
51

タ
ー
ボ
付

JM
-1
25

19
89
年

C8
3A

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
16
00
　
4W
D

4G
61

15
95

63
04

4W
D

JM
-1
26

19
89
年

C8
3A

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
16
00
　
タ
ー
ボ
　
4W
D

4G
61

15
95

63
04

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JM
-1
27

19
89
年

C7
3A

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
セ
ダ
ン
／
ラ
ン
サ
ー
16
00
　
4W
D

4G
61

15
95

57
93

4W
D

JM
-1
28

19
89
年

H
26
A

ミ
ニ
カ
ダ
ン
ガ
ン
ZZ
－
4

3G
81

54
8

60
50

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JM
-1
29

19
90
年

D
22
A

エ
ク
リ
プ
ス

4G
63

19
97

63
13
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JM
-1
30

19
90
年

D
27
A

エ
ク
リ
プ
ス
タ
ー
ボ
4W
D

4G
63

19
97

63
14

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JM
-1
31

19
90
年

H
27
A

ミ
ニ
カ
ダ
ン
ガ
ン
　
ZZ
－
4

3G
83

65
7

64
98

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JM
-1
32

19
90
年

H
22
A

ミ
ニ
カ
ダ
ン
ガ
ン
　
ZZ

3G
83

65
7

64
97

タ
ー
ボ
付

JM
-1
33

19
91
年

Z1
6A

GT
O

6G
72

29
72

66
59

4W
D
、
4W
S

JM
-1
34

19
91
年

Z1
6A

GT
O
ツ
イ
ン
タ
ー
ボ

6G
72

29
72

66
59

タ
ー
ボ
付
、
4W
D
、
4W
S

JM
-1
35

19
91
年

CA
4A

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
16
00

4G
92

15
97

68
77

JM
-1
36

19
91
年

CC
4A

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
16
00
　
4W
D

4G
92

15
97

68
77

4W
D

JM
-1
37

19
91
年

CD
5A

ラ
ン
サ
ー
18
00
　
4W
D

4G
93

18
34

68
84

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JM
-1
38

19
92
年

CD
9A

ラ
ン
サ
ー
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
4W
D

4G
63

19
97

71
70

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JM
-1
39

19
93
年

CA
4A

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
16
00

4G
92

15
97

68
77

M
IV
EC
エ
ン
ジ
ン
搭
載

JM
-1
40

19
93
年

CB
4A

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
セ
ダ
ン
／
ラ
ン
サ
ー

4G
92

15
97

71
68

M
IV
EC
エ
ン
ジ
ン
搭
載

JM
-1
41

19
94
年

CE
9A

ラ
ン
サ
ー
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

4G
63

19
97

75
76

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JM
-1
42

19
94
年

CA
4A

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ア
ス
テ
ィ
16
00

4G
92

15
97

68
77

M
IV
EC
エ
ン
ジ
ン
搭
載

JM
-1
43

19
94
年

Z1
5A

GT
O
ツ
イ
ン
タ
ー
ボ
M
R

6G
72

29
72

66
58

タ
ー
ボ
付
、
4W
D
（
4W
Sな
し
）

JM
-1
44

19
94
年

D
E3
A

FT
O

6A
12

19
98

77
93

GP
X
類
別
は
M
IV
EC
エ
ン
ジ
ン
搭
載

JM
-1
45

19
95
年

D
E2
A

FT
O

4G
93

18
34

77
92

JM
-1
46

19
95
年

H
56
A

パ
ジ
ェ
ロ
ミ
ニ

4A
30

65
9

79
18

4W
D

JM
-1
47

19
95
年

H
56
A

パ
ジ
ェ
ロ
ミ
ニ

4A
30

65
9

79
18

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JM
-1
48

19
95
年

CE
9A

ラ
ン
サ
ー
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
Ⅲ
　

4G
63

19
97

75
76

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JM
-1
49

19
95
年

H3
6A
M
NG
F
ミ
ニ
カ
D
A
N
GA
N
－
4

4A
30

65
9

74
12

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JM
-1
50

19
95
年

CJ
4A

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
3ド
ア
16
00

4G
92

15
97

83
40

M
IV
EC
エ
ン
ジ
ン
搭
載

JM
-1
51

19
95
年

CK
4A

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
4ド
ア
16
00

4G
92

15
97

83
44

M
IV
EC
エ
ン
ジ
ン
搭
載

JM
-1
52

19
95
年

CM
5A

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
18
00
　
4W
D

4G
93

18
34

83
48

タ
ー
ボ
付

JM
-1
53

19
95
年

CM
5A

ラ
ン
サ
ー
18
00
　
4W
D

4G
93

18
34

83
48

タ
ー
ボ
付

JM
-1
54

19
96
年

CK
4A

ラ
ン
サ
ー
16
00

4G
92

15
97

83
44

M
IV
EC
エ
ン
ジ
ン
搭
載

JM
-1
55

19
96
年

CJ
4A

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ア
ス
テ
ィ
16
00

4G
92

15
97

83
44

M
IV
EC
エ
ン
ジ
ン
搭
載

JM
-1
56

19
96
年

CJ
4A

ミラ
ー
ジ
ュ
ア
ス
テ
ィ
16
00
RS
，ミ
ラ
ー
ジ
ュ
3ド
ア
16
00
RS

4G
92

15
97

83
44

M
IV
EC
エ
ン
ジ
ン
搭
載

JM
-1
57

19
96
年

CN
9A

ラ
ン
サ
ー
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
Ⅳ

4G
63

19
97

85
66

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JM
-1
58

19
98
年

CP
9A

ラ
ン
サ
ー
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
Ⅴ

4G
63

19
97

90
27

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JM
-1
59

19
99
年

CP
9A

ラ
ン
サ
ー
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
Ⅵ

4G
63

19
97

90
27

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JM
-1
60

20
00
年

CP
9A

ラ
ン
サ
ー
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
Ⅵ

4G
63

19
97

90
27

「
TO
M
M
I M
AK
IN
EN
 E
DI
TI
ON
」 （
特
別
仕
様
車
）、
タ
ー
ボ
付
、4
W
D

JM
-1
61

20
01
年

CT
9A

ラン
サ
ー
エボ
リュ
ーシ
ョン
Ⅶ
、ラ
ンサ
ー
エボ
リュ
ーシ
ョン
Ⅶ
 G
T-
A

4G
63

19
97

10
89
3

タ
ー
ボ
付

JM
-1
62

20
03
年

CT
9A

ラ
ン
サ
ー
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
Ⅷ

4G
63

19
97

10
89
3

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JM
-1
63

20
04
年

CT
9A

ラ
ン
サ
ー
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
Ⅷ
　
M
R

4G
63

19
97

10
89
3

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JM
-1
64

20
05
年

CT
9A

ラ
ン
サ
ー
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
Ⅸ

4G
63

19
97

10
89
3

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JM
-1
65

20
06
年

CT
9W

ラ
ン
サ
ー
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ゴ
ン

4G
63

19
97

15
16
2

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JM
-1
66

20
06
年

CT
9A

ラ
ン
サ
ー
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
Ⅸ
　
M
R

4G
63

19
97

10
89
3

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JM
-1
67

20
06
年

CT
9W

ラ
ン
サ
ー
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ゴ
ン
　
M
R

4G
63

19
97

15
16
2

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JM
-1
68

20
06
年

Z2
3A

コ
ル
ト

4A
91

14
99

15
49
7

JM
-1
69

20
06
年

Z2
7A
G

コ
ル
ト
　
バ
ー
ジ
ョ
ン
R

4G
15

14
68

15
31
1

タ
ー
ボ
付

JM
-1
70

20
07
年

CZ
4A

ラ
ン
サ
ー
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
Ⅹ

4B
11

19
98

15
95
7

タ
ー
ボ
付
、
4W
D
、
5M
/T
限
定
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JAF登録車両一覧　三菱

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JM
-1
70

20
07
年

CZ
4A

ラ
ン
サ
ー
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
Ⅹ

4B
11

19
98

15
95
7

T
C-
SS
T

JM
-1
71

20
17
年

CY
4A

ギ
ャ
ラ
ン
 フ
ォ
ル
テ
ィ
ス

4B
11

19
98

15
87
6
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JAF登録車両一覧　本田

本
田
技
研
工
業（
株
）

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JH
-0
22

19
82
年

A
A

ホ
ン
ダ
シ
テ
ィ

ER
12
31

44
41

JH
-0
23

19
82
年

A
A

ホ
ン
ダ
シ
テ
ィ
タ
ー
ボ

ER
12
31

44
41

タ
ー
ボ
付

JH
-0
24

19
83
年

A
B

プ
レ
リ
ュ
ー
ド

ES
18
29

47
09

JH
-0
25

19
83
年

A
E

バ
ラ
ー
ド
ス
ポ
ー
ツ
CR
－
X

EV
13
42

48
38

JH
-0
26

19
83
年

A
F

バ
ラ
ー
ド
ス
ポ
ー
ツ
CR
－
X

EW
14
88

48
39

JH
-0
27

19
83
年

A
G

シ
ビ
ッ
ク
3ド
ア

EV
13
42

48
53

JH
-0
28

19
83
年

A
H

シ
ビ
ッ
ク
3ド
ア

EW
14
88

48
54

JH
-0
33

19
83
年

A
A

シ
テ
ィ
タ
ー
ボ
Ⅱ

ER
12
31

44
41

タ
ー
ボ
付

JH
-0
34

19
84
年

A
T

シ
ビ
ッ
ク

ZC
15
90

51
52

JH
-0
35

19
84
年

A
R

シ
ビ
ッ
ク
シ
ャ
ト
ル
4W
D

EW
14
88

51
54

JH
-0
36

19
84
年

A
S

バ
ラ
ー
ド
ス
ポ
ー
ツ
CR
－
X

ZC
15
90

51
51

JH
-0
37

19
85
年

A
U

シ
ビ
ッ
ク
4ド
ア

ZC
15
90

51
53

JH
-0
38

19
85
年

A
V

ク
イ
ン
ト
イ
ン
テ
グ
ラ

ZC
15
90

51
82

JH
-0
39

19
85
年

BA
1

プ
レ
リ
ュ
ー
ド

B2
0A

19
58

52
31

JH
-0
40

19
85
年

CA
1

ア
コ
ー
ド
，
ビ
ガ
ー
，
ア
コ
ー
ド
エ
ア
ロ
デ
ッ
キ

A
18
A

18
29

52
32

JH
-0
41

19
85
年

CA
2

ア
コ
ー
ド
，
ビ
ガ
ー
，
ア
コ
ー
ド
エ
ア
ロ
デ
ッ
キ

B1
8A

18
34

52
33

JH
-0
42

19
85
年

CA
3

ア
コ
ー
ド
，
ビ
ガ
ー
，
ア
コ
ー
ド
エ
ア
ロ
デ
ッ
キ

B2
0A

19
58

52
34

JH
-0
43

19
85
年

JW
1

ト
ウ
デ
ィ

EH
54
5

52
64

JH
-0
44

19
87
年

GA
1

シ
テ
ィ

D
12
A

12
37

55
53

JH
-0
45

19
87
年

BA
4

プ
レ
リ
ュ
ー
ド

B2
0A

19
58

56
30

JH
-0
46

19
87
年

BA
5

プ
レ
リ
ュ
ー
ド

B2
0A

19
58

56
31

4W
S

JH
-0
47

19
87
年

EF
3

シ
ビ
ッ
ク

ZC
15
90

54
73

EF
5

シ
ビ
ッ
ク
シ
ャ
ト
ル

ZC
15
90

54
73

JH
-0
48

19
87
年

EF
5

シ
ビ
ッ
ク

ZC
15
90

57
45

JH
-0
49

19
87
年

EF
7

CR
－
X

ZC
15
90

57
47

JH
-0
50

19
88
年

EF
6

CR
－
X

D
15
B

14
93

57
46

JH
-0
51

19
88
年

JW
Z

ニ
ュ
ー
ト
ゥ
デ
ィ

E0
5A

54
7

58
36

JH
-0
52

19
88
年

M
A
2

コ
ン
チ
ェ
ル
ト

ZC
15
90

58
94

JH
-0
53

19
88
年

M
A
3

コ
ン
チ
ェ
ル
ト

ZC
15
90

58
95

4W
D

JH
-0
54

19
88
年

EF
5

シ
ビ
ック
4ド
ア
セ
ダ
ン
，シ
ビ
ック
5ド
ア
シ
ャト
ル

ZC
15
90

57
45

4W
D

JH
-0
55

19
88
年

GA
2

シ
テ
ィ

D
13
C

12
96

59
85

JH
-0
56

19
89
年

D
A
6

イ
ン
テ
グ
ラ
（
3ド
ア
ク
ー
ペ
）

B1
6A

15
95

61
04

JH
-0
57

19
89
年

D
A
8

イ
ン
テ
グ
ラ
（
4ド
ア
ハ
ー
ド
ト
ッ
プ
）

B1
6A

15
95

61
06

JH
-0
58

19
89
年

EF
8

CR
－
X

B1
6A

15
95

63
00

JH
-0
59

19
89
年

EF
9

シ
ビ
ッ
ク
3ド
ア

B1
6A

15
95

63
01

JH
-0
60

19
91
年

EG
6

シ
ビ
ッ
ク
3ド
ア

B1
6A

15
95

68
70

JH
-0
61

19
91
年

EG
9

シ
ビ
ッ
ク
4ド
ア

B1
6A

15
95

68
73

JH
-0
62

19
91
年

EH
1

シ
ビ
ッ
ク
4ド
ア

ZC
15
90

68
74

4W
D

JH
-0
63

19
91
年

BB
4

プ
レ
リ
ュ
ー
ド

H
22
A

21
56

69
17
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JAF登録車両一覧　本田

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JH
-0
64

19
91
年

BB
1

プ
レ
リ
ュ
ー
ド

H
22
A

21
56

69
18

4W
S

JH
-0
65

19
92
年

EG
2

CR
－
X
　
デ
ル
ソ
ル

B1
6A

15
95

70
79

JH
-0
66

19
92
年

M
A
5

ド
マ
ー
ニ

B1
8B

18
34

72
02

JH
-0
67

19
93
年

D
C1

イ
ン
テ
グ
ラ
3ド
ア
ク
ー
ペ

ZC
15
90

72
93

JH
-0
68

19
93
年

D
C2

イ
ン
テ
グ
ラ
3ド
ア
ク
ー
ペ

B1
8C

17
97

72
94

JH
-0
69

19
93
年

D
B7

イ
ン
テ
グ
ラ
4ド
ア
　
ハ
ー
ド
ト
ッ
プ

B1
8B

18
34

74
00

JH
-0
70

19
93
年

D
B8

イ
ン
テ
グ
ラ
4ド
ア
　
ハ
ー
ド
ト
ッ
プ

B1
8C

17
97

74
01

JH
-0
71

19
93
年

D
B6

イ
ン
テ
グ
ラ
4ド
ア
　
ハ
ー
ド
ト
ッ
プ

ZC
15
90

73
99

JH
-0
72

19
93
年

D
B9

イ
ン
テ
グ
ラ
4ド
ア
　
ハ
ー
ド
ト
ッ
プ

ZC
15
90

74
02

4W
D

JH
-0
73

19
94
年

N
A
1

N
SX
，
N
SX
－
R

C3
0A

29
77

66
81

JH
-0
74

19
94
年

N
A
1

N
SX
，
N
SX
－
R

C3
0A

29
77

66
81

（
オプ
ショ
ン
追
加
）フ
ロン
トタ
イヤ
21
5/
45
ZR
16
、リ
ヤタ
イヤ
24
5/
40
ZR
17
、

フロ
ント
ホイ
ール
16×
7J
J、リ
ヤ
ホイ
ール
17×
8.5
JJ

JH
-0
75

19
94
年

CD
6

ア
コ
ー
ド

H
22
A

21
56

74
81

JH
-0
76

19
95
年

N
A
1

N
SX
－
T
，
N
SX

C3
0A

29
77

66
81

タ
ル
ガ
ト
ッ
プ
モ
デ
ル
の
設
定
、
装
備
の
変
更

JH
-0
77

19
95
年

D
C2

イ
ン
テ
グ
ラ
（
3ド
ア
ク
ー
ペ
）

B1
8C

17
97

72
94

外
観
変
更

JH
-0
78

19
95
年

D
C2

イ
ン
テ
グ
ラ
タ
イ
プ
R

B1
8C

17
97

72
94

吸
排
気
ポ
ート
等
研
磨
処
理
、
吸
排
気
系
変
更
、
ピ
スト
ン
・
バ
ル

ブ
・
カ
ム
シ
ャ
フト
等
専
用
パ
ー
ツ
設
定
、
圧
縮
比
変
更
、
クロ
スレ

シ
オ
タイ
プ
変
速
機
、
LS
D、
フ
ロ
ント
・リ
ア
ス
ポ
イラ
ー
装
着

JH
-0
79

19
95
年

EK
4

シ
ビ
ッ
ク
（
3ド
ア
）

B1
6A

15
95

82
89

JH
-0
80

19
96
年

EK
4

シ
ビ
ッ
ク
（
4ド
ア
）

B1
6A

15
95

82
89

JH
-0
81

19
96
年

D
B8

イ
ン
テ
グ
ラ
タ
イ
プ
R（
4ド
ア
）

B1
8C

17
97

74
01

吸
排
気
ポ
ート
等
研
磨
処
理
、
吸
排
気
系
変
更
、
ピ
スト
ン
・
バ
ル

ブ
・
カ
ム
シ
ャ
フト
等
専
用
パ
ー
ツ
設
定
、
圧
縮
比
変
更
、
クロ
スレ

シ
オ
タイ
プ
変
速
機
、
LS
D、
フ
ロ
ント
・リ
ア
ス
ポ
イラ
ー
装
着

（
部
品
名
称
）

（
部
品
番
号
）

 J
H
-0
82

19
96
年

EK
4

シ
ビ
ッ
ク
（
3ド
ア
）
（
JH
-0
79
）

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
ク
ー
ラ
ー

15
50
-P
R3
-0
13

数
量
1

オ
イ
ル
ク
ー
ラ
ー
ジ
ョ
イ
ン
ト

11
10
8-
PR
3-
01
0

数
量
1

セ
ン
タ
ー
ボ
ル
ト

15
56
0-
PT
6-
00
3

数
量
1

イ
ン
レ
ッ
ト
ホ
ー
ス

19
42
2-
PR
3-
00
0

数
量
1

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
ホ
ー
ス

19
42
3-
PR
3-
00
0

数
量
1

コ
ネ
ク
テ
ィ
ン
グ
パ
イ
プ

19
50
5-
PW
0-
60
0

数
量
1

 J
H
-0
83

19
96
年

EK
4

シ
ビ
ッ
ク
（
4ド
ア
）
（
JH
-0
79
）

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
ク
ー
ラ
ー

15
50
-P
R3
-0
13

数
量
1

オ
イ
ル
ク
ー
ラ
ー
ジ
ョ
イ
ン
ト

11
10
8-
PR
3-
01
0

数
量
1

セ
ン
タ
ー
ボ
ル
ト

15
56
0-
PT
6-
00
3

数
量
1

イ
ン
レ
ッ
ト
ホ
ー
ス

19
42
2-
PR
3-
00
0

数
量
1

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
ホ
ー
ス

19
42
3-
PR
3-
00
0

数
量
1

コ
ネ
ク
テ
ィ
ン
グ
パ
イ
プ

19
50
5-
PW
0-
60
0

数
量
1

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

 J
H
-0
84

19
96
年

GA
3

ロ
ゴ
（
3ド
ア
）

D
13
B

13
43

86
57

 J
H
-0
85

19
97
年

BB
6

プ
レ
リ
ュ
ー
ド

H
22
A

21
56

85
92

 J
H
-0
86

19
97
年

N
A
2

N
SX
，
N
SX
－
T
，
N
SX
－
S

C3
2B

31
79

87
32
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JAF登録車両一覧　本田

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

 J
H
-0
87

19
97
年

EK
9

シ
ビ
ッ
ク
タ
イ
プ
R

B1
6B

15
95

89
24

 J
H
-0
88

19
98
年

D
C2

イ
ン
テ
グ
ラ
タ
イ
プ
R（
3ド
ア
ク
ー
ペ
）

B1
8C

17
97

72
94

タイ
ヤ
サ
イ
ズ
、
ブ
レ
ー
キ
サ
イ
ズ
、
ファ
イ
ナ
ル
ギ
ア
レ
シ
オ
変
更

 J
H
-0
89

19
98
年

D
B8

イ
ン
テ
グ
ラ
タ
イ
プ
R（
4ド
ア
）

B1
8C

17
97

74
01

タイ
ヤ
サ
イ
ズ
、
ブ
レ
ー
キ
サ
イ
ズ
、
ファ
イ
ナ
ル
ギ
ア
レ
シ
オ
変
更

 J
H
-0
90

19
99
年

A
P1

S2
00
0

F2
0C

19
97

94
92

 J
H
-0
91

19
99
年

N
A
2

N
SX
，
N
SX
－
T
，
N
SX
－
S

C3
2B

31
79

10
34
5

（
部
品
名
称
）

（
部
品
番
号
）

JH
-0
92

20
00
年

EK
9

シ
ビ
ッ
ク
タ
イ
プ
R（
JH
-0
87
）

ミ ッ シ ョ ン

カ
ウ
ン
タ
ー
シ
ャ
フト

23
22
1-
P8
0-
E3
0
1）
フ
ァ
イ
ナ
ル
レ
シ
オ
：
 4
.78
5

ギ
ヤ
ー
， カ
ウ
ン
タ
ー
シ
ャ
フト
ロ
ー

23
42
1-
P8
0-
E3
0
2）
フ
ロ
ント
/リ
ア
ベ
ン
チ
レ
ー
テ
ッド
デ
ィス
ク
ブ
レ
ー
キ
径
違
い

ベ
ア
リン
グ
， ニ
ード
ル
 4
2×
47
×
20

91
10
7-
P8
0-
E3
1
3）
4穴
ホ
イ
ー
ル

カ
ラ
ー
， デ
ィス
タン
ス
 3
6.5
×
42
×
30
23
91
4-
P8
0-
E3
0
全
部
品
の
セ
ッ
ト
使
用
の
み
可
。

ギ
ヤ
ー
， フ
ァイ
ナ
ルド
リブ
ン
（
67
T）

41
23
3-
P8
0-
E3
0
（
各
部
品
を
個
別
に
使
用
す
る
こ
と
は
不
可
。
）

ブ レ ー キ

ベ
アリ
ン
グ
 A
SS
Y.
， ハ
ブ
ユ
ニッ
ト

42
20
0-
SR
3-
A
06

デ
ィス
ク
， リ
ヤ
ー
ブ
レ
ー
キ

42
51
0-
SR
3-
J0
1

キ
ャリ
パ
ー
サ
ブ
 A
SS
Y.
， R
.リヤ
ー

43
01
8-
S0
4-
00
3

キ
ャリ
パ
ー
サ
ブ
 A
SS
Y.
， L
.リヤ
ー

43
01
9-
S0
4-
00
3

サ
ブ
 A
SS
Y.
，フ
ロ
ント

44
60
0-
S0
4-
A
00

キ
ャリ
パ
ー
サ
ブ
  A
SS
Y.
，R
.フ
ロ
ント
45
01
8-
S0
4-
V
01

キ
ャリ
パ
ー
サ
ブ
  A
SS
Y.
，L
.フ
ロ
ント

45
01
9-
S0
4-
V
01

デ
ィス
ク
， フ
ロ
ント
ブ
レ
ー
キ

45
25
1-
SK
7-
J0
0

シリ
ンダ
ー
  A
SS
Y.
，マ
スタ
ー

46
10
0-
S0
4-
J1
3

パ
ワ
ー
  A
SS
Y.
，マ
スタ
ー

46
40
0-
S0
4-
N
11

バ
ル
ブ
  A
SS
Y.
，プ
ロ
ポ
ー
ショ
ニ
ング

46
21
0-
S0
4-
91
1

パ
イプ
   
CO
M
P.
B.
ブ
レ
ー
キ

46
32
0-
S0
4-
00
0

パ
イプ
   
CO
M
P.
H.
ブ
レ
ー
キ

46
32
1-
S0
4-
01
0

ワ
イ
ヤ
ー
  A
， R
.パ
ー
キ
ン
グ
ブ
レ
ー
キ
47
51
0-
S0
4-
93
2

ワ
イ
ヤ
ー
  A
， L
.パ
ー
キ
ン
グ
ブ
レ
ー
キ
47
56
0-
S0
4-
93
2

ア
ーム
   
CO
M
P.，
R.リ
ヤ
ート
レ
ーリ
ング

52
37
0-
S0
4-
98
1

ア
ー
ム
   
CO
M
P.，
L.リ
ヤ
ート
レ
ーリ
ング

52
37
1-
S0
4-
98
1

ディ
スク
，ホ
イー
ル（
15×
5 1
/2
JJ
）（
カナ
イ）
42
70
0-
SR
3-
N
54

ディ
スク
，ホ
イー
ル（
15×
5 1
/2
JJ
）（
ユ
ノ）
42
70
0-
SR
3-
N
55

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

 J
H
-0
93

20
01
年

D
C5

イ
ン
テ
グ
ラ
タ
イ
プ
R

K
20
A

19
98

10
98
9

 J
H
-0
94

20
02
年

EP
3

シ
ビ
ッ
ク
タ
イ
プ
R

K
20
A

19
98

11
15
2

 J
H
-0
95

20
02
年

N
A
2

N
SX

C3
2B

31
79

10
55
6

 J
H
-0
96

20
02
年

CL
7

ア
コ
ー
ド

K
20
A

19
98

11
66
5

 J
H
-0
97

20
02
年

CL
7

ア
コ
ー
ド
ユ
ー
ロ
R

K
20
A

19
98

11
66
6

 J
H
-0
97

20
05
年

CL
7

ア
コ
ー
ド
ユ
ー
ロ
R

K
20
A

19
98

12
19
8

 J
H
-0
98

20
02
年

CL
9

ア
コ
ー
ド

K
24
A

23
54

11
66
8

 J
H
-0
98

20
05
年

CL
9

ア
コ
ー
ド

K
24
A

23
54

12
20
0

 J
H
-0
99

20
03
年

A
P1

S2
00
0

F2
0C

19
97

10
55
7
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JAF登録車両一覧　本田

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

 J
H
-1
00

20
04
年

CL
7

ア
コ
ー
ド

K
20
A

19
98

12
19
7

平
成
17
年
排
ガ
ス
規
制
対
応
に
伴
う、
型
式
及
び
型
式
指
定
番
号
変
更
の
為

 J
H
-1
01

20
04
年

CL
7

ア
コ
ー
ド
ユ
ー
ロ
R

K
20
A

19
98

12
19
8

平
成
17
年
排
ガ
ス
規
制
対
応
に
伴
う、
型
式
及
び
型
式
指
定
番
号
変
更
の
為

 J
H
-1
02

20
04
年

CL
9

ア
コ
ー
ド

K
24
A

23
54

12
20
0

平
成
17
年
排
ガ
ス
規
制
対
応
に
伴
う、
型
式
及
び
型
式
指
定
番
号
変
更
の
為

 J
H
-1
03

20
04
年

N
A
2

N
SX

C3
2B

31
79

12
21
8

平
成
17
年
排
ガ
ス
規
制
対
応
に
伴
う、
型
式
及
び
型
式
指
定
番
号
変
更
の
為

 J
H
-1
04

20
04
年

A
P1

S2
00
0

F2
0C

19
97

12
21
9

平
成
17
年
排
ガ
ス
規
制
対
応
に
伴
う、
型
式
及
び
型
式
指
定
番
号
変
更
の
為

 J
H
-1
05

20
04
年

D
C5

イ
ン
テ
グ
ラ
タ
イ
プ
R

K
20
A

19
98

12
22
1

平
成
17
年
排
ガ
ス
規
制
対
応
に
伴
う、
型
式
及
び
型
式
指
定
番
号
変
更
の
為

 J
H
-1
06

20
05
年

N
A
2

N
SX

C3
2B

31
79

12
21
8

全
長
、
全
幅
、
全
高
を
変
更
し
た
類
別
追
加

 J
H
-1
07

20
05
年

FD
1

シ
ビ
ッ
ク

R1
8A

17
99

15
16
5

 J
H
-1
08

20
05
年

A
P2

S2
00
0

F2
2C

21
56

15
22
1

 J
H
-1
09

20
07
年

FD
2

シ
ビ
ッ
ク
　
T
Y
PE
　
R

K
20
A

19
98

15
68
4

 J
H
-1
10

20
08
年

GE
8

フ
ィ
ッ
ト
　
RS

L1
5A

14
96

15
97
6

2W
D

 J
H
-1
11

20
10
年

ZF
1

CR
－
Z

LE
A
-M
F6

14
96

16
43
9

 J
H
-1
12

20
12
年

PP
1

BE
A
T

E0
7A

65
6

68
12

JH
-1
13

20
12
年

CP
3

IN
SP
IR
E

J3
5A

34
71

15
99
5

JH
-1
14

20
12
年

GD
3

Fi
t

L1
5A

14
96

12
23
6

JH
-1
14

20
12
年

GD
3

Fi
t

L1
5A

14
96

15
25
7

JH
-1
15

20
12
年

GP
4

FI
T
 H
Y
BR
ID
 R
S

LE
A
-M
F6

14
96

17
28
8

JH
-1
16

20
12
年

ZF
2

CR
－
Z

LE
A
-M
F6

14
96

17
37
0

JH
-1
17

20
14
年

GK
5

フ
ィ
ッ
ト
　
RS

L1
5B

14
96

17
56
8

JH
-1
18

20
14
年

GP
5

フ
ィ
ッ
ト
　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

LE
B

14
96

17
57
4

JH
-1
19

20
14
年

JG
1

N
－
O
N
E

S0
7A

65
8

17
45
2

タ
ー
ボ
付

JH
-1
20

20
16
年

FK
2

CI
V
IC
 T
Y
PE
 R

K
20
C

19
95

18
14
2

JH
-1
21

20
16
年

JW
5

S6
60

S0
7A

65
8

17
98
1

JH
-1
22

20
17
年

N
C1

N
SX

JN
C-
H
2-
H
3-
H
3

34
92

18
38
9

JH
-1
23

20
18
年

FN
2

CI
V
IC
 T
Y
PE
 R
 E
U
RO

K
20
A

19
98

16
25
9

JH
-1
24

20
18
年

FK
8

CI
V
IC
 T
Y
PE
 R

K
20
C

19
95

18
61
8
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JAF登録車両一覧　SUBARU

（
株
）S
U
BA
RU

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JF
-0
07

19
80
年

A
26

レ
オ
ー
ネ

EA
71

15
95

31
69

JF
-0
08

19
80
年

A
27

レ
オ
ー
ネ

EA
71

15
95

31
70

JF
-0
09

19
80
年

A
34

レ
オ
ー
ネ

EA
71

15
95

35
38

JF
-0
10

19
80
年

A
33

レ
オ
ー
ネ

EA
71

15
95

35
37

JF
-0
11

19
80
年

A
32

レ
オ
ー
ネ

EA
63

13
61

35
36

JF
-0
12

19
80
年

A
F1

レ
オ
ー
ネ
S/
B

EA
65

12
98

40
39

JF
-0
13

19
80
年

A
F2

レ
オ
ー
ネ
S/
B

EA
71

15
95

40
40

JF
-0
14

19
80
年

A
F3

レ
オ
ー
ネ
S/
B

EA
71

15
95

40
41

JF
-0
15

19
80
年

A
F5

レ
オ
ー
ネ
S/
B

EA
81

17
81

40
42

JF
-0
16

19
80
年

A
B2

レ
オ
ー
ネ

EA
71

15
95

38
85

JF
-0
17

19
80
年

A
B4

レ
オ
ー
ネ

EA
81

17
81

38
86

JF
-0
18

19
80
年

A
B5

レ
オ
ー
ネ

EA
81

17
81

38
87

JF
-0
19

19
80
年

A
22

レ
オ
ー
ネ

EA
63

13
61

31
71

JF
-0
23

19
83
年

A
B5

ス
バ
ル
4W
D
　
RX
ハ
ー
ド
ト
ッ
プ

EA
81

17
81

38
87

JF
-0
24

19
84
年

K
A
5

ス
バ
ル
ジ
ャ
ス
テ
ィ

EF
10

99
7

49
86

JF
-0
25

19
84
年

K
A
6

ス
バ
ル
ジ
ャ
ス
テ
ィ

EF
10

99
7

49
87

JF
-0
26

19
84
年

A
A
5

オ
ー
ル
ニ
ュ
ー
レ
オ
ー
ネ
RX
タ
ー
ボ

EA
82

17
81

50
93

タ
ー
ボ
付

JF
-0
27

19
85
年

K
M
2

レ
ッ
ク
ス

EK
23

54
4

49
10

タ
ー
ボ
付

JF
-0
28

19
85
年

K
A
8

ス
バ
ル
ジ
ャ
ス
テ
ィ
4W
D
3ド
ア
1.2

EF
12

11
89

52
73

4W
D

JF
-0
29

19
85
年

A
G5

ス
バ
ル
レ
オ
ー
ネ
4W
D
3ド
ア
ク
ー
ペ
タ
ー
ボ

EA
82

17
81

53
20

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JF
-0
30

19
85
年

A
X
7

ス
バ
ル
ア
ル
シ
オ
ー
ネ
タ
ー
ボ
4W
D

EA
82

17
81

51
96

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JF
-0
31

19
87
年

K
G2

ス
バ
ル
レ
ッ
ク
ス

EK
23

54
4

55
71

4W
D
、
ツ
イ
ン
ビ
ス
コ

JF
-0
32

19
87
年

A
G6

ス
バ
ル
レ
オ
ー
ネ
3ド
ア
ク
ー
ペ

EA
82

17
81

53
99

タ
ー
ボ
付
、
フ
ル
タ
イ
ム
4W
D

JF
-0
33

19
87
年

A
A
7

ス
バ
ル
レ
オ
ー
ネ
4ド
ア
セ
ダ
ン

EA
82

17
81

50
94

タ
ー
ボ
付
、
フ
ル
タ
イ
ム
4W
D

JF
-0
34

19
87
年

K
N
2

ス
バ
ル
レ
ッ
ク
ス

EK
23

54
4

55
15

4W
D

JF
-0
35

19
88
年

K
G1

ス
バ
ル
レ
ッ
ク
ス
　
ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
付

EK
23

54
4

55
13

ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
付

JF
-0
36

19
88
年

K
N
1

ス
バ
ル
レ
ッ
ク
ス
コ
ン
ビ
　
ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
付

EK
23

54
4

55
14

ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
付

JF
-0
37

19
88
年

K
A
7

ス
バ
ル
M
O
V
IN
'　
ジ
ャ
ス
テ
ィ
FF
1.2

EF
12

11
89

59
66

5M
T
、
EC
V
T

JF
-0
38

19
88
年

K
A
8

ス
バ
ル
M
O
V
IN
'　
ジ
ャ
ス
テ
ィ
4W
D
1.2

EF
12

11
89

52
73

5M
T
、
EC
V
T

JF
-0
39

19
89
年

BC
2

ス
バ
ル
レ
ガ
シ
ー
FF
セ
ダ
ン
1.8

EJ
18

18
20

60
61

JF
-0
40

19
89
年

BC
3

ス
バ
ル
レ
ガ
シ
ー
4W
D
セ
ダ
ン
1.8

EJ
18

18
20

60
62

JF
-0
41

19
89
年

BC
4

ス
バ
ル
レ
ガ
シ
ー
FF
セ
ダ
ン
2.0

EJ
20

19
94

60
63

JF
-0
42

19
89
年

BC
5

ス
バ
ル
レ
ガ
シ
ー
4W
D
セ
ダ
ン
2.0
RS

EJ
20

19
94

60
64

タ
ー
ボ
付

JF
-0
43

19
89
年

BC
5

ス
バ
ル
レ
ガ
シ
ー
4W
D
セ
ダ
ン
2.0

EJ
20

19
94

60
64

JF
-0
44

19
89
年

BF
3

ス
バ
ル
レ
ガ
シ
ー
4W
D
ワ
ゴ
ン
1.8

EJ
18

18
20

60
65

JF
-0
45

19
89
年

BF
5

ス
バ
ル
レ
ガ
シ
ー
4W
D
ワ
ゴ
ン
2.0

EJ
20

19
94

60
66

JF
-0
46

19
89
年

BF
A

ス
バ
ル
レ
ガ
シ
ー
4W
D
ワ
ゴ
ン
2.0

EJ
20

19
94

60
67

JF
-0
47

19
89
年

K
H
1

ス
バ
ル
レ
ッ
ク
ス
セ
ダ
ン

EN
05

54
7

61
25

ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
付

JF
-0
48

19
89
年

K
H
2

ス
バ
ル
レ
ッ
ク
ス
セ
ダ
ン
4W
D

EN
05

54
7

61
26

ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
付
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JAF登録車両一覧　SUBARU

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JF
-0
49

19
89
年

K
P1

ス
バ
ル
レ
ッ
ク
ス
バ
ン

EN
05

54
7

61
27

ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
付

JF
-0
50

19
90
年

BF
5

ス
バ
ル
レ
ガ
シ
ー
4W
D
ワ
ゴ
ン
2.0

EJ
20

19
94

60
66

タ
ー
ボ
付

JF
-0
51

19
90
年

BC
5

ス
バ
ル
レ
ガ
シ
ー
4W
D
セ
ダ
ン
2.0
RS

EJ
20

19
94

60
64

タ
ー
ボ
付

JF
-0
52

19
90
年

K
H
3

ス
バ
ル
レ
ッ
ク
ス
セ
ダ
ン
2W
D

EN
07

65
8

64
84

EC
V
T
装
着
車
両
を
含
む

JF
-0
53

19
90
年

K
H
3

ス
バ
ル
レ
ッ
ク
ス
セ
ダ
ン
2W
D

EN
07

65
8

64
84

EC
V
T
装
着
車
両
を
含
む
ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
付
き

JF
-0
54

19
90
年

K
H
4

ス
バ
ル
レ
ッ
ク
ス
セ
ダ
ン
4W
D

EN
07

65
8

64
85

EC
V
T
装
着
車
両
を
含
む

JF
-0
55

19
90
年

K
H
4

ス
バ
ル
レ
ッ
ク
ス
セ
ダ
ン
4W
D

EN
07

65
8

64
85

EC
V
T
装
着
車
両
を
含
む
ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
付
き

JF
-0
56

19
90
年

K
P3

ス
バ
ル
レ
ッ
ク
ス
バ
ン
2W
D

EN
07

65
8

64
86

EC
V
T
装
着
車
両
を
含
む

JF
-0
57

19
90
年

K
P4

ス
バ
ル
レ
ッ
ク
ス
バ
ン
4W
D

EN
07

65
8

64
87

EC
V
T
装
着
車
両
を
含
む

JF
-0
58

19
90
年

BC
5

ス
バ
ル
レ
ガ
シ
ー
セ
ダ
ン
4W
D
2.0

EJ
20

19
94

60
64

タ
ー
ボ
付
、
ク
ロ
ス
レ
シ
オ
タ
イ
プ
変
速
機
装
着
車
両

JF
-0
59

19
90
年

BC
5

ス
バ
ル
レ
ガ
シ
ー
セ
ダ
ン
4W
D
2.0

EJ
20

19
94

60
64

ター
ボ付
、エ
ンジ
ンポ
ート
研
磨
処
理お
よび
クロ
スレ
シオ
タイ
プ
変
速
機
装
着
車
両

JF
-0
60

19
91
年

BC
5

ス
バ
ル
ニ
ュ
ー
レ
ガ
シ
ー
4W
D
セ
ダ
ン
2.0

EJ
20

19
94

60
64

ター
ボ付
、E
/G
ポー
トそ
の他
研磨

処理
車両
、ク
ロス
レシ
オタ
イプ
変速
機、
外観
変更

JF
-0
61

19
91
年

BC
5

ス
バ
ル
ニ
ュ
ー
レ
ガ
シ
ー
4W
D
セ
ダ
ン
2.0

EJ
20

19
94

60
64

タ
ー
ボ
付
、
外
観
変
更

JF
-0
62

19
91
年

BC
5

ス
バ
ル
ニ
ュ
ー
レ
ガ
シ
ー
4W
D
セ
ダ
ン
2.0

EJ
20

19
94

60
64

外
観
変
更

JF
-0
63

19
92
年

K
K
3

ス
バ
ル
ヴ
ィ
ヴ
ィ
オ
FF
セ
ダ
ン

EN
07

65
8

70
66

JF
-0
64

19
92
年

K
K
3

ス
バ
ル
ヴ
ィ
ヴ
ィ
オ
FF
セ
ダ
ン

EN
07

65
8

70
66

ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
付

JF
-0
65

19
92
年

K
K
4

ス
バ
ル
ヴ
ィ
ヴ
ィ
オ
4W
D
セ
ダ
ン

EN
07

65
8

70
67

JF
-0
66

19
92
年

K
K
4

ス
バ
ル
ヴ
ィ
ヴ
ィ
オ
4W
D
セ
ダ
ン

EN
07

65
8

70
67

ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
付

JF
-0
67

19
92
年

K
W
3

ス
バ
ル
ヴ
ィ
ヴ
ィ
オ
FF
ワ
ゴ
ン
タ
イ
プ

EN
07

65
8

70
68

JF
-0
68

19
92
年

K
W
4

ス
バ
ル
ヴ
ィ
ヴ
ィ
オ
4W
D
ワ
ゴ
ン
タ
イ
プ

EN
07

65
8

70
69

（
部
品
名
称
）

（
部
品
番
号
）

JF
-0
69

19
92
年

K
K
3

ス
バ
ル
ヴ
ィ
ヴ
ィ
オ
FF
セ
ダ
ン
（
JF
-0
63
，
06
4）

リ
ア
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
ラ
テ
ラ

ル
リ
ン
ク
形
状
及
び
塗
装
仕
様

K
K
4

ス
バ
ル
ヴ
ィ
ヴ
ィ
オ
4W
D
セ
ダ
ン
（
JF
-0
65
，0
66
）

K
W
3

ス
バ
ル
ヴ
ィ
ヴ
ィ
オ
FF
ワ
ゴ
ン
タ
イ
プ
（
JF
-06
7）

K
W
4

ス
バ
ル
ヴ
ィ
ヴ
ィ
オ
4W
Dワ
ゴ
ン
タ
イ
プ
（
JF
-06
8）

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

JF
-0
70

19
92
年

GF
6

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
ワ
ゴ
ン
1.8
　
4W
D

EJ
18

18
20

71
77

JF
-0
71

19
92
年

GC
4

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
セ
ダ
ン
1.6
　
4W
D

EJ
16

15
97

71
73

JF
-0
72

19
92
年

GC
6

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
セ
ダ
ン
1.8
　
4W
D

EJ
18

18
20

71
74

JF
-0
73

19
92
年

GC
8

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
セ
ダ
ン
W
RX
　
2.0
　
4W
D

EJ
20

19
94

71
75

タ
ー
ボ
付

JF
-0
74

19
92
年

GC
8

ス
バ
ル
イン
プ
レッ
サ
セ
ダ
ン
W
RX
－
RA
　
2.0
　
4W
D

EJ
20

19
94

71
75

ター
ボ
付
、ク
ロス
レシ
オタ
イプ
変
速
機
、E
/G
ポ
ート
そ
の
他
研
磨
処
理

JF
-0
75

19
92
年

GC
8

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
セ
ダ
ン
W
RX
　
2.0
　
4W
D

EJ
20

19
94

71
75

ター
ボ
付
、1
6イ
ン
チタ
イヤ
装
着
(ア
ルミ
ホイ
ー
ル
品
番
:28
11
1 F
A0
80
)

ス
バ
ル
イン
プ
レッ
サ
セ
ダ
ン
W
RX
－
RA
　
2.0
　
4W
D

JF
-0
76

19
93
年

K
K
4

ス
バ
ル
ヴ
ィ
ヴ
ィ
オ
4W
D
セ
ダ
ン
　
RX
－
RA

EN
07

65
8

70
67

スー
パー
チャ
ージ
ャー
付、
クロ
スレ
シオ
タイ
プ変
速機

付、
E/
Gポ
ート
その
他研

磨処
理

JF
-0
77

19
93
年

K
K
4

ス
バ
ル
ヴ
ィ
ヴ
ィ
オ
4W
D
セ
ダ
ン
　
RX
－
RA

EN
07

65
8

70
67

スー
パー
チャ
ージ
ャー
付
、ク
ロス
レシ
オタ
イプ
変
速
機
付
、エ
アロ
パー
ツ装
着

JF
-0
78

19
93
年

K
K
4

ス
バ
ル
ヴ
ィ
ヴ
ィ
オ
4W
D
セ
ダ
ン
　
RX
－
RA

EN
07

65
8

70
67

スー
パー
チャ
ージ
ャー
付
、ク
ロス
レシ
オタ
イプ
変
速
機
付
、エ
アロ
パー
ツ無
し車
両

JF
-0
79

19
93
年

CX
D

ス
バ
ル
ア
ル
シ
オ
ー
ネ
SV
X

EG
33

33
18

68
59

4W
S付
き
車
両

JF
-0
80

19
93
年

CX
W

ス
バ
ル
ア
ル
シ
オ
ー
ネ
SV
X

EG
33

33
18

68
58

4W
S無
し
車
両

JF
-0
81

19
93
年

BD
5

ス
バ
ル
ニ
ュ
ー
レ
ガ
シ
ー
セ
ダ
ン
2.
0　
4W
D
　
タ
ー
ボ

EJ
20

19
94

74
61

タ
ー
ボ
付
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Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

（
部
品
名
称
）

（
部
品
番
号
）

JF
-0
82

19
93
年

GF
6

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
ワ
ゴ
ン
1.8
　
4W
D（
JF
-0
70
）
エ
ア
イ
ン
テ
ー
ク
ダ
ク
ト
の

形
状
及
び
材
料
仕
様

14
46
2A
A
12
0

蛇
腹
部
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
し
た
も
の

GC
4

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
セ
ダ
ン
1.6
　
4W
D（
JF
-0
71
）

GC
6

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
セ
ダ
ン
1.8
　
4W
D（
JF
-0
72
）

GC
8

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
セ
ダ
ン
W
RX
2.0
　
4W
D（
JF
-07
3）

GC
8

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
セ
ダ
ン
W
RX
－
RA
2.0
　
4W
D（
JF
-07
4）

GC
8

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
セ
ダ
ン
W
RX
2.0
　
4W
D

   
 

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
セ
ダ
ン
W
RX
－
RA
2.0
　
4W
D（
JF
-07
5）

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

JF
-0
83

19
94
年

GC
8

ス
バ
ル
イン
プ
レッ
サ
セ
ダ
ン
W
RX
－
ST
I　
2.0
　
4W
D

EJ
20

19
94

71
75

ター
ボ付
、外
観
変
更（
リヤ
スポ
イラ
ー）
、鍛
造ピ
スト
ン、
排
気
系（
藤
壷マ
フラ
ー）
等

JF
-0
84

19
94
年

GF
3

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
ス
ポ
ー
ツ
ワ
ゴ
ン
1.6
FF

EJ
16

15
97

71
76

（
ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
5ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
1.6
FF
）

JF
-0
85

19
94
年

GC
5

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
セ
ダ
ン
1.8
FF

EJ
18

18
20

74
93

JF
-0
86

19
94
年

GF
4

ス
バ
ル
イン
プ
レ
ッ
サ
ス
ポ
ー
ツ
ワ
ゴ
ン
1.
6　
4W
D

EJ
16

15
97

74
94

（
ス
バ
ル
イン
プ
レッ
サ
5ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
1.6
　
4W
D
）

JF
-0
87

19
94
年

GF
8

ス
バ
ル
イン
プ
レッ
サ
ス
ポ
ー
ツ
ワ
ゴ
ン
W
RX
2.0
　
4W
D

EJ
20

19
94

74
95

タ
ー
ボ
付

（
ス
バ
ル
イン
プ
レッ
サ
5ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
W
RX
2.0
　
4W
D）

JF
-0
88

19
94
年

GF
8

スバ
ルイ
ンプ
レッ
サ
スポ
ーツ
ワゴ
ン　
W
RX
－S
TI
　
2.0
　
4W
D

EJ
20

19
94

74
95

ター
ボ付
、外
観
変
更（
フロ
ント
グリ
ル）
、鍛
造ピ
スト
ン、
排
気
系（
藤
壷マ
フラ
ー）
等

（
スバ
ルイ
ンプ
レッ
サ　
5ド
アス
ポー
ツ　
W
RX
－S
TI
　
2.0
　
4W
D）

JF
-0
89

19
94
年

GC
8

ス
バ
ル
イン
プレ
ッサ
セダ
ン
W
RX
－
RA
－
ST
I　
2.0
　
4W
D

EJ
20

19
94

71
75

タ
ー
ボ
付
、外
装・
内
装
変
更
、ス
テ
ア
リ
ン
グ
部
品
変
更
、エ
ン

ジ
ン
部
品
変
更
、駆
動
系
部
品
変
更
、ブ
レ
ー
キ
部
品
変
更
等

JF
-0
90

19
96
年

BD
9

ス
バ
ル
ニ
ュ
ー
レ
ガ
シ
ー
セ
ダ
ン
2.5
　
4W
D

EJ
25

24
57

76
90

JF
-0
91

19
96
年

GC
4

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
セ
ダ
ン
1.6
　
4W
D
　
2ド
ア

EJ
16

15
97

71
73

JF
-0
92

19
96
年

GC
1

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
セ
ダ
ン
1.5
　
2W
D
　
2ド
ア

EJ
15

14
93

71
72

JF
-0
93

19
96
年

GC
8

ス
バ
ル
ニ
ュ
ー
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
セ
ダ
ン
W
RX

EJ
20

19
94

71
75

ター
ボ
付
、4
W
D、
外
観
変
更
、1
5イ
ンチ
&1
6イ
ンチ
ブレ
ーキ
仕
様
、2
80
ps

JF
-0
94

19
96
年

GC
8

ス
バ
ル
ニ
ュ
ー
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
セ
ダ
ン
ST
Iバ
ー
ジ
ョン

EJ
20

19
94

71
75

ター
ボ
付
、4
W
D、
外
観
変
更
、1
5イ
ンチ
&1
6イ
ンチ
ブレ
ーキ
仕
様
、2
80
ps

JF
-0
95

19
96
年

GF
8

ス
バ
ル
ニ
ュ
ー
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
ス
ポ
ー
ツ
ワ
ゴ
ン
W
R
X

EJ
20

19
94

74
95

タ
ー
ボ
付
、4
W
D、
外
観
変
更
、1
5イ
ン
チ
&
16
イン
チ
ブ
レ
ー
キ
仕
様

JF
-0
96

19
96
年

GF
8

ス
バ
ル
ニ
ュ
ー
イン
プ
レッ
サ
ス
ポ
ー
ツワ
ゴ
ン
ST
Iバ
ー
ジョ
ン

EJ
20

19
94

74
95

ター
ボ
付
、4
W
D、
外
観
変
更
、1
5イ
ンチ
&1
6イ
ンチ
ブレ
ーキ
仕
様
、2
80
ps

JF
-0
97

19
97
年

GC
8

ス
バ
ル
イン
プ
レ
ッ
サ
W
RX
タ
イプ
R　
ST
Iバ
ー
ジ
ョン

EJ
20

19
94

71
75

2ド
ア

（
ピ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ー
ペ
）

JF
-0
98

19
97
年

K
K
4

ス
バ
ル
ヴ
ィ
ヴ
ィ
オ
RX
－
SS

EN
07

65
8

70
67

ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
付
、
4W
D
、
ス
ポ
ー
ツ
シ
フ
ト

JF
-0
99

19
97
年

K
K
4

ス
バ
ル
ヴ
ィ
ヴ
ィ
オ
ビ
ス
ト
ロ
－
SS

EN
07

65
8

70
67

ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
付
、
4W
D
、
ス
ポ
ー
ツ
シ
フ
ト

JF
-1
00

19
97
年

GC
8

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
セ
ダ
ン
W
RX

EJ
20

19
94

71
75

タ
ー
ボ
付
、1
99
7年
9月
以
降
販
売
,S
T
Iバ
ー
ジ
ョ
ン
含
む

JF
-1
01

19
97
年

GF
8

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
ワ
ゴ
ン

EJ
20

19
94

74
95

タ
ー
ボ
付
、1
99
7年
9月
以
降
販
売
,S
T
Iバ
ー
ジ
ョ
ン
含
む

JF
-1
02

19
98
年

GC
8

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
W
RX

EJ
20

19
94

71
75

外
観
変
更
、
タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JF
-1
03

19
98
年

RA
2

ス
バ
ル
プ
レ
オ
5ド
ア
ワ
ゴ
ン
RM

EN
07

65
8

92
07

ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
付
、
4W
D

JF
-1
04

19
99
年

GC
8

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
セ
ダ
ン
W
RX

EJ
20

19
94

71
75

タ
ー
ボ
付
、
4W
D
、
外
観
変
更
、
19
99
年
9月
以
降
販
売

（
部
品
名
称
）

（
部
品
番
号
）

JF
-1
06

19
99
年

GC
8

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
セ
ダ
ン
W
RX
（
JF
-1
04
）

エ
ア
ス
ク
ー
プ

96
07
05
50
00

ボ
ン
ネ
ッ
ト
上
エ
ア
ス
ク
ー
プ
の
形
状
違
い
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JAF登録車両一覧　SUBARU

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JF
-1
07

20
00
年

GD
9

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
W
RX
　
N
A

EJ
20

19
94

10
60
4

4W
D

JF
-1
08

20
00
年

GD
A

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
W
RX
　
N
B

EJ
20

19
94

10
60
5

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JF
-1
09

20
00
年

GD
B

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
W
RX
　
ST
i

EJ
20

19
94

10
74
7

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

（
部
品
名
称
）

（
部
品
番
号
）

JF
-1
10

20
01
年

GD
B

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
W
RX
　
ST
i（
JF
-1
09
）

フ
ュ
ー
エ
ル
ポ
ン
プ

ST
42
02
14
S0
00

JF
-1
11

20
01
年

GD
B

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
W
RX
　
ST
i（
JF
-1
09
）

ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト

ST
12
20
04
S0
00

JF
-1
12

20
01
年

GD
B

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
W
RX
　
ST
i（
JF
-1
09
）

コ
ン
ロ
ッ
ド
セ
ッ
ト

ST
12
10
04
S0
00

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

JF
-1
13

20
02
年

GG
2

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
ス
ポ
ー
ツ
ワ
ゴ
ン
1.
5　
2W
D

EJ
15

14
93

10
60
6

2W
D

JF
-1
14

20
02
年

GG
3

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
ス
ポ
ー
ツ
ワ
ゴ
ン
1.
5　
4W
D

EJ
15

14
93

10
60
7

4W
D

JF
-1
15

20
02
年

GG
3

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
ス
ポ
ー
ツ
ワ
ゴ
ン
1.
5　
4W
D

EJ
15

14
93

11
08
8

4W
D

JF
-1
16

20
02
年

GG
9

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
ス
ポ
ー
ツ
ワ
ゴ
ン
2.
0　
4W
D

EJ
20

19
94

10
60
8

4W
D

JF
-1
17

20
02
年

GG
A

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
ス
ポ
ー
ツ
ワ
ゴ
ン
2.
0　
4W
D

EJ
20

19
94

10
60
9

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JF
-1
18

20
02
年

GD
9

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
セ
ダ
ン
2.0
　
4W
D

EJ
20

19
94

10
60
4

4W
D

JF
-1
19

20
02
年

GD
A

ス
バ
ル
イン
プ
レ
ッ
サ
セ
ダ
ン
2.
0　
4W
D
　
タ
ー
ボ

EJ
20

19
94

10
60
5

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JF
-1
20

20
02
年

GD
B

ス
バ
ル
イン
プ
レッ
サ
セ
ダ
ン
2.0
　
4W
D　
タ
ー
ボ
　
ST
I

EJ
20

19
94

10
74
7

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JF
-1
21

20
03
年

BL
5

ス
バ
ル
レ
ガ
シ
ィ
B4
　
2.0
i

EJ
20

19
94

11
78
3

4W
D

JF
-1
21

20
04
年

BL
5

ス
バ
ル
レ
ガ
シ
ィ
B4
　
2.0
i

EJ
20

19
94

12
04
9

4W
D

JF
-1
22

20
03
年

BL
5

ス
バ
ル
レ
ガ
シ
ィ
B4
　
2.0
R　

EJ
20

19
94

11
78
4

4W
D

JF
-1
23

20
03
年

BL
5

ス
バ
ル
レ
ガ
シ
ィ
B4
　
2.0
GT

EJ
20

19
94

11
78
4

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JF
-1
24

20
03
年

BP
5

ス
バ
ル
レ
ガ
シ
ィ
ツ
ー
リ
ン
グ
ワ
ゴ
ン
2.0
i

EJ
20

19
94

11
78
5

4W
D

JF
-1
24

20
04
年

BP
5

ス
バ
ル
レ
ガ
シ
ィ
ツ
ー
リ
ン
グ
ワ
ゴ
ン
2.0
i

EJ
20

19
94

12
05
1

4W
D

JF
-1
25

20
03
年

BP
5

ス
バ
ル
レ
ガ
シ
ィ
ツ
ー
リ
ン
グ
ワ
ゴ
ン
2.0
R　

EJ
20

19
94

11
78
6

4W
D

JF
-1
26

20
03
年

BP
5

ス
バ
ル
レ
ガ
シ
ィ
ツ
ー
リ
ン
グ
ワ
ゴ
ン
2.0
GT

EJ
20

19
94

11
78
6

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JF
-1
27

20
03
年

GD
2

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
セ
ダ
ン
15
i

EJ
15

14
93

11
89
1

2W
D

JF
-1
28

20
03
年

GD
3

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
セ
ダ
ン
15
i

EJ
15

14
93

11
89
2

4W
D

JF
-1
29

20
03
年

BL
E

ス
バ
ル
レ
ガ
シ
ィ
B4
　
3.0
R

EZ
30

29
99

11
91
7

4W
D

JF
-1
29

20
04
年

BL
E

ス
バ
ル
レ
ガ
シ
ィ
B4
　
3.0
R

EZ
30

29
99

12
05
0

4W
D

JF
-1
30

20
03
年

BP
E

ス
バ
ル
レ
ガ
シ
ィ
ツ
ー
リ
ン
グ
ワ
ゴ
ン
3.0
R

EZ
30

29
99

11
91
9

4W
D

JF
-1
30

20
04
年

BP
E

ス
バ
ル
レ
ガ
シ
ィ
ツ
ー
リ
ン
グ
ワ
ゴ
ン
3.0
R

EZ
30

29
99

12
05
3

4W
D

JF
-1
31

20
04
年

RC
1

ス
バ
ル
R2
　
i、
ス
バ
ル
R2
　
R

EN
07

65
8

12
02
1

2W
D

JF
-1
31

20
04
年

RC
1

ス
バ
ル
R2
　
i、
ス
バ
ル
R2
　
R

EN
07

65
8

12
05
4

2W
D

JF
-1
31

20
06
年

RC
1

ス
バ
ル
R2
　
i、
ス
バ
ル
R2
　
R

EN
07

65
8

15
22
9

2W
D

JF
-1
32

20
04
年

RC
2

ス
バ
ル
R2
　
i、
ス
バ
ル
R2
　
R

EN
07

65
8

12
02
3

4W
D

JF
-1
32

20
04
年

RC
2

ス
バ
ル
R2
　
i、
ス
バ
ル
R2
　
R

EN
07

65
8

12
05
6

4W
D

JF
-1
32

20
06
年

RC
2

ス
バ
ル
R2
　
i、
ス
バ
ル
R2
　
R

EN
07

65
8

15
23
0

4W
D

JF
-1
33

20
04
年

RC
1

ス
バ
ル
R2
　
S

EN
07

65
8

12
02
2

ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
付
、
2W
D

JF
-1
33

20
04
年

RC
1

ス
バ
ル
R2
　
S

EN
07

65
8

12
05
5

ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
付
、
2W
D

JF
-1
34

20
04
年

RC
2

ス
バ
ル
R2
　
S

EN
07

65
8

12
02
4

ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
付
、
4W
D

JF
-1
34

20
04
年

RC
2

ス
バ
ル
R2
　
S

EN
07

65
8

12
05
7

ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
付
、
4W
D
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Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JF
-1
35

20
04
年

BP
9

ス
バ
ル
　
ア
ウ
ト
バ
ッ
ク
　
2.5
i

EJ
25

24
57

12
05
2

4W
D

JF
-1
36

20
04
年

BP
E

ス
バ
ル
　
ア
ウ
ト
バ
ッ
ク
　
3.0
R

EZ
30

29
99

12
05
3

4W
D

JF
-1
37

20
05
年

RJ
1

ス
バ
ル
　
R1
　
i、
ス
バ
ル
　
R1
　
R

EN
07

65
8

12
78
2

2W
D

JF
-1
37

20
06
年

RJ
1

ス
バ
ル
　
R1
　
i、
ス
バ
ル
　
R1
　
R

EN
07

65
8

15
23
1

2W
D

JF
-1
38

20
05
年

RJ
2

ス
バ
ル
　
R1
　
i、
ス
バ
ル
　
R1
　
R

EN
07

65
8

12
78
3

4W
D

JF
-1
38

20
06
年

RJ
2

ス
バ
ル
　
R1
　
i、
ス
バ
ル
　
R1
　
R

EN
07

65
8

15
23
2

4W
D

JF
-1
39

20
06
年

RJ
1

ス
バ
ル
R1

EN
07

65
8

15
23
3

ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
付
、
2W
D

JF
-1
40

20
06
年

RJ
2

ス
バ
ル
R1

EN
07

65
8

15
23
4

ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
付
、
4W
D

JF
-1
41

20
06
年

GD
C

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
セ
ダ
ン
　
1.5
　
2W
D

EL
15

14
98

15
33
8

2W
D

JF
-1
42

20
06
年

GD
D

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
セ
ダ
ン
　
1.5
　
4W
D

EL
15

14
98

15
33
9

4W
D

JF
-1
43

20
06
年

GG
C

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
ス
ポ
ー
ツ
ワ
ゴ
ン
　
1.
5　
2W
D

EL
15

14
98

15
34
0

2W
D

JF
-1
44

20
06
年

GG
D

ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
ス
ポ
ー
ツ
ワ
ゴ
ン
　
1.
5　
4W
D

EL
15

14
98

15
34
1

4W
D

JF
-1
45

20
07
年

GH
2

ス
バ
ル
　
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
　
15
S

EL
15

14
98

15
70
4

2W
D

JF
-1
46

20
07
年

GH
3

ス
バ
ル
　
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
　
15
S

EL
15

14
98

15
70
5

4W
D

JF
-1
47

20
07
年

GH
7

ス
バ
ル
　
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
　
20
S

EJ
20

19
94

15
70
6

4W
D

JF
-1
48

20
07
年

GH
8

ス
バ
ル
　
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
　
S－
GT

EJ
20

19
94

15
70
7

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JF
-1
49

20
07
年

GR
B

ス
バ
ル
 イ
ン
プ
レッ
サ
 W
RX
 S
TI
、
ス
バ
ル
 W
RX
 S
TI

EJ
20

19
94

15
97
0

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JF
-1
50

20
09
年

GR
B

スバ
ル 
イン
プレ
ッサ
 W
RX
 ST
I s
pe
c C
、ス
バル
 W
RX
 ST
I s
pe
c C

EJ
20

19
94

15
97
0

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JF
-1
51

20
09
年

BM
9

ス
バ
ル
　
レ
ガ
シ
ィ
　
B4
　
2.5

EJ
25

24
57

16
29
1

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JF
-1
52

20
10
年

GR
F

スバ
ル 
WR
X 
ST
I A
－L
ine
、ス
バル
 イン
プレ
ッサ
 W
RX
 ST
I A
－L
ine

EJ
25

24
57

16
26
4

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JF
-1
53

20
10
年

GV
B

ス
バ
ル
　
W
RX
　
ST
I

EJ
20

19
94

16
52
1

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JF
-1
54

20
10
年

GV
F

ス
バ
ル
　
W
RX
　
ST
I　
A
－
Li
ne

EJ
25

24
57

16
52
2

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JF
-1
55

20
12
年

GJ
2

ス
バ
ル
　
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
　
G4

FB
16

15
99

16
96
0

2W
D

JF
-1
56

20
12
年

GJ
3

ス
バ
ル
　
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
　
G4

FB
16

15
99

16
96
1

4W
D

JF
-1
57

20
12
年

GJ
6

ス
バ
ル
　
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
　
G4

FB
20

19
95

16
96
2

2W
D

JF
-1
58

20
12
年

GJ
7

ス
バ
ル
　
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
　
G4

FB
20

19
95

16
96
3

4W
D

JF
-1
59

20
12
年

GP
2

ス
バ
ル
　
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
　
ス
ポ
ー
ツ

FB
16

15
99

16
96
4

2W
D

JF
-1
60

20
12
年

GP
3

ス
バ
ル
　
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
　
ス
ポ
ー
ツ

FB
16

15
99

16
96
5

4W
D

JF
-1
61

20
12
年

GP
6

ス
バ
ル
　
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
　
ス
ポ
ー
ツ

FB
20

19
95

16
96
6

2W
D

JF
-1
62

20
12
年

GP
7

ス
バ
ル
　
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
　
ス
ポ
ー
ツ

FB
20

19
95

16
96
7

4W
D

JF
-1
63

20
12
年

ZC
6

ス
バ
ル
　
BR
Z

FA
20

19
98

17
11
5

JF
-1
64

20
14
年

V
A
B

ス
バ
ル
　
W
RX
　
ST
I

EJ
20

19
94

17
72
2

JF
-1
65

20
16
年

ZC
6

ス
バ
ル
　
BR
Z

FA
20

19
98

17
11
5

外
観（
前
後
ラ
ン
プ
、リ
ヤ
ス
ポ
イラ
ー
、バ
ン
パ
ー
等
）（
M
T
/A
T
）、

エ
ン
ジ
ン
及
び
減
速
比（
M
T
）

JF
-1
66

20
17
年

V
A
B

ス
バ
ル
　
W
RX
　
ST
I

EJ
20

19
94

17
72
2

外
観（
バ
ン
パ
ー
、グ
リル
、ヘ
ッド
ラン
プ
）、
タイ
ヤ
、駆
動
系
、ブ
レ
ー
キ

JF
-1
67

20
18
年

V
A
G

SU
BA
RU
 W
RX
 S
4

FA
20

19
98

17
72
4
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ダ
イ
ハ
ツ
工
業（
株
）

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JD
-0
01

19
80
年

A
30

ダ
イ
ハ
ツ
シ
ャ
ル
マ
ン
13
00

4K
12
90

36
64

JD
-0
02

19
80
年

A
10

ダ
イ
ハ
ツ
シ
ャ
ル
マ
ン
16
00

12
T

15
88

36
65

JD
-0
03

19
80
年

L4
5

ダ
イ
ハ
ツ
マ
ッ
ク
ス
ク
ォ
ー
レ
2ド
ア

A
B

54
7

37
99

JD
-0
04

19
80
年

L4
5

ダ
イ
ハ
ツ
マ
ッ
ク
ス
ク
ォ
ー
レ
4ド
ア

A
B

54
7

37
99

JD
-0
05

19
80
年

G1
0

ダ
イ
ハ
ツ
シ
ャ
レ
ー
ド
5ド
ア
セ
ダ
ン

CB
99
3

36
20

JD
-0
06

19
80
年

G1
0

ダ
イ
ハ
ツ
シ
ャ
レ
ー
ド
3ド
ア
ク
ー
ペ

CB
99
3

36
20

JD
-0
07

19
80
年

L5
5

ダ
イ
ハ
ツ
ク
ォ
ー
レ
3ド
ア

A
B

54
7

42
12

JD
-0
08

19
80
年

L5
5

ダ
イ
ハ
ツ
ク
ォ
ー
レ
4ド
ア

A
B

54
7

42
12

JD
-0
16

19
82
年

A
35

ダ
イ
ハ
ツ
シ
ャ
ル
マ
ン

4K
-U
（
II
）

12
90

44
09

JD
-0
17

19
82
年

A
55

ダ
イ
ハ
ツ
シ
ャ
ル
マ
ン

3A
-U
（
II
）

14
52

44
10

JD
-0
18

19
82
年

L5
5V

ダ
イ
ハ
ツ
ミ
ラ

A
B

54
7

45
59

JD
-0
19

19
83
年

G3
0

シ
ャ
レ
ー
ド
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
セ
ダ
ン
）

CL
99
3

47
39

JD
-0
20

19
83
年

G1
1

シ
ャ
レ
ー
ド
（
セ
ダ
ン
）

CB
99
3

47
38

JD
-0
21

19
83
年

G1
1V

シ
ャ
レ
ー
ド
（
バ
ン
）

CB
99
3

47
40

JD
-0
22

19
83
年

G3
0V

シ
ャ
レ
ー
ド
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
バ
ン
）

CL
99
3

47
41

JD
-0
23

19
83
年

G1
1

シ
ャ
レ
ー
ド
タ
ー
ボ

CB
99
3

47
38

タ
ー
ボ
付

JD
-0
24

19
83
年

L5
5V

ミ
ラ
タ
ー
ボ

A
B

54
7

45
59

タ
ー
ボ
付

JD
-0
25

19
84
年

G2
6

ダ
イ
ハ
ツ
シ
ャ
レ
ー
ド
92
6タ
ー
ボ

CE
92
7

（
新
型
自
動
車
）
タ
ー
ボ
付

50
89
8

JD
-0
26

19
85
年

L7
0S

ク
オ
ー
レ

EB
54
7

52
65

JD
-0
27

19
85
年

L7
0V

ミ
ラ
タ
ー
ボ

EB
54
7

52
66

タ
ー
ボ
付

JD
-0
28

19
85
年

L7
0V

ミ
ラ

EB
54
7

52
66

JD
-0
29

19
85
年

L7
1V

ミ
ラ
（
4W
D
）

EB
54
7

52
67

JD
-0
30

19
86
年

L7
1V

ミ
ラ
タ
ー
ボ
4W
D

EB
54
7

52
67

タ
ー
ボ
付

JD
-0
31

19
87
年

G1
00
S

シ
ャ
レ
ー
ド
（
タ
ー
ボ
付
）

CB
99
3

55
89

タ
ー
ボ
付

JD
-0
32

19
87
年

G1
00
S

シ
ャ
レ
ー
ド

CB
99
3

55
89

JD
-0
33

19
87
年

L1
00
S

リ
ー
ザ

EB
54
7

55
65

JD
-0
34

19
87
年

L1
00
V

リ
ー
ザ

EB
54
7

55
66

JD
-0
35

19
87
年

L1
00
V

リ
ー
ザ
（
タ
ー
ボ
付
）

EB
54
7

55
66

タ
ー
ボ
付

JD
-0
36

19
88
年

G1
02
S

シ
ャ
レ
ー
ド
1.3
i

H
C

12
95

58
39

JD
-0
37

19
88
年

G1
12
S

シ
ャ
レ
ー
ド
1.3
i（
4W
D
）

H
C

12
95

58
40

4W
D

JD
-0
38

19
89
年

A
10
1S

ア
プ
ロ
ー
ズ

H
D

15
89

62
22

JD
-0
39

19
89
年

A
11
1S

ア
プ
ロ
ー
ズ

H
D

15
89

62
23

4W
D

JD
-0
40

19
90
年

L2
20
S

ミ
ラ

EF
65
9

65
04

タ
ー
ボ
付
、
4W
S付

JD
-0
41

19
90
年

L2
00
S

ミ
ラ

EF
65
9

65
02

タ
ー
ボ
付

JD
-0
42

19
91
年

L2
10
S

ミ
ラ

EF
65
9

65
03

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JD
-0
43

19
93
年

G2
01
S

シ
ャ
レ
ー
ド
・
デ
ト
マ
ソ

H
D

15
89

74
59

JD
-0
44

19
94
年

L5
00
S

ミ
ラ

EF
65
9

77
54

タ
ー
ボ
付

JD
-0
45

19
94
年

L5
02
S

ミ
ラ

JB
65
9

77
55
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JAF登録車両一覧　ダイハツ

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JD
-0
46

19
94
年

L5
12
S

ミ
ラ

JB
65
9

77
57

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JD
-0
47

19
95
年

L5
00
S

ミ
ラ

EF
65
9

77
54

タ
ー
ボ
付
、
ツ
イ
ン
カ
ム
式
エ
ン
ジ
ン
追
加
等

JD
-0
48

19
95
年

L5
02
S

ミ
ラ

JB
65
9

77
55

タ
ー
ボ
付
、ク
ロ
スレ
シ
オ
変
速
機
、R
rデ
ィス
ク
ブ
レ
ー
キ
追
加
等

JD
-0
49

19
98
年

M
10
0S

ス
ト
ー
リ
ア

EJ
98
9

90
18

JD
-0
50

19
98
年

M
11
0S

ス
ト
ー
リ
ア
（
4W
D
）

EJ
98
9

90
19

4W
D

JD
-0
51

19
98
年

M
11
2S

ス
ト
ー
リ
ア
X
4

JC
71
3

90
20

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JD
-0
52

19
98
年

L7
00
S

ミ
ラ

EF
65
9

91
95

2W
D
（
FF
）

JD
-0
53

19
98
年

L7
10
S

ミ
ラ

EF
65
9

91
96

4W
D

JD
-0
54

19
99
年

L7
10
V

ミ
ラ

EF
65
9

91
98

4W
D

JD
-0
55

19
99
年

L8
02
S

オ
プ
テ
ィ

JB
65
9

92
35

2W
D
（
FF
）

JD
-0
56

19
99
年

L8
10
S

オ
プ
テ
ィ

EF
65
9

92
36

4W
D

JD
-0
57

19
99
年

L7
00
S

ミ
ラ
/ミ
ラ
ジ
ー
ノ

EF
65
9

91
95

タ
ー
ボ
付
、
2W
D

JD
-0
58

19
99
年

L7
10
S

ミ
ラ
/ミ
ラ
ジ
ー
ノ

EF
65
9

91
96

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JD
-0
59

19
99
年

L8
10
S

オ
プ
テ
ィ

EF
65
9

92
36

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JD
-0
60

20
00
年

M
10
1S

ス
ト
ー
リ
ア

K
3

12
97

10
56
9

2W
D

JD
-0
61

20
00
年

M
11
1S

ス
ト
ー
リ
ア

K
3

12
97

10
57
0

4W
D

JD
-0
62

20
00
年

L7
10
S

ダ
イ
ハ
ツ
　
ミ
ラ
ジ
ー
ノ

EF
65
9

91
96

タ
ー
ボ
付
、
4W
D
、
3ド
ア
車

JD
-0
63

20
00
年

L7
10
S

ダ
イ
ハ
ツ
　
ミ
ラ
/ミ
ラ
ジ
ー
ノ

EF
65
9

10
75
7

4W
D

JD
-0
64

20
00
年

L8
10
S

ダ
イ
ハ
ツ
　
オ
プ
テ
ィ

EF
65
9

10
75
9

4W
D

JD
-0
65

20
01
年

M
20
1G

ダ
イ
ハ
ツ
　
Y
RV

K
3

12
97

10
67
3

2W
D

JD
-0
66

20
01
年

M
20
1G

ダ
イ
ハ
ツ
　
Y
RV

K
3

12
97

10
67
3

タ
ー
ボ
付
、
2W
D

JD
-0
67

20
01
年

M
21
1G

ダ
イ
ハ
ツ
　
Y
RV

K
3

12
97

10
67
4

4W
D

JD
-0
68

20
01
年

M
21
1G

ダ
イ
ハ
ツ
　
Y
RV

K
3

12
97

10
67
4

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JD
-0
69

20
01
年

L9
50
S

マ
ッ
ク
ス

EF
-V
E

65
9

11
15
3

2W
D

JD
-0
70

20
01
年

L9
50
S

マ
ッ
ク
ス

EF
-D
ET

65
9

11
15
4

タ
ー
ボ
付
、
2W
D

JD
-0
71

20
01
年

L9
52
S

マ
ッ
ク
ス

JB
-D
ET

65
9

11
15
5

タ
ー
ボ
付
、
2W
D

JD
-0
72

20
01
年

L9
60
S

マ
ッ
ク
ス

EF
-V
E

65
9

11
15
6

4W
D

JD
-0
73

20
01
年

L9
60
S

マ
ッ
ク
ス

EF
-D
ET

65
9

11
15
6

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JD
-0
74

20
01
年

L9
62
S

マ
ッ
ク
ス

JB
-D
ET

65
9

11
15
7

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JD
-0
75

20
02
年

L7
50
S

ネ
イ
キ
ッ
ド

EF
65
9

11
02
6

タ
ー
ボ
付
、
2W
D

JD
-0
76

20
02
年

L7
60
S

ネ
イ
キ
ッ
ド

EF
65
9

11
02
7

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JD
-0
77

20
02
年

M
10
1S

ス
ト
ー
リ
ア

K
3

12
97

11
19
2

2W
D

JD
-0
78

20
02
年

M
11
1S

ス
ト
ー
リ
ア

K
3

12
97

11
19
4

4W
D

JD
-0
79

20
02
年

M
20
1G

Y
RV

K
3

12
97

11
24
3

タ
ー
ボ
付
、
2W
D

JD
-0
80

20
02
年

M
21
1G

Y
RV

K
3

12
97

11
24
4

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JD
-0
81

20
02
年

L8
80
K

コ
ペ
ン

JB
65
9

11
40
4

タ
ー
ボ
付
、
2W
D

JD
-0
82

20
02
年

M
11
2S

ス
ト
ー
リ
ア
X
4

JC
71
3

11
42
9

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JD
-0
83

20
03
年

L2
50
S

ミ
ラ

EF
65
9

11
67
6

2W
D

JD
-0
84

20
03
年

L2
50
S

ミ
ラ
ア
ヴ
ィ

EF
65
9

11
67
7

タ
ー
ボ
付
、
2W
D

JD
-0
85

20
03
年

L2
60
S

ミ
ラ
ア
ヴ
ィ

EF
65
9

11
67
9

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JD
-0
86

20
03
年

L7
00
S

ミ
ラ
/ジ
ー
ノ

EF
65
9

10
75
6

2W
D



－677－－677－

JAF登録車両一覧　ダイハツ

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JD
-0
87

20
05
年

M
31
0S

ダ
イ
ハ
ツ
　
ブ
ー
ン

1K
R

99
6

12
48
4

4W
D

JD
-0
88

20
05
年

M
30
1S

ダ
イ
ハ
ツ
　
ブ
ー
ン

K
3

12
97

12
48
5

2W
D

JD
-0
89

20
05
年

L6
60
S

ダ
イ
ハ
ツ
　
ミ
ラ
ジ
ー
ノ

EF
65
9

12
74
6

4W
D

JD
-0
90

20
06
年

L2
35
S

エ
ッ
セ

K
F

65
8

15
23
5

2W
D

JD
-0
91

20
06
年

L2
45
S

エ
ッ
セ

K
F

65
8

15
23
7

4W
D

JD
-0
92

20
06
年

J2
00
G

ビ
ー
ゴ

3S
Z

14
95

15
24
9

2W
D

JD
-0
93

20
06
年

J2
10
G

ビ
ー
ゴ

3S
Z

14
95

15
25
0

4W
D

JD
-0
94

20
06
年

M
31
2S

ブ
ー
ン
　
X
4

K
J

93
6

15
30
3

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JD
-0
95

20
07
年

L2
75
S

ミ
ラ

K
F

65
8

15
62
2

2W
D

JD
-0
96

20
07
年

L2
85
S

ミ
ラ

K
F

65
8

15
62
4

4W
D

JD
-0
97

20
14
年

LA
40
0K

ダ
イ
ハ
ツ
　
コ
ペ
ン

K
F

65
8

17
75
2

タ
ー
ボ
付



－678－－678－

JAF登録車両一覧　スズキ

ス
ズ
キ（
株
）

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JS
-0
15

19
88
年

A
A
34
S

カ
ル
タ
ス
GT
i

G1
3B

12
98

59
89

JS
-0
20

19
90
年

A
F3
4S

カ
ル
タ
ス
GT
i4
W
D

G1
3B

12
98

62
59

4W
D

JS
-0
21

19
90
年

CN
21
S

ア
ル
ト

F6
A

65
7

64
66

タ
ー
ボ
付
、
2W
D

JS
-0
22

19
90
年

CP
21
S

ア
ル
ト
4W
D

F6
A

65
7

64
67

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JS
-0
23

19
90
年

CN
31
S

セ
ル
ボ
・
モ
ー
ド

F6
B

65
8

66
10

タ
ー
ボ
付
、
4気
筒
ツ
イ
ン
カ
ム

JS
-0
24

19
90
年

CP
31
S

セ
ル
ボ
・
モ
ー
ド
4W
D

F6
B

65
8

66
11

タ
ー
ボ
付
、
4気
筒
ツ
イ
ン
カ
ム
、
4W
D

JS
-0
25

19
92
年

A
A
44
S

ス
ズ
キ
カ
ル
タ
ス

G1
0

99
3

59
87

JS
-0
26

19
92
年

EA
11
R

ス
ズ
キ
カ
プ
チ
ー
ノ

F6
A

65
7

68
94

タ
ー
ボ
付

JS
-0
27

19
92
年

CR
22
S

ス
ズ
キ
ア
ル
ト

F6
A

65
7

68
87

タ
ー
ボ
付

JS
-0
28

19
92
年

CS
22
S

ス
ズ
キ
ア
ル
ト

F6
A

65
7

68
90

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JS
-0
29

19
92
年

CM
22
V

ス
ズ
キ
ア
ル
ト
ワ
ー
ク
ス
R

F6
A

65
7

68
94

タ
ー
ボ
付

JS
-0
30

19
92
年

CP
32
S

ス
ズ
キ
　
セ
ル
ボ
・
モ
ー
ド
　
4W
D

F6
B

65
8

68
92

タ
ー
ボ
付
、
リ
ヤ
デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
、
4W
D

JS
-0
31

19
92
年

CN
32
S

ス
ズ
キ
　
セ
ル
ボ
・
モ
ー
ド

F6
B

65
8

68
89

タ
ー
ボ
付
、
リ
ヤ
デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ

JS
-0
32

19
94
年

H
A
21
S

ア
ル
ト
ワ
ー
ク
ス
RS
／
Z

K
6A

65
8

78
20

タ
ー
ボ
付
、
2W
D
、
D
O
H
C3
気
筒

JS
-0
33

19
94
年

H
B2
1S

ア
ル
ト
ワ
ー
ク
ス
RS
／
Z

K
6A

65
8

78
21

タ
ー
ボ
付
、
4W
D
、
D
O
H
C3
気
筒

JS
-0
34

19
94
年

T
A
11
W

エ
ス
ク
ー
ド
ハ
ー
ド
ト
ッ
プ
V
6－
20
00

H
20
A

19
98

79
01

4W
D
、
D
O
H
C 
V
型
6気
筒
EP
I

JS
-0
35

19
94
年

T
D
11
W

エ
ス
ク
ー
ド
ノ
マ
ド
V
6－
20
00

H
20
A

19
98

79
02

4W
D
、
D
O
H
C 
V
型
6気
筒
EP
I

JS
-0
36

19
94
年

T
A
31
W

エ
ス
ク
ー
ド
ハ
ー
ド
ト
ッ
プ
20
00
デ
ィ
ー
ゼ
ル
タ
ー
ボ

RF
19
98

79
03

4W
D
、
4気
筒
、
燃
料
噴
射

JS
-0
37

19
94
年

T
D
31
W

エ
ス
ク
ー
ド
ノ
マ
ド
20
00
デ
ィ
ー
ゼ
ル
タ
ー
ボ

RF
19
98

79
04

4W
D
、
4気
筒
、
燃
料
噴
射

JS
-0
38

19
95
年

GA
11
S

カ
ル
タ
ス
ク
レ
セ
ン
ト

G1
3B

12
98

78
00

2W
D
、
EP
I

JS
-0
39

19
95
年

GA
21
S

カ
ル
タ
ス
ク
レ
セ
ン
ト

G1
5A

14
93

78
01

2W
D
、
EP
I

JS
-0
40

19
95
年

GB
21
S

カ
ル
タ
ス
ク
レ
セ
ン
ト

G1
5A

14
93

78
02

4W
D
、
EP
I

JS
-0
41

19
95
年

H
B2
1S

ア
ル
ト
ワ
ー
ク
ス
R

F6
A

65
8

78
21

4W
D
、
タ
ー
ボ
変
更
、
ク
ロ
ス
レ
シ
オ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

JS
-0
42

19
95
年

H
A
21
S

ア
ル
ト
ワ
ー
ク
ス
RS
／
Z

K
6A

65
8

78
20

外
観
変
更
、
タ
ー
ボ
付

JS
-0
43

19
95
年

H
B2
1S

ア
ル
ト
ワ
ー
ク
ス
RS
／
Z

K
6A

65
8

78
21

外
観
変
更
、
タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JS
-0
44

19
95
年

H
B2
1S

ア
ル
ト
ワ
ー
ク
ス
R

K
6A

65
8

78
21

外
観
変
更
、
タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JS
-0
45

19
98
年

H
B2
1S

ア
ル
ト
ワ
ー
ク
ス
R

K
6A

65
8

78
21

イ
ン
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
・
エ
ア
ス
ク
ー
プ
大
型
化
等
の
変
更

JS
-0
46

19
99
年

H
A
22
S

ス
ズ
キ
ア
ル
ト
ワ
ー
ク
ス

K
6A

65
8

91
90

軽
自
動
車
新
規
格
サ
イ
ズ
、
外
観
変
更
、
タ
ー
ボ
付

JS
-0
47

19
99
年

H
N
21
S

ス
ズ
キ
K
ei

K
6A

65
8

92
24

軽
自
動
車
新
規
格
サ
イ
ズ
、
新
型
車
、
タ
ー
ボ
付

JS
-0
48

20
01
年

H
T
51
S

ス
イ
フ
ト

M
13
A

13
28

10
45
2

2W
D
・
4W
D

JS
-0
49

20
01
年

RB
21
S

エ
リ
オ

M
15
A

14
90

10
88
9

2W
D
・
4W
D

JS
-0
50

20
01
年

H
N
22
S

K
ei

K
6A

65
8

10
88
8

タ
ー
ボ
付
、
2W
D
・
4W
D

JS
-0
51

20
02
年

H
T
51
S

ス
イ
フ
ト
RS

M
13
A

13
28

10
45
2

JS
-0
52

20
03
年

H
T
81
S

ス
イ
フ
ト
ス
ポ
ー
ツ

M
15
A

14
90

11
83
6

JS
-0
53

20
06
年

ZC
31
S

ス
イ
フ
ト
ス
ポ
ー
ツ

M
16
A

15
86

15
16
3

JS
-0
54

20
12
年

ZC
32
S

ス
イ
フ
ト
ス
ポ
ー
ツ

M
16
A

15
86

17
05
2

JS
-0
55

20
16
年

H
A
36
S

ア
ル
ト
 ワ
ー
ク
ス

R0
6A

65
8

17
95
4

2W
D
及
び
4W
D

JS
-0
56

20
17
年

ZC
33
S

ス
イ
フ
ト
ス
ポ
ー
ツ

K
14
C

13
71

18
63
9

6M
T
／
6A
T
共
に
型
式
指
定
番
号
は
同
じ
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JAF登録車両一覧　いすゞ

い
す
ゞ
自
動
車（
株
）

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JI
-0
05

19
80
年

PF
50

ジ
ェ
ミ
ニ
16
00

G1
61
Z

15
84

36
26

JI
-0
06

19
80
年

PF
60

ジ
ェ
ミ
ニ
18
00

G1
80
Z

18
17

37
76

JI
-0
07

19
80
年

PF
60
E

ジ
ェ
ミ
ニ
ZZ

G1
80
W
A

18
17

37
76

JI
-0
08

19
80
年

PA
30

フ
ロ
ー
リ
ア
ン

G1
80
Z

18
17

38
58

JI
-0
11

19
80
年

PF
50

ジ
ェ
ミ
ニ
16
00

G1
61
Z

15
84

32
29

JI
-0
12

19
80
年

PF
50

ジ
ェ
ミ
ニ
16
00

G1
61
Z

15
84

34
62

JI
-0
13

19
80
年

PF
60

ジ
ェ
ミ
ニ
18
00

G1
80
Z

18
17

35
40

JI
-0
15

19
80
年

PA
30

フ
ロ
ー
リ
ア
ン

G1
80
Z

18
17

33
37

JI
-0
16

19
80
年

PA
30

フ
ロ
ー
リ
ア
ン

G1
80
Z

18
17

32
28

JI
-0
17

19
81
年

JR
13
0

ピ
ア
ッ
ツ
ァ
EX
、
X
F、
X
L、
X
J

G2
00
W
、
Z

19
49

43
19

JI
-0
18

19
82
年

PF
D
60

ジ
ェ
ミ
ニ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
タ
ー
ボ

4F
B1

18
17

44
15

タ
ー
ボ
付

JI
-0
19

19
83
年

JJ
11
0

フ
ロ
ー
リ
ア
ン
ア
ス
カ

4Z
B1

18
17

47
66

JI
-0
20

19
83
年

JJ
12
0

フ
ロ
ー
リ
ア
ン
ア
ス
カ

4Z
C1

19
94

47
67

JI
-0
21

19
83
年

JJ
12
0

フ
ロ
ー
リ
ア
ン
ア
ス
カ
20
00
タ
ー
ボ

4Z
C1

19
94

47
67

タ
ー
ボ
付

JI
-0
22

19
83
年

JJ
51
0

フ
ロ
ー
リ
ア
ン
ア
ス
カ
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
）

4F
C1

19
95

47
68

JI
-0
23

19
84
年

JR
12
0

ピ
ア
ッ
ツ
ァ
タ
ー
ボ

4Z
C1

19
95

50
39

JI
-0
24

19
85
年

JT
15
0

ジ
ェ
ミ
ニ

4X
C1

14
71

51
90

JI
-0
25

19
86
年

JT
15
0

ジ
ェ
ミ
ニ
タ
ー
ボ

4X
C1

14
71

51
90

タ
ー
ボ
付

JI
-0
26

19
86
年

JT
60
0

ジ
ェ
ミ
ニ
タ
ー
ボ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

4E
CI

14
87

51
91

タ
ー
ボ
付

JI
-0
27

19
88
年

JT
19
0

ジ
ェ
ミ
ニ
ZZ

4X
E1

15
88

58
27

JI
-0
28

19
90
年

JT
15
1F

ジ
ェ
ミ
ニ

4X
C1

14
71

64
08

JI
-0
29

19
90
年

JT
19
1F

ジ
ェ
ミ
ニ

4X
E1

15
88

64
09

JI
-0
30

19
90
年

JT
19
1S

ジ
ェ
ミ
ニ

4X
E1

15
88

64
10

タ
ー
ボ
付

JI
-0
31

19
90
年

JT
64
1F

ジ
ェ
ミ
ニ

4E
E1

16
86

64
11

タ
ー
ボ
付

JI
-0
32

19
91
年

JT
22
1F

ピ
ア
ッ
ツ
ア

4X
F1

18
09

67
55

JI
-0
33

19
92
年

JT
19
1S

ジ
ェ
ミ
ニ

4X
E1

15
88

64
10

ター
ボ付
、エ
ンジ
ンポ
ート
、コ
モン
チャ
ンバ
ー、
エキ
ゾー
スト
マニ
ホー
ルド
研磨

処理
、

ピス
トン
、コ
ンロ
ッド
、ク
ラン
クシ
ャフ
ト、
フラ
イホ
イー
ルの
アッ
セン
ブリ
ーバ
ラン
ス取
り

JI
-0
34

19
92
年

JT
19
1F

ジ
ェ
ミ
ニ

4X
E1

15
88

64
09

クロ
スレ
シ
オ
タイ
プ
変
速
機
装
着
、エ
ン
ジ
ン
ポ
ート
、コ
モ
ン
チ
ャ
ン

バ
ー
、エ
キ
ゾ
ー
スト
マ
ニ
ホ
ー
ルド
研
磨
処
理
、ピ
スト
ン
、コ
ン
ロッ
ド
、

クラ
ン
クシ
ャフ
ト
、フ
ライ
ホ
イ
ー
ル
の
アッ
セ
ン
ブ
リー
バ
ラン
ス
取
り
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JAF登録車両一覧　輸入車

オ
ー
ス
チ
ン
ロ
ー
バ
ー
ジ
ャ
パ
ン（
株
）

ミ
ツ
ワ
自
動
車（
株
）

（
株
）ガ
レ
ー
ジ
伊
太
利
屋

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JI
P-
00
1

19
87
年

74
1C
T

プ
ジ
ョ
ー
20
5G
T
I

CT
15
79

地
審
10
57

JI
P-
00
3

19
88
年

10
CW

プ
ジ
ョ
ー
30
9G
T
I

CW
19
04

地
審
第
39
3号

JI
P-
00
5

19
92
年

99
X

ミ
ニ
（
ミ
ニ
10
00
）

99
H

99
9

自
車
76
8号
他

18
件

JI
P-
00
6

19
92
年

99
X
L

ミ
ニ
（
ミ
ニ
10
00
）

99
M

99
9

地
審
12
76
号
他

2件
JI
P-
00
7

19
92
年

X
N
12

ロ
ー
バ
ー
（
ミ
ニ
ク
ー
パ
ー
1.3
）

12
H

12
71

地
審
10
70
号
他

4件
JI
P-
00
8

19
92
年

X
N
12
A

ロ
ー
バ
ー
ミ
ニ
1.3
i

12
A

12
71

自
審
20
号

JI
P-
00
9

19
92
年

X
P1
4K
4

ロ
ー
バ
ー
（
ロ
ー
バ
ー
11
4G
T
i）

14
K
4

13
96

自
審
25
5号

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JI
P-
01
1

19
92
年

96
4A

ポ
ル
シ
ェ
　
91
1　
カ
レ
ラ
2

62
型

36
04

地
審
13
4号

新
型
自
動
車

外
30
82
0号

JI
P-
01
2

19
92
年

96
4A

ポ
ル
シ
ェ
　
91
1　
カ
レ
ラ
RS

62
型

36
04

地
審
14
1号

新
型
自
動
車

外
30
82
0号

JI
P-
01
4

19
94
年

99
3

ポ
ル
シ
ェ
　
91
1　
ク
ー
ペ

63
型

36
00

自
審
14
34
号

新
型
自
動
車

外
30
87
6号

JI
P-
01
5

19
96
年

99
3T

ポ
ル
シ
ェ
　
91
1　
タ
ー
ボ
ク
ー
ペ

M
64
61

36
00

自
審
70
5号

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

新
型
自
動
車

外
30
89
7号

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JI
P-
00
2

19
87
年

L3
1B
5

ラ
ン
チ
ャ
，
デ
ル
タ
H
F4
W
D

83
1B
5

19
95

地
審
41
6

タ
ー
ボ
付
、
4W
D

JI
P-
00
4

19
88
年

L3
1C
5

ラ
ン
チ
ャ
，
デ
ル
タ
H
F4
W
D

83
1C
5

19
95

地
審
第
80
5号

タ
ー
ボ
付
、
4W
D
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JAF登録車両一覧　輸入車

エ
ル
シ
ー
ア
イ（
株
）

ビ
ー
・
エ
ム
・
ダ
ブ
リ
ュ
ー（
株
）

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
　
ア
ウ
デ
ィ
日
本（
株
）

ポ
ル
シ
ェ
ジ
ャ
パ
ン（
株
）

（
株
）キ
ャ
ロ
ッ
セ

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JI
P-
01
8

20
05
年

11
17

ロ
ー
タ
ス
　
エ
リ
ー
ゼ
11
1R
，ロ
ー
タ
ス
　
エ
リ
ー
ゼ
R

2Z
Z

17
95

国
自
審
第
13
7号

JI
P-
01
9

20
05
年

11
17

ロ
ー
タ
ス
　
エ
キ
シ
ー
ジ

2Z
Z

17
95

国
自
審
第
39
5号

JI
P-
02
0

20
07
年

11
17

ロ
ー
タ
ス
　
エ
キ
シ
ー
ジ
S

2Z
Z

17
95

国
自
審
第
35
4号

JI
P-
02
1

20
07
年

11
19

ロ
ー
タ
ス
　
エ
リ
ー
ゼ
S

1Z
Z

17
94

国
自
審
第
15
20
号

JI
P-
02
2

20
11
年

11
20

ロ
ー
タ
ス
・
エ
リ
ー
ゼ

1Z
R

15
98

国
自
審
第
11
10
号

JI
P-
02
4

20
14
年

12
2

ロ
ー
タ
ス
・
エ
ボ
ー
ラ

2G
R

34
56

国
自
審
第
61
0号

JI
P-
03
2

20
16
年

不
明（
11
17
）
ロ
ー
タ
ス
・
エ
キ
シ
ー
ジ
S

2G
R

34
56

－
登
録
車
両
エ
キシ
ージ
S（
JIP
-02
0）
の
、原
動
機
、タ
イヤ
&ホ
イー
ル
サイ
ズ
、

およ
び
ブレ
ーキ
サイ
ズ
違
い（
た
だし
ベ
ース
シャ
シー
は
共
通
）

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
車
両
規
定
第
２
条
２
に
よ
る
車
両
と
し
て
承
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
自
動
車
検
査
証
の
型
式
欄
は
「
不
明
」
の
表
記
と
な
る
た
め
、
上
表
に
は
基
本
車
両
の
型
式
を
参
考
と
し
て（
11
17
）
表
記
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
当
該
車

両
の
諸
元
等
の
同
一
性
の
確
認
は
、
登
録
申
請
者
提
示
に
よ
る
車
体
番
号
等
に
よ
る
も
の
と
し
、
競
技
会
に
お
い
て
は
当
該
申
請
者
発
行
の
「
Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
車
両
規
定
第
２
条
２
に
よ
る
車
両
証
明
書
」
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
と
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JI
P-
01
0

19
92
年

M
5J

Ｂ
Ｍ
Ｗ
　
Ｍ
５

36
 6
S

35
30

地
審
49
1号

JI
P-
02
6

20
15
年

SU
16

M
IN
I C
oo
pe
r

N
16
B1
6A

15
98

16
50
4

JI
P-
02
7

20
15
年

X
D
JC
W

M
IN
I J
CW
 ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー

N
18
B1
6C

15
98

17
50
0

JI
P-
02
8

20
15
年

X
M
20

M
IN
I C
oo
pe
r 
S

B4
8A
20
A

19
98

17
71
0

JI
P-
02
9

20
15
年

X
M
12

M
IN
I O
ne

B3
8A
12
A

11
98

17
80
5

JI
P-
03
1

20
16
年

X
M
JC
W

M
IN
I J
oh
n 
Co
op
er
 W
or
ks

B4
8A
20
B

19
98

18
09
0

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JI
P-
01
3

19
93
年

IH
A
BF

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
　
ゴ
ル
フ
　
GT
I　
16
V

A
BF

19
84

72
09

自
審
11
05
号

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JI
P-
01
6

20
00
年

99
66
3

ポ
ル
シ
ェ
　
91
1　
GT
3

63
36
00

自
審
10
21
号

JI
P-
01
7

20
03
年

99
67
9

ポ
ル
シ
ェ
　
91
1　
GT
3

79
36
00

国
自
審
第
14
87
号

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JI
P-
02
3

20
12
年

BS
6

プ
ロ
ト
ン
　
サ
ト
リ
ア
ネ
オ

S4
PH

15
97

国
自
審
第
46
8号
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JAF登録車両一覧　輸入車

プ
ジ
ョ
ー
・
シ
ト
ロ
エ
ン
・
ジ
ャ
ポ
ン（
株
）

FC
Aジ
ャ
パ
ン（
株
）

ル
ノ
ー
・
ジ
ャ
ポ
ン（
株
）

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
グ
ル
ー
プ
ジ
ャ
パ
ン（
株
）

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JI
P-
02
5

20
15
年

A
9C
5F
03

プ
ジ
ョ
ー
20
8 
GT
i

5F
03

15
98

17
55
8

JI
P-
03
0

20
16
年

A
9C
5G
04

プ
ジ
ョ
ー
20
8G
T
i

5G
04

15
98

18
20
6

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JI
P-
03
3

20
17
年

N
F2
EK

ア
バ
ル
ト
12
4ス
パ
イ
ダ
ー

32
68

13
68

18
37
7

JI
P-
03
4

20
18
年

94
01
41

ア
ル
フ
ァ
ロ
メ
オ
 ジ
ュ
リ
エ
ッ
タ

94
0A
2

13
68

17
12
2

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JI
P-
03
5

20
18
年

A
H
H
4B
1
ル
ノ
ー
 ト
ゥ
イ
ン
ゴ
 G
T

H
4B

89
7

国
自
審
68
0号

5M
T

Ｊ
Ａ
Ｆ
登
録
N
o.

登
録
年

車
の
型
式

車
 の
 通
 称
 名

原
動
機
の
型
式

排
気
量
又
は

定
格
出
力

国
土
交
通
省

指
定
番
号

備
　
考

JI
P-
03
6

20
19
年

A
W
CZ
P

ポ
ロ
 G
T
I

CZ
P

19
84

18
94
0


